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■ FDの定義
教員が授業内容・方法を改善し向上させるための組織的な取組の総称。（中略）単に授業内容・方

法の改善のための研修に限らず、広く教育の改善、更には研究活動、社会貢献、管理運営に関わる教
員団の職能開発の活動全般を指すものとしてＦＤの語を用いる場合もある。
　＊中央教育審議会答申「新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて」（2012）用語集より

■ FD義務化の根拠法令（大学設置基準等）
大学は、当該大学の授業の内容及び方法の改善を図るための組織的な研修及び研究を実施するもの

とする。
　＊大学設置基準（省令）第二十五条の三より
　＊�大学院については大学院設置基準（省令）第一四条の三、専門職大学院については専門職大学院設置基

準（省令）第十一条において、同様に定められている
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1．序言

1 ．はじめに
教育推進センターは発足から 3 年が経過しました。その使命は、本学の長期計画Next10において示
されている教育の目標である「自ら考え、行動するしなやかな知識人を育成する」のために、教育の
質の向上を果たすことです。
大学を取り巻く環境は、年々、厳しさが増していて、大学への期待として、グローバル化の推進、新
価値創造のための変革、地方創生等への期待が寄せられる一方で、学生数減少に伴う大学の財政圧迫、
景気低迷による家計の逼迫などが交錯した状況の中で、時代の変化や社会の要請に適切に対応した教
育研究活動を行うことが求められるようになっています。中央教育審議会では、2002年に「大学の質
保証に係る新たなシステムの構築について」の答申がなされ、これらの内外の課題への対策の指針が
示されて来ました。
このような状況にあって、各大学においては、教育の質の確保・向上のためのさまざまな取り組み
が進められていますが、急速な社会の変化に適切に対応するためには、引き続き教育内容・方法等の
改善に積極的に取り組んでいくことが求められています。全国の18歳以下の学生数は、今後ますます
減少の一途を辿り、大学が選ばれる時代になってくることから、本学においても適切に教育の質向上
を図る必要があります。FD活動の施策がその手段として位置づけられ、競争的環境の中で個性が輝く
大学となることが期待されます。ここに、本年度の活動成果を振り返るための材料と次年度への糧と
なる足跡として本報告書をとりまとめました。活動状況を以下に示し、全体を振り返ってみたいと思
います。

2 ．組織的FD活動
大学の教育の質を向上するためには、教育内容を変えるための個々の改革の取り組みが必要である
ことは論を待ちませんが、単年度や個人ベースでの取り組みでは全学的な波及効果は僅少となります。
継続的に波及効果が期待できるFD活動なくしては、大学全体の教育の質の向上は実現しないでしょ
う。本学では、教育推進センター委員会が個々の教員に直結する委員会として、年間活動計画を毎年、
作成して実行しています。その活動は、上位組織である学部・研究科の教育上の取り組みに反映され、
さらに、自己点検・評価委員会にて、全学的な活動結果の評価点検の実施に繋がっています。教育推
進センターにおける活動内容は、過去の委員会にて主要活動項目が設定され、実行の仕組みは出来上
がっていますが、活動項目の組織化はまだ十分とは言えません。そこで、本年度は、これまでの個別
活動を組織的な取り組みとなるように本年度の活動内容を修飾する試みを行っています。
具体的には、教育推進センター委員会の中に、例年、設置される部会にて全学的な活動テーマを設定
していますが、本年度においては、 1）教員・教員組織の教育力及び教育システムの質の向上に資す
る支援の実施、 2）学生の主体性を伸ばす施策の検討・実施、を重点目標としました。 1）について
は、教育スキルの向上、教育システムの質の向上を目指して、教育力向上推進部会を設置し、 2）に
ついては、アクティブ・ラーニングの推進を目指して、能動的学修推進部会を設置しました。
教育力向上推進部会は、授業改善のためのアンケートの実施を支援する活動としてアンケート項目
の設定と実施科目の登録を主として、これまで実施してきていますが、本年度では、より良いアンケー
トの在り方などを検討し質問内容を見直して、学生から見た授業の評価のみではなく学生自身の学修
状況を回答する項目を検討しました。実施は次年度からとなりますが、学生自身が各授業について見

教育の質向上のための支援活動を目指して

� 教育推進センター長　井口　弘和
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1．序言

直すことのできる情報が得られることが期待されます。授業アンケートは、PDCAサイクルにおける
C（Check）に位置付けられますので、授業改革の手掛かりとなる重要な情報が求められます。現行の
質問項目は、全学向けの平均的な内容となっていますが、授業改善の効果が見えるように、今後も見
直しが必要になります。授業アンケートは、学生が教員の授業を評価することになっていますが、本
来は学生個人の学修状況と対照される情報となるべきで、本年度もWEB化などの検討が一部されまし
たが、年次毎の情報を組織的に活用する体制を築くには、今後、さらに検討する必要があります。
能動的学修推進部会は、教員の授業内容の改革に資する活動が主体で、学部を越えた学生同士の勉
強会の実施、アクティブ・ラーニングのシンポジウムを実施して来ました。また、高校と大学の学び
を滑らかに接続するために、高大連携事業の検討を行いました。まだ、アクティブ・ラーニングなど
の手法を取り入れて、学内で授業方法を変えた事例は多くはありませんが、今後、新任教員の教育や
カリキュラムの改訂に繋がる活動を継続的に実施していく必要があります。

3 ．教育の質向上のための活動
部会活動を核として教育の質向上を進めていますが、関連して実施しなければならない活動として、
新任教員への教育方法の啓蒙や、現教員への新たな教育手法の体験を行うFDワークショップ、障害者
への対応を進めるためのFD講演会、他大学における先行する教育改革事例を学ぶための講演会、学生
によるFD活動の支援、授業環境・学内環境に関する学生へのアンケート、シラバスの第三者チェッ
ク、FD参観授業、FDニュース発行などのさまざまな活動を教育推進センターの取り組みとして実施
しています。
特に、本年度は教育の質向上で注目されている学力の 3 要素（知識・技能、思考力・判断力・表現
力、主体性・協調性）の教育を充実するにあたり、その評価基準づくりが喫緊の課題となることから、
ルーブリック評価法について、全学部から代表教員が参加したワークショップを開催いたしました。
その他に多岐にわたる活動が用意されていますが、各教員レベルでの自発的な実行には至っていない
状況にあります。学生FD活動については、教育に関わる当事者としての学生の積極的な授業改革への
参加は欠かせませんが、まだ、一部の積極的な学生に依存する部分が多く、こちらも継続的な組織と
して活動ができる環境を整備する必要性を感じます。

4 ．実施状況と課題
授業アンケートの実施は全学的な活動として定着してきていますが、その他のFD活動への参加者数
は、まだ不十分です。そこで、次年度の実施に向けて、さまざまなFD活動状況を各教員の活動成果と
して記録しやすくするための教育改善・FD活動に関するアンケートを授業アンケートの自己点検・評
価の入力時に合わせて実施する仕組みを検討してきました。組織的な教育の質向上を目指すためには、
学生の学修活動の状況に応じて教員自らが不断の改善努力をすることが必須ですが、その基点となる
大学の教育方針（AP、CP、DP）に繋がったシラバスから開始される教育の実施状況を捉えていくこ
とが重要になります。しかし、実施された授業アンケートの結果を確認すると学生はシラバスをあま
り参照していない傾向にあることから、本年度からWEB教育支援システム（MaNaBo）を改訂し、シ
ラバスとの連携が整えられました。まだ、試行段階ではありますが、徐々に学生に学修活動を計画的
に実施できるようになっていくことが期待されます。授業改革は得てして教職員が実行していくもの
と考えがちですが、受益者である学生のニーズに基づいて改善施策を打たなければ、満足感を向上さ
せることは困難でしょう。今後も、学生と教員と職員が相互に連携しながら、改善環境を整えること
のできる体制を築いて行きたいと存じます。
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2．中京大学における「FD」と教育推進センター

⑴　中京大学におけるFDの定義
中京大学は、FD（Faculty Development）について、次のように定義しています。

「�学部・研究科等が掲げる教学上の目的を達成するために、教育の質と教育力の向上を目指す、組織
的かつ継続的な取り組み」

　＊スローガン（標語）

For Doing our best
　― FDは大学のすべての者の《幸せ》のため ―

＊中京大学におけるFDの在り方、本質について、　
　安村仁志学長が標語として文章化されたものです。

⑵　教育推進センターとは
本学の教育理念及び目的を実現し、教育活動の質向上を果たすことを目的に、2015年 4 月に設置さ
れた組織です。

＊教育推進センター規程（設置・事業）＊一部抜粋

（設置）
第 1 条　�中京大学（以下「本学」という。）の教育理念及び目的を実現し、教育活動の質向

上を果たすことを目的として、中京大学教育推進センター（以下「センター」と
いう。）を設置する。

（事業）
第 2 条　センターは、次に掲げる事業を行う。
　　（ 1）教育施策の企画及び実施
　　（ 2）ファカルティ・ディベロップメント（以下「FD」という。）活動の支援
　　（ 3）その他センターの目的達成に必要な事業

⑶　教育推進センターのミッション（使命）
「�本学が提供する教育を通じて、学生を「自ら考え、行動するしなやかな知識人」へと成長させるた
め、教育改善に関する組織的活動や教員個々の取り組みを支援するとともに、学びの環境整備（教
育コンテンツや施設・設備等）の施策を、中期的な視点で企画・立案する。さらに、学生と教職員
の協働により教育・学修の質向上に寄与する。」

　＊ミッションの根拠

中京大学長期計画NEXT10における「教育」の目標
自ら考え、行動するしなやかな知識人を育成する
（NEXT10骨子Ⅰ－教育より）
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2．中京大学における「FD」と教育推進センター

⑷　教育推進センター委員会メンバー（2017年度）

氏　名 所　属 備　考

セ ン タ ー 長
（委員長・議長）

井口　弘和 工 学 部
センター長（規程第 3 条）
委員長・議長（規程第 6 条第 2 項）

セ ン タ ー 員 坂田　隆文 総 合 政 策 学 部 センター員（規程第 6 条第 1 項第 2 号）

委 員 宮澤　太聡（研）
文 学 部

各学部・研究科から選出された専
任の教育職員
（規程第 6 条第 1 項第 3 号及び第
4 号）

甘露　純規（学）

森　有礼（学／研） 国 際 英 語 学 部

鶴田　綾 国 際 教 養 学 部

松本　友一郎（研）
心 理 学 部

池田　功毅（学）

亀井　哲也（学／研） 現 代 社 会 学 部

檀上　弘文（研） 法 学 部

今井　良幸（研）
総 合 政 策 学 部

（オブザーバー）

中村　将人（学）

釜田　公良（研）
経 済 学 部

鈴木　崇児（学）

山﨑　喜代宏（学／研） 経 営 学 部

山田　雅之（研）
工 学 部

石原　彰人（学）

荒牧　勇（研）

ス ポ ー ツ 科 学 部

（第 3 回まで）

大家　利之（研） （第 4 回から）

小磯　透（学）

川端　勇樹 ビジネス・イノベーション研究科 （経営学部）

石堂　典秀 法 務 研 究 科

山田　高資 教 学 部 長 教学部長及び教育企画課長
（規程第 6 条第 1 項第 5 号）

渡辺　正夫 教 育 企 画 課 長 （第 3 回まで）

小山　達也 教 育 企 画 課 長 （第 4 回から）

オブザーバー 中村　雅章 学長補佐（教育担当） 委員以外の者
（規程第 6 条第 6 項）

髙橋　朋行 教 務 課 豊 田 オ フ ィ ス

別当　大輔 教 務 課

金澤　龍生
教 育 企 画 課

書記

清川　英樹 （第 3 回まで）
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2．中京大学における「FD」と教育推進センター

⑸　組織構成図
教育推進センター規程に基づき、教育推進センターにセンター長、センター員、委員会を置き、教育活動の質向上に資する事

業を行っています。また、委員会のもとに 2 つの専門部会を置き、それぞれのアジェンダ（行動計画）に基づく事業の企画・
運営を行います。センターの運営及び委員会の業務は、教学部教育企画課が担当します。

⑹　各専門部会メンバー（2017年度）
教育力向上推進部会 能動的学修推進部会

氏　名 所　　属 氏　名 所　　属

檀上　弘文（※ 1） 法学部 坂田　隆文（※ 1） （総合政策学部）

甘露　純規 文学部 宮澤　太聡 文学部

森　有礼 国際英語学部 松本　友一郎 心理学部

鶴田　綾 国際教養学部 今井　良幸 総合政策学部

池田　功毅 心理学部 山田　雅之 工学部

亀井　哲也 現代社会学部 小磯　透 スポーツ科学部

中村　将人 総合政策学部 川端　勇樹 B . I . 研究科

釜田　公良 経済学部 石堂　典秀 法務研究科

鈴木　崇児 経済学部 小山　達也（※ 2） 教育企画課（第 3 回から）

山﨑　喜代宏 経営学部 金澤　龍生 教育企画課

石原　彰人 工学部 清川　英樹（※ 2） 教育企画課（第 2 回まで）

荒牧　勇 スポーツ科学部（第 1 回まで） 村井　恵 教職支援課

大家　利之 スポーツ科学部（第 2 回から） 大津　正知 情報システム課

渡辺　正夫（※ 2） 教育企画課 山路　智也 教務課

小山　達也（※ 2） 教育企画課（第 3 回から） 倉家　かな子（※ 3） 広報課

金澤　龍生 教育企画課

髙橋　朋行 教務課豊田オフィス

別当　大輔 教務課

棚橋　猛 情報システム課（第 2 回まで）

近藤　理恵 学生支援課（第 2 回まで）

村瀬　達哉（※ 3） 教務課豊田オフィス

� ※ １ は部会長、※ 2 は事務責任者、※ 3 は書記
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3．教育推進センターの2017年度の活動

⑴　教育推進センターの主な活動（概要）
①　学内会議

名称 開催日程

教育推進センター委員会

　＊委員（オブザーバー含む）27名
　　（教員22名、職員 5 名）

第 1 回：2017年 4 月26日（水）
第 2 回：2017年 5 月10日（水）
第 3 回：2017年 5 月31日（水）
第 4 回：2017年 7 月 5 日（水）
第 5 回：2017年 9 月27日（水）
第 6 回：2017年11月29日（水）
第 7 回：2018年 2 月22日（木）

〔専門部会 １〕教育力向上推進部会

　＊構成員18名
　　（教員12名、職員 6 名）

キックオフミーティング：2017年 5 月10日（水）
第 1 回：2017年 5 月24日（水）
第 2 回：2017年 6 月28日（水）
第 3 回：2017年 7 月26日（水）
第 4 回：2017年10月26日（木）
第 5 回：2017年12月15日（金）
第 6 回：2018年 2 月16日（金）

〔専門部会 2〕能動的学修推進部会

　＊構成員14名
　　（教員 8 名、職員 6 名）

キックオフミーティング：2017年 5 月10日（水）
第 1 回：2017年 5 月24日（水）
第 2 回：2017年 6 月21日（水）
第 3 回：2017年 9 月 6 日（水）
第 4 回：2017年10月18日（水）
第 5 回：2017年12月 6 日（水）
第 6 回：2018年 2 月13日（火）

＊委員・構成員数は、2018年 3 月末時点の人数

②　アンケート調査
名称

授業改善のためのアンケート
（教員対象）

○�各セメスターの13週目または14週目の授業時間中に実施する、教員対象のアン
ケート。教員が自らの授業を振り返り、授業改善に資することを目的とする。教
員 1 人につき 1 科目（授業）以上の実施を原則とする。
○�教員個人別のアンケートの結果データと、教員による振り返りのコメントを、
WEB上（学内LAN上）で公開している。
○実施期間：〔春学期〕2017年 7 月 3 日～14日
　　　　　　〔秋学期〕2017年12月19日～2018年 1 月15日

授業環境・学内環境に関する
アンケート
（学生対象）

○�授業環境や学内環境に対する学生の満足度を図るためのアンケート。ALBOを
活用。回答結果や本学の取り組み計画等を関連部署間（管財課、教務課、情報
システム課、教育企画課）で取りまとめ、ALBOを通じて学生にフィードバッ
クを行う。
○学生向けの文書（PDFデータ）をWEB上で公開している。
○実施期間：〔春学期〕2017年 7 月10日～24日
　　　　　　〔秋学期〕2018年 1 月 9 日～22日

③　FD参観（授業公開）
名称 概要

FD参観（授業公開） ○�全ての学部の授業が原則公開（参観）の対象となる制度に基づく、FDの観点に
よる授業参観。教育企画課への申請と、授業担当者の許可により参観が可能。
○実施期間：各セメスターの 2～14週目
○2017年度の実施件数： 1 件
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3．教育推進センターの2017年度の活動

④　研修・セミナー等
開催日 セミナー・イベント名 主催機関 参加人数

2017年 6 月 3 日 2017年度全国私立大学FD連携フォーラム　総会・
パネルディスカッション

全国私立大学FD連携
フォーラム

2 名

2017年 6 月17日 平成29年度FD推進ワークショップ「新たな時代
にふさわしい高大接続の実現－学習意欲・学力向
上の視点から－」

日本私立大学連盟 2 名

2017年 8 月31日～ 9 月 1 日 学生FDサミット2017夏 金沢星陵大学 11名

2017年10月 2 日 三重大学全学FD「アクティブラーニングの効果と
その検証」

三重大学 1 名

2017年10月28日 AP事業シンポジウム「卒業時における質保証の取
組の強化」

高知大学 1 名

2017年11月15日 第 1 回教育ITソリューションEXPO リード　エグジビショ
ンジャパン株式会社

1 名

2017年11月17日 第 1 回大学教育再生加速プログラム(AP）シンポ
ジウム「改めて、社会に通用する学修成果とその
評価を考える」

東京都市大学 1 名

2017年12月 7 日 第88回客員教授セミナー「アクティブラーニング
の質の向上－認知学習論の視点から－」

名古屋大学高等教育研
究センター

1 名

2018年 2 月26日 AP合同フォーラム「第 3 期認証評価に向けて：学
生の成長に寄与する内部質保証システムの構築」

大阪府立大学・大阪市
立大学・関西大学

2 名

2018年 3 月 2 日 中部大学FD講演会「学修成果の可視化に向けて－
今、問われる学修成果のかたち－」

中部大学 1 名

2018年 3 月 8 日～ 9 日 学生FDサミット2018春 法政大学 7 名

2018年 3 月20日～21日 大学教育研究フォーラム 京都大学 1 名

⑤　その他
名称

全国私立大学FD連携フォー
ラム（JPFF）関連

○2016年 5 月にJPFFに加盟。
○JPFFオンデマンド講義
　�大学教員に求められる教育力量と職能の育成、高等教育に関する知識・知見を
高めるための、JPFFが提供するeラーニング。教育企画課を通じてJPFF事務
局に申請することで、約40の高等教育に関連するオンデマンド動画が視聴可能。
○2017年度における学内のアカウント申請数：35件
○JPFF主催の総会等に参加。
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3．教育推進センターの2017年度の活動

⑵　2017年度の活動スケジュール

年 月 活動内容

2017年
4 月

◦	『FD NEWS No.13』発行・WEB公開（4/1）
◦	春学期FD参観（授業公開）期間開始（4/13～7/14）
◦	中京大学FDワークショップI（基礎編）開催（4/22）

5 月 ◦	2017年度「教育上の取組み・目標」公開〔学内〕

6 月
◦	2017年度中京大学FD・SD講演会「教育現場における著作権」開催（6/30、本学名古屋キャン
パス 1 号館清明ホール）

＊	当日の様子→https://www.chukyo-u.ac.jp/news/2017/07/011879.html

7 月

◦	春学期「授業改善のためのアンケート」実施（7/3～14）
◦	春学期「授業環境・学内環境に関するアンケート」実施（7/10～24）
◦	『2016年度FD活動報告書』発行（7/25）
◦	『2016年度FD活動報告書』WEB公開（7/26）

8 月

◦	第 1 回学部間交流ワークショップ「学部の垣根を越えてプレゼンテーション技術を学ぶ」開催
（8/23、本学名古屋キャンパス 1 号館172教室）
＊	当日の様子→https://www.chukyo-u.ac.jp/achievement/news/2017/08/011947.html
◦	学生FDサミット2017夏に参加（8/31～9/1、金沢星稜大学）

9 月 ◦	秋学期FD参観（授業公開）期間開始（9/28～1/15）

10月 ◦	『「授業環境・学内環境に関するアンケート」結果と振り返り（2017春学期）』WEB公開（10/4）
◦	『授業改善のためのｱﾝｹｰﾄ自己点検・評価報告書（春学期）』WEB公開〔学内〕（10/6）

11月 ◦	『FD NEWS No.14』発行・WEB公開（11/2）

12月

◦	FDワークショップII「試してみよう！ルーブリック評価」開催（12/16、本学名古屋キャンパ
ス 0 号館ヤマテホール）

◦	秋学期「授業改善のためのアンケート」実施（12/19～1/15）
◦	秋学期「授業環境・学内環境に関するアンケート」実施（1/9～1/22）

2018年
1 月

◦	2017年度 中京大学「アクティブ・ラーニングとは何か －理論と事例から学ぶ－」開催（1/22 
本学名古屋キャンパス 1 号館清明ホール）

＊	当日の様子→https://www.chukyo-u.ac.jp/news/2018/01/012391.html

2 月

3 月

◦	『教育力向上推進部会 活動報告書』・『能動的学修推進部会 活動報告書』公開〔学内〕（3/7）
◦	『「授業環境・学内環境に関するアンケート」結果と振り返り（2017秋学期）』WEB公開（3/9）
◦	『「授業改善のためのアンケート」に関する主な質問の紹介と回答』WEB公開（3/9）
◦	『授業改善のためのアンケート自己点検・評価報告書（秋学期）』WEB公開〔学内〕（3/16）
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3．教育推進センターの2017年度の活動

⑶　専門部会の活動

1 ．教育力向上推進部会における主要な取り組み
当部会は、本年度、以下の（ 1）及び（ 2）をアジェンダとした。（ 3）については、アジェンダ以
外の当部会の取り組みとして実施した。
　（ 1）より良い「授業改善のためのアンケート」の在り方・内容・方法等の検討
　（ 2）本学における初年次教育のあり方に関する検討（※実施せず）
　（ 3）その他の取り組み（アジェンダ以外）
　　①FDワークショップⅡ（スキルアップ編）
　　②外国語による教授法に関するFD

2 ．本年度の活動内容と成果
（ 1）より良い「授業改善のためのアンケート」の在り方・内容・方法等の検討
当検討項目については、①教員個人の授業改善、学部教育・カリキュラム等の改善に資するもので
あること、②大学基準（認証評価）に対応したものであること、③効果的・効率的な運用ができるも
のであることをねらいとして検討を行った。
具体的には、現状のアンケートについて、各設問自体及び設問の関連を検討し、設問の加除を行っ
た。また、アンケート結果の提示内容、さらには、実施方法・実施時期についても検討を行った。
加えて、今回の「授業改善のためのアンケート」の見直しに当たっては、2018年度からの実施に向
けて、「新」授業アンケートを試行（プレ実施）し、学生からの意見を可能な限り収集した。その上で、
本部会において、プレ実施結果の検討を行い、後記活動報告書の内容を確認した。

（ 2）本学における初年次教育のあり方に関する検討
当検討項目については、2016年度教育構想会議にて提案された初年次教育科目「アカデミック・ス
キルズ」「情報スキルズ」の運用に向けて、「授業目標」・「シラバス」・「運営体制」・「授業運用手引き」
を作成することをそのねらいとしていた。本件は、2017年度上半期において、まずは教務委員会が導
入実施にあたっての具体的検討を行い、その上で教育推進センター及び本部会が各課題・項目等につ
いて検討することとなっていたが、本年度は教務委員会における検討のみで完了したことから、本部
会における検討・取り組みについては実施されなかった。

（ 3）その他の取り組み（アジェンダ以外）
当該取り組みの詳細については、後記の報告に委ねるが、以下に実施担当部会の部会長として若干
の所感を述べておく。
①FDワークショップⅡ（スキルアップ編）
�　当該ワークショップのテーマとして、本年度は「ルーブリック評価」を選んだ。参加した各学部
教員からは、ルーブリックに対する理解が深まったといった意見やルーブリックの活用について授
業・レポート・卒業論文への活用が期待できるといった意見など、概ね好意的な回答を得た。
�　他方で、実際に活用するには教員の習熟も求められることから、今後如何にしてより多くの教員
が理解を深めていけるか、またそのための機会を増やしていくことができるかが課題となっていく

①-1　2017年度教育力向上推進部会　全体報告
� 教育力向上推進部会長
� 檀上　弘文
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であろうと思われる。
②外国語による教授法に関するFD
�　当該取り組みについては、英語を軸とした外国語による教授法に関するFD活動として、その実施
に向けた検討や実施されたものを活用すべく検討を行った。その課題としては、外国語による授業
が展開されているにも拘わらず、その教授法に対するFD活動が実施されていないことが浮かび上
がった。今後は、その取り組みをどのように実現していくかが検討されるべきであろう。

3 ．申し送り事項及び次年度以降の検討課題
本年度の申し送り事項及び次年度以降の検討課題は、以下のように授業改善のためのアンケートに
関連したものを本部会において確認した。
　（ 1）アンケート用紙の見直し
　（ 2）アンケート設問の調整と修正
　（ 3）アンケート結果及び教員コメントに関する周知方法の更なる検討
　（ 4）アンケート実施のウェブ化に向けた検討
　（ 5）回答率を上げるための仕組み・運用の検討
上記（ 1）、（ 2）については、アンケートを実施していく限りは常に検討せざるを得ないものであ
るとも思われるが、（ 3）については、学生に対して、アンケート結果がどのようなものであり、その
結果に対して教員はどのように考えているかを理解してもらうためにも必要なことであろうと思われ
る。アンケートがどのように活かされているかをアンケートの回答者である学生に周知することは、
学生がアンケートにより積極的に回答するインセンティブともなり得るものであると思われる。
（ 4）については、実施に向けて多岐にわたる検討事項があると思われるが、本年度においては論点
整理及び課題の確認に留まっている。ウェブ化に当たっては、次年度以降、本格的な検討を期待した
い。
（ 5）については、現行の実施方法においても検討される必要があるが、ウェブ化に際しては、より
一層の慎重な議論・検討が必須であると思われる。

最後に、本年度の「授業アンケートの見直し」には課題も残ったが、「改善」という意味では一定の
妥当な成果も残せたのではないかと思われる。本年度本部会に参加して頂いた部会メンバーの、「授業
アンケートの見直し」に対する真摯な取り組みは、部会長の不出来を補うに余りあるものであり、彼
らの尽力無くして有意義な「アンケート見直し」の実現はあり得なかった。部会メンバーへの感謝の
意を示して本部会の全体報告を終了することとしたい。
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①-2　教育力向上推進部会　活動報告書
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3．教育推進センターの2017年度の活動

1 ．能動的学修推進部会の主な活動
能動的学修推進部会（以下、本部会、部会）は、学生の主体的学びを促す教育施策の提案を行うこ
とをミッションとして掲げ、このミッションを果たすべく、以下の 2 つの活動を行ってきた。
　（ 1）学部を超えた勉強会の開催
　（ 2）学内におけるアクティブラーニングの醸成のためのイベント開催
また、本学が推進している能動的学修を近隣の高校に対して周知・啓蒙するために何ができるのか
を検討すべく、以下の活動を行ってきた。
　（ 3）中京大学が提供できる高大連携事業のあり方に関する検討
以下、それぞれに関して、報告を行う。

2 ．　本年度の活動と成果
（ 1）学部を越えた勉強会の開催
本年度は、学部を超えた勉強会を 3 回開催した。特に、昨年度からの申し送り事項であって豊田キャ
ンパスでの開催も行うことができた。それぞれの回において複数学部より20～30名ほどの学生が参加
した。勉強会の後に回収したアンケートでも一定の満足が得られていることが確認でき、学部を超え
た人脈形成の一助となったと思われる。また、昨年度の反省を活かし、アンケートを会場で回収した
ことにより、より正確なフィードバックを得ることができた。

（ 2）学内におけるアクティブラーニングの醸成のためのイベント開催
招聘講師 1 名、学生 4 名・指導教員 2 名の協力を得て、2018年 1 月22日（月）に名古屋キャンパ
ス清明ホールで、中京大学FDシンポジウム「アクティブ・ラーニングとは何か－理論と実践から学
ぶ－」を実施した。 1 月下旬という時期の開催にも関わらず100名を越える参加者があったことで、開
催の意義について一定の評価ができる。また、本年度は外部招聘講師にアクティブラーニングの第一
人者を招聘し理論を発表いただき、そのうえで 2 組の事例発表を実施したことで理論と実践のバラン
スの取れた構成となった。シンポジウム後にアクティブラーニングに対する理解や今後の取組み意欲、
シンポジウムの継続についてアンケートを実施したが、全体的に良い結果を得ることができた。

（ 3）中京大学が提供できる高大連携事業のあり方
高大連携を活性化するために高校に配布するための本学の「教員リスト」を作成した。本リストに
は入試センターからの情報提供にもとづいて、高校生に対する模擬講義の経験が豊富な 7 学部 8 名の
教員を掲載することができた。今後は、入試センターの協力のもと、上記リストを志願者の多い高校
へ配布する予定である。

3 ．次年度以降の課題・申し送り事項
（ 1）学部を超えた勉強会を今後も継続して開催していきたい。特に、学部横断的に興味・関心を
もってもらえるテーマを都度設定し、年に 1 度程度は豊田キャンパスでの開催も検討していただきた
い。その際、（ⅰ）アナウンスにALBOを用いたが、見てもいない学生が多数存在した、（ⅱ）曜日・

②-1　2017年度能動的学修推進部会　全体報告
� 能動的学修推進部会長
� 坂田　隆文
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3．教育推進センターの2017年度の活動

時間帯によっては講義や部活等の関係で参加できない学生がおり、開催日の工夫が必要、（ⅲ）勉強会
後の学生間の交流を促す工夫があると一層良かったという今年度の反省点を活かした企画・運営が求
められる。
（ 2）FDシンポジウムを継続的・計画的・多角的に実施するために、全学的な教員の能動的な関わ
りが求められる。特に今年のシンポジウムは学生・教職員および外部関係者にオープンにしたにも関
わらず、参加者の割合において（定期試験前にも関わらず）学生が多く参加しているのに対し、教員
の参加が少なかった。次年度以降は、教員のより多い参加を促すための対応が必要である。
（ 3）上記「教員リスト」は対高校生講義の経験がある人を中心にリストを作成したため、学部に
よって偏りが生じた。今後、その範囲を拡大していくかどうかを検討するにあたり、リスト配布によ
る高校側の反応について確認・検証する必要がある。
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②-2　能動的学修推進部会　活動報告書
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3．教育推進センターの2017年度の活動

⑷　イベント・刊行物・ホームページ
①　イベント

1 ．FD・SD講演会　～教育現場における著作権～

大学における教育・研究活動や学生生活に焦点を当てて、著作
権を学び、考えるきっかけを提供することで、教育現場における
著作権を正しく理解し、著作権制度の知識や意識を醸成すること
を目的に実施した。

実施日：2017年 6 月30日

�

2 ．FDシンポジウム　～アクティブラーニングとは何か～

高等教育に関する動向の把握や本学におけるアクティブ・ラー
ニングのグッド・プラクティスについての情報共有を図り、各学
部、各授業における教育・学生指導の改善・充実を目的に実施し
た。

実施日：2018年 1 月22日

�

3 ．FDワークショップⅠ　～新任教員がアクティブラーニングを学ぶ～

アクティブラーニングに関する基礎知識を習得するだけでは
なく、実際にアクティブラーニングを取り入れた模擬講義の体
験、グループディスカッションやその後の振り返りを通じて、大
学での指導・教授法、クラス運営に関する基礎的スキルの定着を
目的に実施した。

実施日：2017年 4 月22日

�

4 ．FDワークショップⅡ　～ルーブリック評価～

専任教職員を対象として、ルーブリックの導入・活用に向けた
契機とするため、①ルーブリックの理解、②ルーブリックを活用
した課題評価、③ルーブリックの作成について、ワークショップ
形式で実施した。

実施日：2017年12月16日
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3．教育推進センターの2017年度の活動

②　刊行物

1 ．FD活動報告書（冊子・WEB掲載）

本学におけるFD活動を年度ごとにまとめた冊子です。

発行時期：該当年度の翌年度の 6 月頃
主な内容：当センター・委員会の組織構成、今年度の活動
　　　　　各学部・研究科のFD活動報告
　　　　　授業改善のためのアンケート結果データ　等

�

2 ．FD NEWS（冊子・WEB掲載）
本学が行うさまざまなFD活動について、学生や保
護者、教職員が情報共有することを目的として発行し
ている冊子です。

発行日：【第13号】 4 月 1 日
　　　　【第14号】11月 1 日

�

③　ホームページ
URL　https://www.chukyo-u.ac.jp/information/fd/
教育推進センターで行う取り組みやイベント、刊行物等について情報発信しています。

■項目　　
　　・更新情報・お知らせ
　　・センター長挨拶
　　・概要・規程
　　・活動・取り組み
　　・授業改善のためのアンケート
　　・刊行物
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①　イベント

1 ．FD・SD講演会

2 ．FDシンポジウム
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①　イベント

3 ．FDワークショップⅠ

4 ．FDワークショップⅡ
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②　刊行物

1 ．FD NEWS　No.13



For Doing our best!!
FDは大学のすべての者の《幸せ》のため

27

3．教育推進センターの2017年度の活動



For Doing our best!!
FDは大学のすべての者の《幸せ》のため

28

3．教育推進センターの2017年度の活動



For Doing our best!!
FDは大学のすべての者の《幸せ》のため

29

3．教育推進センターの2017年度の活動



For Doing our best!!
FDは大学のすべての者の《幸せ》のため

30

3．教育推進センターの2017年度の活動

②　刊行物

2 ．FD NEWS No.14
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⑸　学生FDスタッフ「SearCH」
①　SearCH
学生が教職員と連携しながら、主体的に授業改善などの“学び”について考え、全学的なFD活動に
貢献することを目的に活動する大学公認の組織です。名古屋と豊田の両キャンパスにそれぞれ団体を
置き、活動しています。「SearCH」とは、学生（Student）の声に耳（ear）を傾ける中京大学（Chukyo 
University）を目指すことから、その主要な文字を抽出して命名されました。

②　2017年度の体制
2017年度は、教育推進センターを中心に学生FDスタッフの活動をサポートしました。
SearCH名古屋：　11名
SearCH豊田：　 9 名

③　2017年度のねらい
・大学を構成する学生、教員、職員が協働し、学生の立場から教育・学修を考える。
・学生参加型FD活動を通して、スタッフの主体性・自立性を醸成する。

④　2017年度の主な活動
SearCH名古屋
○新規メンバー勧誘に向けた説明会の開催（年 2 回）
○七夕イベント（短冊を使用して在学生の大学に対する意見を集約）
○大学教育改革フォーラムin東海2018にてポスターセッション参加

SearCH豊田
○新規メンバーの勧誘活動
○在学生アンケート実施による学内生活環境改善提案
○スポーツ科学部の 1、 2 年を対象としたゼミ募集に係る事前説明会
○学生FDサミット2017夏への参加（金沢星稜大学）
○学生FDサミット2018春への参加（法政大学）



4．�各学部・研究科�
教育上の取り組み・目標シート

4
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4．各学部・研究科教育上の取り組み・目標シート

⑴　文学部・文学研究科
■

文
学

部
期
　
首

（
20
17
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

期
　
末

（
20
18
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

N
o.

①
取
り
組
み
・
目
標

②
新
規
／
継
続

③
内
容

④
結
果
（
エ
ビ
デ
ン
ス
含
む
）・
振
り
返
り

⑤
改
善
策
・
次
年
度
以
降
の
展
望
等

1

歴
史
文
化
学
科
「
古
文
書
読
解

入
門
」
で
の
読
解
力
獲
得
の
た

め
の
自
主
的
学
習

□
新
規

■
継
続

L（
20
14
）年
度

か
ら
の
継
続

史
料
読
解
力
育
成
の
た
め
、
1
年
次
か
ら
く
ず
し
字
で
書
か
れ
た
古
文
書

の
読
解
を
行
な
う
授
業
を
必
修
科
目
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。
目
標
は
、
文

書
読
解
能
力
を
身
に
つ
け
る
よ
う
に
し
、
自
ら
も
積
極
的
に
古
文
書
史
料
へ

の
関
心
を
高
め
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
①
毎
回
く
ず
し
字
の
古
文
書
を

全
員
に
読
ま
せ
、
宿
題
文
書
も
配
布
し
て
文
書
読
解
を
促
進
さ
せ
る
。
②
自

主
的
学
習
が
で
き
る
よ
う
に
、
テ
キ
ス
ト
以
外
の
自
主
教
材
史
料
の
配
布
。

③
古
文
書
室
所
蔵
の
史
料
に
ふ
れ
た
り
、
名
古
屋
市
博
物
館
所
蔵
文
書
の
見

学
を
行
な
っ
て
、
古
文
書
へ
の
関
心
を
高
め
る
。
以
上
の
取
り
組
み
を
行
な

う
。

授
業
で
は
、
①
～
④
の
取
り
組
み
を
実
施
し
、

一
程
度
の
効
果
を
上
げ
た
。
学
生
の
古
文
書
へ
の

関
心
を
高
め
た
も
の
の
、
個
人
差
も
あ
り
、
②
の

自
主
教
材
を
配
布
し
て
も
、「
自
ら
も
積
極
的
に
」

取
り
組
も
う
と
す
る
学
生
は
必
ず
し
も
多
い
と
は

い
え
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
試
験
問
題
が
や
さ

し
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
成
績
の
上
下
の
差

が
開
く
な
ど
の
結
果
と
な
っ
た
。

基
本
的
に
大
き
な
改
善
は
要
し
な
い
が
、
で
き

る
だ
け
個
人
の
力
量
を
つ
け
る
た
め
、
よ
り
丁
寧

な
指
導
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
来
年
度
は
T
A

を
配
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
生
一
人
ひ
と
り

へ
の
指
導
を
強
化
す
る
。

2

歴
史
文
化
学
科
「
踏
査
基
礎
演

習
Ⅰ
・
Ⅱ
」
で
の
実
証
的
・
体

験
型
学
習
の
取
り
組
み

□
新
規

■
継
続

L（
20
15
）年
度

か
ら
の
継
続

「
踏
査
基
礎
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
」
は
、
歴
史
文
化
学
科
の
2
年
生
の
必
修
科
目

で
、
専
任
教
員
全
員
で
同
じ
目
標
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の
授
業
の
目
標

は
、
特
定
の
地
域
を
対
象
と
し
て
学
生
自
身
グ
ル
ー
プ
で
踏
査
を
し
つ
つ
、

当
該
地
域
の
歴
史
文
化
に
関
す
る
情
報
を
集
め
て
論
理
的
考
察
に
基
づ
い

て
報
告
す
る
こ
と
に
あ
る
。
調
査
し
た
内
容
は
、
合
同
発
表
会
で
全
員
が
報

告
す
る
。
こ
の
授
業
で
、
文
献
調
査
能
力
・
計
画
能
力
・
現
地
調
査
能
力
・

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
身
に
つ
く
よ
う
に
す
る
。

踏
査
の
成
果
は
12
月
1・
8・
15
日
の
合
同
発
表

会
で
報
告
さ
れ
た
。
各
班
で
の
成
果
の
差
は
あ
る

が
、
全
班
十
分
な
報
告
で
、
文
献
調
査
能
力
・
計

画
能
力
・
現
地
調
査
能
力
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
能
力
が
身
に
つ
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、

授
業
が
Ⅰ
・
Ⅱ
で
分
か
れ
る
た
め
、
継
続
的
な
取

り
組
み
が
し
に
く
く
、
ま
た
学
生
も
中
だ
る
み
が

で
き
、取
り
組
み
が
散
漫
に
な
る
傾
向
に
あ
っ
た
。

基
本
的
に
大
き
く
改
善
す
る
必
要
は
な
い
。
し

か
し
、
今
ま
で
「
踏
査
基
礎
演
習
1
」
と
「
踏
査

基
礎
演
習
Ⅱ
」
で
分
か
れ
て
い
た
デ
メ
リ
ッ
ト
も

あ
り
、
来
年
度
か
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
正
に
よ
り
、

通
年
化
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
学
生
の
中
だ
る
み
状

況
が
回
避
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

3

日
本
文
学
科
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

改
定
に
よ
る
学
科
教
育
の
充

実
」

□
新
規

■
継
続

L（
20
16
）年
度

か
ら
の
継
続

日
本
文
学
科
で
は
、
卒
業
予
定
の
4
年
生
を
対
象
と
す
る
「
卒
業
時
自
己

成
長
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
20
16
年
度
に
実
施
し
た
。
そ
の
回
答
に
は
、
隣

接
学
科
で
あ
る
言
語
表
現
学
科
の
授
業
を
履
修
で
き
る
こ
と
を
好
意
的
に
評

価
す
る
意
見
が
複
数
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
を
受
け
、
言
語
表
現
学
科
で
予
定

し
て
い
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
定
に
合
わ
せ
、
同
学
科
と
相
談
・
調
整
の
上
、

日
本
文
学
科
で
も
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
定
を
行
う
。

20
16
年
度
に
議
論
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
定
を

20
18
年
度
か
ら
実
施
す
る
た
め
に
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
見
直
し
を
行
な
っ
た
。（
エ
ビ
デ
ン
ス
：
20
17

年
度
9
月
13
日
・
10
月
11
日
・
11
月
8
日
文
学
部

教
授
会
議
事
録
）

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直
し
を
行
っ
た
科
目
に
つ

い
て
、
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
通
じ
て
効
果

の
把
握
を
行
う
。

4

言
語
表
現
学
科
「
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
改
定
に
よ
る
学
科
教
育
の
充

実
」

□
新
規

■
継
続

L（
20
16
）年
度

か
ら
の
継
続

言
語
表
現
学
科
で
は
、
卒
業
予
定
の
4
年
生
を
対
象
と
す
る
「
卒
業
時
自

己
成
長
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
複
数
年
度
に
わ
た
り
実
施
し
た
。
そ
の
回
答

に
は
、「
学
科
で
の
学
習
内
容
が
多
岐
に
わ
た
り
、
学
科
で
の
学
び
が
総
括

し
づ
ら
い
」
と
い
う
意
見
が
複
数
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
を
受
け
、
言
語
表
現

学
科
で
は
、
20
17
年
度
に
学
習
内
容
の
主
軸
を
整
理
し
な
お
す
た
め
の
抜
本

的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
定
の
準
備
に
と
り
か
か
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
改
定

は
上
記
の
と
お
り
、
隣
接
す
る
日
本
文
学
科
と
相
談
・
調
整
の
上
、
行
う
予

定
で
あ
る
。

20
16
年
度
に
議
論
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
定
を

20
18
年
度
か
ら
実
施
す
る
た
め
に
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
新
設
・
変
更
等
を
行
な
っ
た
（
エ
ビ
デ
ン
ス
：

20
17
年
度
9
月
13
日
・
10
月
11
日
・
11
月
8
日
文

学
部
教
授
会
議
事
録
）。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直
し
を
行
っ
た
科
目
に
つ

い
て
、
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
通
じ
て
効
果

の
把
握
を
行
う
。
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■
文

学
研

究
科

期
　
首

（
20
17
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

期
　
末

（
20
18
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

N
o.

①
取
り
組
み
・
目
標

②
新
規
／
継
続

③
内
容

④
結
果
（
エ
ビ
デ
ン
ス
含
む
）・
振
り
返
り

⑤
改
善
策
・
次
年
度
以
降
の
展
望
等

1

歴
史
文
化
専
攻
の
設
置
準
備

□
新
規

■
継
続

L（
20
15
）年
度

か
ら
の
継
続

20
17
年
4
月
に
歴
史
文
化
専
攻
の
届
出
書
類
を
文
科
省
に
提
出
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
20
18
年
度
開
設
へ
の
大
き
な
山
は
越
し
た
と
い
っ
て
よ
い
が
、
な

お
入
試
や
学
則
改
正
、
履
修
届
と
時
間
割
の
作
成
、
便
覧
原
稿
の
作
成
、
英

文
科
目
名
称
な
ど
の
細
か
な
作
業
が
残
っ
て
い
る
。
瑕
疵
の
な
い
よ
う
念
入

り
に
準
備
し
、
新
専
攻
が
よ
い
ス
タ
ー
ト
が
き
れ
る
よ
う
努
め
る
。

慎
重
に
設
置
準
備
を
進
め
た
。
結
果
と
し
て
、

各
種
の
文
書
作
成
も
順
調
に
は
か
ど
り
、
専
修
免

許
の
教
職
課
程（
中
学
の
社
会
と
高
校
の
地
歴
）も

無
事
に
認
定
さ
れ
た
。
ま
た
入
学
予
定
者
は
、
二

回
の
入
試
を
お
こ
な
っ
た
結
果
、
3
名
（
う
ち
1

名
は
他
大
学
よ
り
）
が
合
格
と
な
り
、
定
員
（
3

名
）
を
充
足
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

教
育
研
究
に
努
め
て
魅
力
を
高
め
、
引
き
続
き

安
定
的
に
入
学
者
を
確
保
し
て
ゆ
く
。

2

授
業
担
当
教
員
の
補
充

□
新
規

■
継
続

L（
20
16
）年
度

か
ら
の
継
続

①
専
任
教
員
が
不
在
で
、
非
常
勤
講
師
等
に
委
嘱
し
て
い
る
科
目
が
あ

る
。
②
女
性
教
員
が
少
な
い
。
③
博
士
後
期
課
程
担
当
者
は
、
5
名
以
上
が

必
須
で
あ
る
。
現
在
は
6
名
い
る
も
の
の
、
内
2
名
が
20
17
年
度
で
定
年
を

迎
え
る
予
定
で
あ
る
。
─
─
以
上
の
3
点
に
つ
い
て
、教
員
を
適
切
に
配
し
、

補
充
す
る
よ
う
努
め
る
。

①
は
現
状
の
ま
ま
。
②
は
1
名
増
や
す
こ
と
が

で
き
た
。
③
は
2
名
が
退
職
し
、
1
名
を
補
充
し

て
（
20
17
年
度
第
1
回
及
び
第
2
回
文
学
研
究
科

博
士
後
期
課
程
委
員
会
議
事
録
4
月
12
日
、
5
月

17
日
）、
合
計
5
名
の
ギ
リ
ギ
リ
で
あ
る
。

①
は
教
員
の
定
員
を
増
加
さ
せ
な
い
限
り
、
抜

本
的
な
解
決
は
困
難
で
あ
る
。
③
は
次
年
度
に
あ

と
1
名
を
補
充
す
る
よ
う
に
し
た
い
。

3

授
業
内
容
等
の
改
善

■
新
規

□
継
続

L（
　
　
　
）年

度
か
ら
の
継
続

院
生
の
修
了
時
に
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
授
業
の
改
善
に
役

立
て
て
き
た
。
20
17
年
度
か
ら
は
こ
れ
に
加
え
、
院
生
と
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
実
施
し
て
授
業
へ
の
意
見
や
要
望
を
聴
き
と
る
こ
と
に
し
た
。
そ
こ
で
聴

き
と
っ
た
意
見
や
要
望
は
、
こ
の
FD
委
員
会
の
議
を
へ
て
文
学
研
究
科
委

員
会
に
も
報
告
し
て
、
授
業
の
改
善
に
役
立
て
て
ゆ
く
予
定
で
あ
る
。

予
定
ど
お
り
ア
ン
ケ
ー
ト（
20
18
年
2
月
実
施
）

と
院
生
と
の
面
談
（
20
17
年
7
月
実
施
）
を
実
施

し
て
、
有
益
な
意
見
や
要
望
を
聴
き
と
る
こ
と
が

で
き
た
。

引
き
続
き
実
行
し
、
授
業
の
改
善
に
役
立
て
て

ゆ
く
。

4

海
外
の
大
学
と
の
交
流

■
新
規

□
継
続

L（
　
　
）年
度

か
ら
の
継
続

本
学
と
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
大
学
と
の
学
術
協
力
交
流
協
定
に
と
も
な
い
、
文

学
研
究
科
所
属
の
教
員
も
こ
れ
に
積
極
的
に
参
画
し
て
い
る
。
20
17
年
3
月

に
は
2
名
の
教
員
が
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
大
学
を
訪
問
し
て
講
演
す
る
な
ど
、
学

術
交
流
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
ひ
き
つ
づ
き
交
流
を
深
め
て
ゆ

き
た
い
。

20
18
年
2
～
3
月
に
も
2
名
の
文
学
研
究
科
所

属
教
員
が
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
大
学
を
訪
問
し
て
、
講

演
し
て
き
た
。

引
き
続
き
交
流
を
深
め
て
ゆ
く
。

5

三
つ
の
方
針
の
改
定

■
新
規

□
継
続

L（
　
　
）年
度

か
ら
の
継
続

D
P、
CP
、
A
P
の
三
つ
の
方
針
は
す
で
に
定
め
て
お
り
、
そ
れ
に
の
っ

と
っ
て
教
育
研
究
活
動
を
実
践
し
て
き
て
い
る
。
た
だ
時
間
の
経
過
と
と
も

に
、
現
状
と
齟
齬
す
る
と
こ
ろ
も
発
生
し
て
き
て
い
る
。
そ
の
た
め
20
17
年

度
中
に
三
つ
の
方
針
を
見
直
し
、
よ
り
現
状
に
マ
ッ
チ
し
た
も
の
に
改
定
し

た
い
。

三
つ
の
方
針
に
つ
い
て
、
20
18
年
度
開
設
の
歴

史
文
化
専
攻
は
、
新
た
に
こ
れ
を
作
成
し
た
。
こ

れ
に
伴
い
、
既
存
の
日
本
文
学
・
日
本
語
文
化
専

攻
も
、
修
士
課
程
及
び
博
士
課
程
の
い
ず
れ
も
見

直
し
を
行
っ
て
、
現
状
に
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に
改

定
し
た
。

当
面
は
新
方
針
に
依
拠
し
て
運
営
し
て
ゆ
く
予

定
だ
が
、
現
状
に
そ
ぐ
わ
ぬ
点
が
発
生
す
れ
ば
、

躊
躇
な
く
見
直
し
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
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⑵　国際英語学部・国際英語学研究科
■

国
際

英
語

学
部

期
　
首

（
20
17
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

期
　
末

（
20
18
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

N
o.

①
取
り
組
み
・
目
標

②
新
規
／
継
続

③
内
容

④
結
果
（
エ
ビ
デ
ン
ス
含
む
）・
振
り
返
り

⑤
改
善
策
・
次
年
度
以
降
の
展
望
等

1

英
語
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
拡
充

と
強
化
（
国
際
英
語
キ
ャ
リ
ア

専
攻
）

□
新
規

■
継
続

L（
20
14
）年
度

か
ら
の
継
続

国
際
英
語
キ
ャ
リ
ア
専
攻
に
お
い
て
は
、
専
攻
が
志
向
す
る
社
会
的
実
践

能
力
育
成
の
一
環
と
し
て
、
実
務
翻
訳
者
育
成
を
掲
げ
、
そ
の
た
め
の
科
目

を
設
置
し
て
い
る
。
関
連
す
る
資
格
試
験
の
合
格
者
も
増
加
し
て
き
て
お

り
、
成
果
も
対
外
的
に
認
知
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
今
年
度
も
さ
ら
な
る
合
格
者

の
増
加
を
目
指
す
た
め
、
教
育
効
果
を
維
持
し
つ
つ
、
当
該
科
目
の
履
修
人

数
制
限
を
緩
和
す
る
な
ど
、
具
体
的
な
施
策
を
行
う
。

実
務
翻
訳
者
育
成
に
関
わ
る
科
目
「
ビ
ジ
ネ
ス

翻
訳
実
務
Ⅰ
・
Ⅱ
」、
「
翻
訳
と
It
Ⅰ
・
Ⅱ
」
に
は

多
数
の
履
修
登
録
が
あ
り
、
公
認
試
験
の
合
格
者

も
多
数
誕
生
し
た
。
就
職
活
動
に
際
し
、
資
格
と

し
て
履
歴
書
に
記
載
で
き
る
の
で
4
年
生
に
も
好

評
で
あ
っ
た
。

履
修
者
制
限
を
緩
和
し
た
た
め
、
一
部
に
意
欲

の
十
分
で
な
い
学
生
が
見
ら
れ
た
。
履
修
の
意
義

を
周
知
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
履
修
者
制
限
に
つ

い
て
は
柔
軟
に
判
断
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま

た
、
担
当
教
員
が
交
代
し
た
の
で
、
授
業
運
営
の

サ
ポ
ー
ト
を
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

2

海
外
研
修
の
拡
充
と
強
化
（
国

際
英
語
キ
ャ
リ
ア
専
攻
）

■
新
規

□
継
続

L（
　
　
）年
度

か
ら
の
継
続

国
際
英
語
キ
ャ
リ
ア
専
攻
は
在
学
中
に
2
回
の
海
外
研
修
を
必
修
と
し
、

そ
の
た
め
独
自
に
海
外
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
る
が
、
20
17
年
度

は
、
従
来
の
海
外
研
修
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
不
開
講
と
な
っ
て
い
た

ハ
ワ
イ
研
修
を
内
容
も
一
新
し
て
復
活
さ
せ
る
。
こ
れ
と「
ツ
ー
リ
ズ
ム
論
」

な
ど
の
関
連
科
目
と
の
連
携
を
深
化
さ
せ
、
海
外
研
修
の
効
果
の
強
化
を
図

る
。

必
修
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
研
修
は
例
年
通
り
開
催

さ
れ
、
大
変
好
評
の
う
ち
に
終
了
し
た
。
専
攻
が

主
催
す
る
従
来
の
海
外
研
修
は
ほ
ぼ
例
年
通
り
の

人
数
で
開
催
さ
れ
た
が
、
ハ
ワ
イ
研
修
は
履
修
者

数
が
最
低
催
行
人
数
に
届
か
ず
、
不
開
講
と
な
っ

た
。
セ
メ
ス
タ
ー
留
学
へ
の
参
加
者
は
大
幅
に
増

加
し
た
。
ツ
ー
リ
ズ
ム
関
連
の
就
職
を
果
た
す
学

生
も
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
た
。

ハ
ワ
イ
研
修
に
つ
い
て
は
、
そ
の
意
義
や
特
色

に
つ
い
て
さ
ら
に
周
知
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
セ

メ
ス
タ
ー
留
学
は
今
後
も
多
く
の
参
加
者
が
予
想

さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
希
望
す
る
者
が
全
員

参
加
で
き
る
よ
う
、
英
語
力
向
上
を
含
め
た
指
導

を
徹
底
し
た
い
。

3

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
レ
ビ
ュ
ー
に

基
づ
く
語
学
関
連
科
目
の
拡

充
（
英
語
圏
文
化
専
攻
）

□
新
規

■
継
続

L（
20
14
）年
度

か
ら
の
継
続

英
語
圏
文
化
専
攻
で
は
、
国
際
化
に
即
し
た
多
様
で
有
能
な
人
材
を
輩
出

す
べ
く
、
専
門
科
目
の
内
容
充
実
を
目
指
し
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
レ
ビ
ュ
ー

と
そ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
継
続
す
る
。
具
体
的
に
は
、
毎
年
度
末
に
専

任
・
非
常
勤
教
員
が
合
同
で
そ
の
年
度
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
運
営
に
つ
い
て
の

検
討
会
を
実
施
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
特
に
語
学
関
連
科
目
の
内
容
を
充
実

さ
せ
る
べ
く
、
適
宜
科
目
内
容
や
指
導
方
法
等
を
改
善
す
る
。

20
17
年
度
も
例
年
通
り
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
レ

ビ
ュ
ー
を
20
18
年
1
月
27
日
に
実
施
し
、
現
行
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直
し
、
学
生
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト

と
成
績
評
価
の
平
準
化
、
教
育
設
備
・
施
設
に
関

す
る
情
報
共
有
、
及
び
新
年
度
科
目
へ
の
申
し
送

り
事
項
等
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
っ
た
。
な

お
、
エ
ビ
デ
ン
ス
と
し
て
議
事
録
を
提
出
す
る
。

シ
ス
テ
ム
と
し
て
改
善
す
べ
き
点
は
な
い
が
、

次
年
度
へ
の
申
し
送
り
事
項
と
し
て
、
学
部
固
有

施
設
の
機
器
更
新
や
、
個
人
情
報
保
護
等
に
つ
い

て
の
申
し
合
わ
せ
確
認
を
行
う
等
の
情
報
共
有
の

重
要
な
機
会
で
あ
る
た
め
、
継
続
し
て
実
施
す
る
。

4

海
外
留
学
推
進
の
た
め
の
特
別

ク
ラ
ス
編
成
（
英
語
圏
文
化
専

攻
）

■
新
規

□
継
続

L（
　
　
）年
度

か
ら
の
継
続

英
語
圏
文
化
専
攻
で
は
、
20
17
年
度
1
年
生
か
ら
新
た
に
語
学
試
験
対
策

班
編
成
を
実
施
し
、
各
種
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
支
援
す

る
。
具
体
的
に
は
、
T
O
EF
L
及
び
IE
LT
S
の
受
験
準
備
を
念
頭
に
置
い

て
、
海
外
交
換
留
学
希
望
者
を
中
心
と
し
た
選
抜
学
生
群
に
対
し
て
、
語
学

資
格
試
験
対
策
、
及
び
海
外
で
の
学
術
科
目
履
修
に
特
化
し
た
事
前
指
導
を

進
め
る
。

20
17
年
度
よ
り
新
た
に
海
外
交
換
留
学
候
補
生

を
育
成
す
る
た
め
に
実
施
し
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
る

が
、
今
年
度
か
ら
選
抜
基
準
が
難
化
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
本
専
攻
か
ら
選
抜
さ
れ
た
派
遣
候
補

生
が
有
意
に
増
加
し
た
。
一
定
の
効
果
が
あ
る
取

り
組
み
で
あ
る
と
確
認
で
き
た
。

学
生
の
指
導
体
制
と
し
て
有
益
か
つ
効
果
的
な

シ
ス
テ
ム
変
更
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
た
め
、

20
18
年
度
も
継
続
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
よ

り
効
率
的
な
学
修
効
果
を
目
指
し
て
新
た
に
学
部

で
自
習
用
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
更
新
購
入
を
実
施
す

る
。

5

国
際
系
・
ビ
ジ
ネ
ス
系
科
目
運

営
の
拡
充
（
国
際
学
専
攻
）

□
新
規

■
継
続

L（
20
14
）年
度

か
ら
の
継
続

国
際
学
専
攻
で
は
、
国
際
系
科
目
や
ビ
ジ
ネ
ス
系
科
目
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

上
の
位
置
づ
け
は
現
状
維
持
し
つ
つ
、
よ
り
効
果
的
な
教
育
方
法
を
模
索
し

て
ゆ
く
こ
と
を
確
認
す
る
。

昨
年
度
も
本
年
度
も
国
際
系
・
ビ
ジ
ネ
ス
系
の

講
義
は
履
修
者
が
多
く
、
3
年
4
年
ゼ
ミ
に
も
希

望
者
が
多
か
っ
た
。
次
年
度
に
は
国
際
系
専
門
の

新
任
教
員
を
採
用
し
て
国
際
系
科
目
数
も
増
や

し
、
ビ
ジ
ネ
ス
系
科
目
の
必
修
化
も
行
う
。

国
際
系
科
目
も
ビ
ジ
ネ
ス
系
科
目
も
う
ま
く
機

能
し
て
い
る
の
で
特
に
改
善
点
は
な
い

6

英
語
科
目
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
運
営

の
拡
充
と
他
科
目
と
の
連
携

推
進
（
国
際
学
専
攻
）

■
新
規

□
継
続

L（
　
　
）年
度

か
ら
の
継
続

国
際
学
専
攻
の
英
語
科
目
に
つ
い
て
は
、
必
修
科
目
を
増
や
す
こ
と
で
少

人
数
科
目
解
消
、
低
位
層
の
底
上
げ
を
、
英
語
科
目
だ
け
で
な
く
国
際
系
科

目
と
ビ
ジ
ネ
ス
系
科
目
で
も
連
携
し
て
行
う
。

来
年
度
か
ら
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
改
訂
し
、
英

語
科
目
の
必
修
科
目
を
大
幅
に
増
や
す
。
本
年
度

ま
で
問
題
で
あ
っ
た
少
人
数
科
目
は
ほ
ぼ
確
実
に

解
消
で
き
る
。

低
位
層
の
引
き
上
げ
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
訂
よ

り
も
、
専
攻
と
し
て
問
題
把
握
し
、
組
織
的
に
支

援
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
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■
国

際
英

語
学

研
究

科
期
　
首

（
20
17
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

期
　
末

（
20
18
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

N
o.

①
取
り
組
み
・
目
標

②
新
規
／
継
続

③
内
容

④
結
果
（
エ
ビ
デ
ン
ス
含
む
）・
振
り
返
り

⑤
改
善
策
・
次
年
度
以
降
の
展
望
等

1

受
験
生
に
対
す
る
訴
求
力
あ
る

学
生
募
集
活
動
（
国
際
英
語
学

研
究
科
）

□
新
規

■
継
続

L（
20
16
）年
度

か
ら
の
継
続

国
際
英
語
学
研
究
科
全
体
の
問
題
で
あ
る
、
受
験
生
の
不
在
を
解
消
す
る

た
め
、
受
験
生
に
対
す
る
訴
求
力
の
あ
る
学
生
募
集
活
動
を
継
続
す
る
。
具

体
的
に
は
、
内
部
学
部
生
に
対
す
る
進
学
奨
励
制
度
の
周
知
徹
底
を
図
り
、

ま
た
内
外
部
か
ら
の
受
験
生
に
対
し
て
は
研
究
科
H
P
や
進
学
説
明
会
を
開

催
す
る
こ
と
で
、
本
研
究
科
の
存
在
と
意
義
を
広
報
す
る
。

内
部
進
学
推
奨
の
た
め
、
大
学
院
入
試
ガ
イ
ダ

ン
ス
（
進
学
奨
励
学
生
含
む
）
を
計
4
回
開
催

し
、
大
学
院
広
報
に
努
め
た
。
ま
た
、
4
月
か
ら

5
月
に
か
け
て
研
究
科
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
大
幅

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
広
報
メ
ニ
ュ
ー
を
追
加
刷

新
し
た
。
そ
の
結
果
、
前
期
入
試
・
後
期
入
試
で

英
米
文
化
学
専
攻
に
そ
れ
ぞ
れ
1
名
の
受
験
者
が

あ
り
、
両
名
が
合
格
し
た
。
内
1
名
は
20
18
年
度

入
学
し
た
。

新
規
に
入
学
生
を
得
た
の
は
大
き
な
成
果
で

あ
っ
た
が
、
依
然
と
し
て
定
員
を
割
り
込
ん
で
い

る
状
況
で
あ
る
た
め
、
両
専
攻
と
も
よ
り
積
極
的

に
学
内
外
の
広
報
を
行
う
と
と
も
に
、
入
試
案
内

ポ
ス
タ
ー
の
作
製
・
配
布
等
も
実
施
し
た
い
。

2

中
学
校
及
び
高
等
学
校
の
現

職
英
語
教
員
対
象
の
リ
カ
レ
ン

ト
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
見
直
し

（
国
際
英
語
学
専
攻
）

■
新
規

□
継
続

L（
　
　
）年
度

か
ら
の
継
続

国
際
英
語
学
専
攻
で
は
、
中
学
校
及
び
高
等
学
校
の
現
職
英
語
教
員
対
象

の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
直
し
、
既
に
廃
止
し
た
夜
間
教
育
に

代
わ
る
新
た
な
目
的
別
履
修
モ
デ
ル
を
作
成
し
て
、
現
職
教
員
が
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
を
図
る
目
的
で
入
進
学
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

20
17
年
度
に
現
職
英
語
教
員
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
廃

止
し
た
。
昼
夜
開
講
制
の
可
能
性
お
よ
び
目
的
別

履
修
モ
デ
ル
作
成
は
20
18
年
度
も
引
き
続
き
検
討

す
る
。

こ
こ
10
年
以
上
現
職
教
員
の
入
学
は
な
い
が
、

過
去
に
も
有
職
者
の
入
学
が
あ
り
、
研
究
科
担
当

教
員
も
学
部
教
育
で
多
忙
で
あ
る
た
め
、
入
学
生

に
よ
っ
て
は
時
間
割
を
柔
軟
に
運
用
す
る
こ
と
も

検
討
し
て
い
き
た
い
。

3

履
修
モ
デ
ル
に
基
づ
く
キ
ャ
リ

ア
パ
ス
や
教
育
内
容
の
明
確
化

と
広
報
（
英
米
文
化
学
専
攻
）

■
新
規

□
継
続

L（
　
　
）年
度

か
ら
の
継
続

英
米
文
化
学
専
攻
で
は
、
新
た
に
修
了
後
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
に
つ
い
て
、

高
度
専
門
職
業
人
、
大
学
院
博
士
課
程
進
学
も
し
く
は
海
外
大
学
院
留
学
を

そ
れ
ぞ
れ
前
提
と
し
た
新
た
な
履
修
モ
デ
ル
を
作
成
し
て
、
キ
ャ
リ
ア
パ
ス

の
明
確
化
や
教
育
内
容
の
透
明
化
を
推
進
す
る
と
共
に
、
大
学
院
教
育
の
実

績
に
関
す
る
広
報
活
動
を
さ
ら
に
徹
底
す
る
。

新
た
な
履
修
モ
デ
ル
の
作
成
を
進
め
た
が
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
の
遅
れ
の
た
め
に
、
具
体
的
な

モ
デ
ル
の
提
示
（
便
覧
へ
の
掲
載
や
配
布
物
の
作

成
）
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

20
18
年
度
は
、
新
た
な
履
修
モ
デ
ル
作
成
を
前

提
と
し
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
を
進
め
る
と
と
も

に
、
修
了
生
の
進
路
調
査
を
再
度
行
っ
て
具
体
的

な
進
路
分
析
を
行
う
予
定
で
あ
る
。



For Doing our best!!
FDは大学のすべての者の《幸せ》のため

40

4．各学部・研究科教育上の取り組み・目標シート

⑶　国際教養学部
■

国
際

教
養

学
部

期
　
首

（
20
17
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

期
　
末

（
20
18
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

N
o.

①
取
り
組
み
・
目
標

②
新
規
／
継
続

③
内
容

④
結
果
（
エ
ビ
デ
ン
ス
含
む
）・
振
り
返
り

⑤
改
善
策
・
次
年
度
以
降
の
展
望
等

1

演
習
の
改
革

□
新
規

■
継
続

L（
20
16
）年
度

か
ら
の
継
続

学
部
固
有
科
目
の
演
習
（
I～
V
I）
の
受
講
者
数
が
過
大
で
あ
る
と
日
常

的
な
指
導
に
も
卒
業
研
究
（
卒
論
）
の
指
導
に
も
困
難
が
生
ず
る
。
そ
の
一

方
演
習
1
ク
ラ
ス
の
受
講
上
限
人
数
を
減
ら
せ
ば
全
体
の
ク
ラ
ス
数
が
不
足

す
る
可
能
性
が
生
ず
る
。
こ
の
点
を
解
決
す
べ
く
、
受
講
者
数
上
限
の
引
き

下
げ
と
、
そ
れ
に
伴
う
ク
ラ
ス
数
の
確
保
を
20
16
年
度
に
募
集
す
る
演
習
か

ら
実
施
し
、
ま
た
言
語
文
化
系
演
習
に
お
い
て
履
修
言
語
の
指
定
の
有
無
を

担
当
者
に
よ
り
選
択
で
き
る
こ
と
と
し
た
。
本
年
度
は
こ
の
体
制
に
よ
る
演

習
が
支
障
な
く
運
営
で
き
る
よ
う
、
日
常
的
に
問
題
を
洗
い
出
し
、
さ
ら
な

る
改
革
を
検
討
す
る
。

20
17
年
度
の
演
習
Ⅰ
お
よ
び
Ⅱ
は
12
ク
ラ
ス
開

講
し
て
お
り
、
11
ク
ラ
ス
の
頃
に
比
べ
て
改
善
さ

れ
た
。
ま
た
演
習
1
ク
ラ
ス
の
定
員
を
18
名
か
ら

14
名
に
減
ら
し
て
お
り
、
こ
の
点
で
も
よ
り
細
や

か
な
指
導
が
可
能
と
な
っ
た
（
学
部
固
有
科
目
運

営
委
員
会
議
事
録
）。
入
学
者
実
数
を
定
員
に
近

く
す
る
努
力
の
結
果
も
あ
り
、
各
演
習
の
受
講
者

数
は
今
後
安
定
に
向
か
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

受
講
者
数
以
外
に
も
、
受
講
者
の
様
々
な
卒
論

テ
ー
マ
に
よ
り
細
か
く
対
応
で
き
る
教
員
の
布
陣

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
留
学
修
了
後
帰

国
し
た
学
生
が
所
属
す
る
演
習
に
つ
い
て
も
、
卒

論
テ
ー
マ
と
教
員
の
専
門
分
野
と
に
配
慮
し
つ

つ
、
細
や
か
な
対
応
が
必
要
と
な
ろ
う
。

2

英
語
科
目
の
充
実

□
新
規

■
継
続

L（
20
16
）年
度

か
ら
の
継
続

学
生
の
英
語
運
用
能
力
を
よ
り
高
め
、
学
生
の
満
足
度
も
高
め
る
た
め
、

英
語
科
目
の
今
後
の
あ
り
方
を
検
討
中
で
あ
る
。
特
に
、
英
語
の
科
目
数
が

十
分
で
な
い
と
感
じ
る
声
も
あ
り
、
今
後
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
在
り
方
を
学

部
改
組
と
並
行
し
て
検
討
す
る
。
T
O
EI
C
受
験
の
促
進
も
含
め
て
継
続
し

て
検
討
す
る
。

T
O
EI
C
の
受
験
者
は
近
年
横
這
い
傾
向
に
あ

る
。
具
体
的
対
策
に
つ
い
て
は
、
関
係
す
る
委
員

会
や
系
列
で
検
討
し
た
が
、
具
体
的
対
策
は
見
い

だ
さ
れ
て
い
な
い
。
教
授
会
に
お
い
て
も
意
見
交

換
を
行
い
、
昨
年
度
の
申
し
送
り
事
項
を
次
年
度

に
向
け
て
再
度
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
（
教
授
会

議
事
録
）。

（
1
）
T
O
EI
C
受
験
者
増
加
を
目
指
し
、
授
業

や
演
習
の
教
員
を
中
心
に
指
導
を
行
う
。（
2
）
1

年
次
か
ら
4
年
次
ま
で
の
ス
コ
ア
の
推
移
を
把
握

で
き
る
シ
ス
テ
ム
構
築
を
検
討
す
る
。（
3
）
学
部

固
有
科
目
運
営
委
員
会
と
英
語
科
目
担
当
教
員
と

の
間
の
連
携
や
情
報
共
有
を
図
る
。

3

国
際
教
養
学
部
に
お
け
る
留
学

費
用
支
援

□
新
規

■
継
続

L（
20
16
）年
度

か
ら
の
継
続

海
外
課
題
研
究
に
参
加
す
る
学
生
に
対
し
て
、
参
加
年
度
秋
学
期
の
学
費

を
減
免
す
る
と
い
う
支
援
を
現
在
行
っ
て
い
る
。
留
学
へ
の
意
欲
を
高
め
、

学
習
環
境
を
保
持
す
る
た
め
、
現
地
校
と
の
連
絡
を
と
り
状
況
を
把
握
し
な

が
ら
、
こ
の
制
度
が
有
効
に
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
学
習
・
生
活

上
の
問
題
が
あ
れ
ば
直
ち
に
対
応
す
る
体
制
を
常
に
保
つ
。

大
学
側
の
理
解
に
よ
り
学
費
免
除
の
制
度
は
継

続
し
て
い
る
。
新
設
し
た
「
海
外
課
題
研
究
事
前

指
導
」
科
目
は
比
較
的
有
効
に
機
能
し
て
お
り
、

学
生
か
ら
の
評
価
も
得
て
い
る
。
現
地
校
と
の
連

絡
体
制
も
従
来
同
様
に
行
う
。

現
在
有
効
に
機
能
し
て
い
る
事
項
は
継
続
し
、

さ
ら
に
向
上
を
図
る
。

4

海
外
の
大
学
と
の
提
携

□
新
規

■
継
続

L（
20
15
）年
度

か
ら
の
継
続

本
学
部
と
蘇
州
大
学
間
の
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー
制
度
に
つ
い
て
、
双
方
で

覚
え
書
き
を
交
わ
し
つ
つ
履
修
要
項
／
出
願
要
項
の
策
定
案
が
基
本
的
に

確
定
す
る
に
至
っ
た
。
本
年
度
は
い
よ
い
よ
学
生
に
対
す
る
第
1
回
説
明
会

を
実
施
し
、
20
19
年
度
か
ら
の
実
施
を
目
指
し
て
の
学
生
募
集
、
諸
制
度
の

整
備
・
充
実
、
蘇
州
大
学
と
の
密
接
な
連
携
な
ど
を
着
実
に
進
め
る
。

蘇
州
大
学
よ
り
本
制
度
の
最
初
の
留
学
生
を
受

け
入
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
四
月
当
初
は
教
務
課

の
協
力
の
も
と
、
教
務
面
・
生
活
面
に
わ
た
る
支

援
を
行
っ
た
。
本
制
度
を
利
用
し
て
蘇
州
に
留
学

を
希
望
す
る
本
学
の
学
生
も
現
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

四
月
当
初
は
蘇
州
よ
り
の
学
生
に
対
し
、
教
務

課
の
協
力
の
も
と
教
務
・
生
活
面
で
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
中
国
語
教
員
を
中
心
に

き
め
細
か
い
支
援
を
行
う
。
蘇
州
へ
留
学
す
る
本

学
部
学
生
を
募
集
す
る
た
め
に
、
説
明
会
を
実
施

し
、
個
別
の
説
明
や
指
導
を
行
う
。

5

学
年
間
の
学
生
交
流
の
推
進

□
新
規

■
継
続

L（
20
14
）年
度

か
ら
の
継
続

従
来
か
ら
、
学
生
の
学
生
間
の
交
流
が
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
い
と
い
う

指
摘
が
な
さ
れ
て
い
た
。
特
に
同
一
言
語
の
履
修
者
、
同
一
分
野
の
演
習
履

修
者
の
、
学
年
を
超
え
た
交
流
が
ま
だ
十
分
と
は
言
え
な
い
。
交
流
の
場
を

ど
の
よ
う
に
設
け
る
か
と
い
う
こ
と
を
基
本
に
検
討
中
が
必
要
で
あ
る
。

一
部
の
ゼ
ミ
で
は
学
年
を
越
え
た
合
同
合
宿
や

見
学
、
合
同
の
卒
業
論
文
発
表
会
等
を
実
施
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
活
動
の
運
営
を
今
後
整
備
す
べ

く
、
学
部
固
有
科
目
運
営
委
員
会
や
教
授
会
で
意

見
交
換
を
行
っ
た
（
そ
れ
ぞ
れ
議
事
録
参
照
）。

学
年
を
越
え
た
学
生
交
流
に
つ
い
て
は
、
左
に

触
れ
た
合
宿
・
見
学
・
卒
論
発
表
会
等
を
今
後
も

続
け
る
と
と
も
に
、
選
択
言
語
別
で
学
生
が
集
え

る
場
を
、
例
え
ば
昼
休
み
の
昼
食
会
の
よ
う
な
形

で
行
う
よ
う
、
検
討
中
で
あ
る
。

6

教
育
研
究
推
進
に
関
す
る
取

り
組
み

□
新
規

■
継
続

L（
20
16
）年
度

か
ら
の
継
続

毎
年
開
催
し
て
い
る
学
生
向
け
講
演
会
は
概
ね
好
評
を
得
て
い
る
。
本
年

度
も
テ
ー
マ
を
決
め
て
講
師
を
依
頼
中
で
あ
る
。
ま
た
教
学
上
の
経
験
を
お

互
い
に
共
有
し
て
今
後
に
活
か
す
た
め
の
経
験
交
流
会
を
、
全
学
の
教
職
員

に
向
け
て
毎
年
開
催
し
て
い
る
。
本
年
度
も
テ
ー
マ
を
決
め
、
学
内
に
広
く

発
表
者
を
募
集
し
て
実
施
す
る
。
例
年
卒
業
時
に
行
っ
て
い
る
学
部
独
自
の

ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
卒
論
提
出
時
・
演
習
の
最
終
回
授
業
・
卒
業
式
に

回
収
を
行
っ
て
い
る
が
、
回
収
率
を
よ
り
高
め
る
た
め
に
、
特
に
卒
論
提
出

時
に
効
率
よ
く
回
収
で
き
る
よ
う
周
知
徹
底
を
図
る
。

学
生
向
け
講
演
会
、
経
験
交
流
会
と
も
に
20
17

年
度
は
好
評
の
う
ち
に
修
了
し
た
。
ま
た
卒
業
時

ア
ン
ケ
ー
ト
も
、
卒
論
提
出
と
併
せ
て
提
出
す
る

よ
う
定
め
た
た
め
、
回
収
率
は
概
ね
良
好
で
あ
っ

た
（
関
係
委
員
会
議
事
録
・
教
授
会
議
事
録
）。

学
生
向
け
講
演
会
・
経
験
交
流
会
・
卒
業
時
ア

ン
ケ
ー
ト
と
も
に
新
年
度
の
企
画
を
検
討
中
で
あ

る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
分
析
結
果
は
学
部
固
有
科
目

運
営
委
員
会
と
教
授
会
を
通
じ
て
学
部
教
員
が
共

有
し
、
活
用
を
図
る
。
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4．各学部・研究科教育上の取り組み・目標シート

⑷　心理学部・心理学研究科
■

心
理

学
部

期
　
首

（
20
17
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

期
　
末

（
20
18
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

N
o.

①
取
り
組
み
・
目
標

②
新
規
／
継
続

③
内
容

④
結
果
（
エ
ビ
デ
ン
ス
含
む
）・
振
り
返
り

⑤
改
善
策
・
次
年
度
以
降
の
展
望
等

1

D
P、
CP
、
A
P
の
安
定
的
な
達

成
に
向
け
て
の
基
盤
作
り

□
新
規

■
継
続

L（
20
16
）年
度

か
ら
の
継
続

心
理
学
部
で
は
昨
年
度
に
D
P、
CP
、
A
P
の
大
幅
な
見
直
し
を
実
施
し

た
（
20
16
年
度
教
育
目
標
2
．
学
部
と
し
て
の
教
育
方
針
の
検
討
）。
こ
れ

ら
に
基
づ
く
教
育
は
今
年
度
が
最
初
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
学
部
と
し
て
だ

け
で
は
な
く
各
教
員
に
よ
る
教
育
に
も
反
映
さ
れ
る
よ
う
内
容
に
つ
い
て
の

理
解
を
促
し
て
安
定
的
な
達
成
に
向
け
て
の
基
盤
を
作
る
。

左
記
の
見
直
さ
れ
た
D
P、
CP
、
A
P
を
、
教
授

会
で
各
教
員
に
周
知
し
達
成
を
喚
起
し
た
。
そ
の

作
業
過
程
の
結
果
、
公
認
心
理
師
関
連
の
た
め
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
正
に
応
じ
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

ポ
リ
シ
ー
の
改
正
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
、
今
期

中
に
改
正
し
た
。

〈
根
拠
資
料
〉

・
①
教
授
会
資
料

以
下
の
点
を
引
き
続
き
検
討
す
る
。

・
�D
P、
CP
、
A
P
に
つ
い
て
各
教
員
に
実
態
と
の

乖
離
が
な
い
か
検
討
を
う
な
が
し
、
理
解
と
安

定
的
達
成
に
つ
な
げ
る
。

2

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
に
向
け
た

具
体
的
検
討

□
新
規

■
継
続

L（
20
16
）年
度

か
ら
の
継
続

20
15
年
度
に
国
会
で
承
認
さ
れ
た「
公
認
心
理
師
」へ
の
対
応
に
向
け
て
、

昨
年
度
は
予
備
的
検
討
と
し
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
現
行
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
整
理
し
た
（
20
16
年
度
教
育
目
標
3
．
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改

革
に
向
け
た
予
備
的
検
討
）。
今
年
度
は
受
験
資
格
に
必
要
な
科
目
が
明
ら

か
に
な
っ
た
た
め
、
具
体
的
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
見
直
す
た
め
の
検
討
に
着

手
す
る
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
正
を
行
な
っ
た
。
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
マ
ッ
プ
を
改
正
し
た
。

〈
根
拠
資
料
〉

・
②
教
授
会
資
料
-1

・
②
教
授
会
資
料
-2

今
年
度
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
は
実
現
し
た
。

目
標
は
達
成
し
た
。

3

卒
業
研
究
支
援
体
制
の
拡
充

■
新
規

□
継
続

L（
　
　
）年
度

か
ら
の
継
続

心
理
学
は
学
生
だ
け
で
実
施
す
る
の
が
困
難
な
研
究
テ
ー
マ
も
あ
る
。
し

か
し
、
卒
業
研
究
に
お
い
て
そ
の
よ
う
な
テ
ー
マ
を
希
望
す
る
学
生
も
毎
年

お
り
、
ゼ
ミ
だ
け
で
そ
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
学
部
全
体
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
卒
業
研
究
を
支
援
で
き
る
体
制

を
拡
充
す
る
。

ゼ
ミ
横
断
的
に
研
究
支
援
制
度
（
卒
業
研
究
用

心
理
調
査
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
を
策
定
し
て
、
運
用
し

た
。
こ
の
支
援
制
度
を
利
用
し
た
卒
業
研
究
が
今

年
度
初
め
て
提
出
さ
れ
た
。

〈
根
拠
資
料
〉

③
�卒
業
研
究
用
心
理
調
査
プ
ロ
グ
ラ
ム
説
明

会
、
資
料

以
下
の
点
を
引
き
続
き
検
討
す
る
。

・
�研
究
支
援
制
度
を
継
続
し
て
、
そ
の
有
用
性
に

つ
い
て
検
証
す
る
。

4

自
習
環
境
の
整
備

■
新
規

□
継
続

L（
　
　
）年
度

か
ら
の
継
続

心
理
学
部
で
は
、
最
新
の
学
術
雑
誌
が
配
架
さ
れ
て
い
る
資
料
室
や
パ
ソ

コ
ン
で
解
析
や
レ
ポ
ー
ト
の
執
筆
が
で
き
る
資
料
解
析
室
等
の
自
習
環
境
を

整
備
し
て
き
た
。
た
と
え
ば
学
生
が
使
い
や
す
い
場
所
に
部
屋
を
移
動
す
る

等
の
取
り
組
み
を
し
て
き
た
が
、
ま
だ
整
備
の
余
地
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、

さ
ら
に
使
い
や
す
く
初
年
次
に
も
入
り
や
す
く
す
る
た
め
の
工
夫
を
す
る
。

資
料
室
と
資
料
解
析
室
の
所
在
と
利
用
法
を
、

心
理
学
部
事
務
室
前
の
モ
ニ
タ
ー
で
ビ
デ
オ
映
像

を
使
い
学
部
生
に
む
け
て
広
報
し
た
。
学
部
生
に

有
用
な
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
資
料
等
を
配
架
し
た
。

〈
根
拠
資
料
〉

④
広
報
ビ
デ
オ
写
真

以
下
の
点
を
引
き
続
き
検
討
す
る
。

引
き
続
き
利
用
率
の
向
上
を
目
指
し
て
、
広
報

お
よ
び
整
備
の
充
実
を
は
か
る
。
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4．各学部・研究科教育上の取り組み・目標シート

■
心

理
学

研
究

科
期
　
首

（
20
17
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

期
　
末

（
20
18
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

N
o.

①
取
り
組
み
・
目
標

②
新
規
／
継
続

③
内
容

④
結
果
（
エ
ビ
デ
ン
ス
含
む
）・
振
り
返
り

⑤
改
善
策
・
次
年
度
以
降
の
展
望
等

1

教
育
方
針
及
び
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

改
革
に
向
け
た
検
討

□
新
規

■
継
続

L（
20
16
）年
度

か
ら
の
継
続

新
設
さ
れ
る
国
家
資
格
「
公
認
心
理
師
」
に
つ
い
て
受
験
資
格
に
必
要
な

科
目
等
が
昨
年
度
末
ま
で
明
ら
か
に
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
昨
年
度

は
研
究
科
と
し
て
も
教
育
方
針
及
び
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直
し
に
着
手
で
き

な
か
っ
た
（
20
16
年
度
教
育
目
標
1
．
研
究
科
と
し
て
の
教
育
方
針
の
検

討
）。
今
年
度
は
科
目
の
要
件
も
明
ら
か
に
な
っ
た
た
め
受
験
資
格
を
踏
ま

え
た
見
直
し
の
検
討
に
入
る
。

20
17
年
度
に
入
り
、
文
科
省
・
厚
労
省
か
ら
公

認
心
理
師
受
験
資
格
に
関
す
る
具
体
的
な
必
要
科

目
が
公
表
さ
れ
た
た
め
、
急
き
ょ
、
そ
れ
に
対
応

し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
定
を
実
施
し
た
。
ま
た
、

既
修
了
生
に
関
し
て
科
目
の
読
み
替
え
に
よ
っ
て

受
験
資
格
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
要
件
の
確
認
を

行
い
、
大
学
H
P
な
ど
を
通
じ
て
公
表
し
た
。
添

付
フ
ァ
イ
ル
：
心
理
学
研
究
科
内
規

今
後
、
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
円
滑
な
運
用
が
で

き
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
。

2

授
業
に
よ
る
効
果
に
関
す
る
検

証
方
法
の
検
討

□
新
規

■
継
続

L（
20
16
）年
度

か
ら
の
継
続

昨
年
度
も
同
じ
目
標
を
掲
げ
て
い
た
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
に
伴
う
匿
名

性
の
確
保
等
の
課
題
に
つ
い
て
具
体
的
な
案
が
な
く
実
施
に
は
至
ら
な
か
っ

た
（
20
16
年
度
教
育
目
標
3
．
授
業
に
よ
る
効
果
に
関
す
る
検
証
方
法
の
検

討
）。
し
か
し
、
授
業
の
効
果
に
つ
い
て
エ
ビ
デ
ン
ス
を
以
て
説
明
す
る
こ

と
は
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
今
年
度
も
引
き
続
き
検
討
す
る
。

M
1
、
M
2
全
員
に
対
し
て
授
業
や
研
究
科
、

学
習
成
果
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

た
。
今
後
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て
分
析
す
る
こ
と

で
、
研
究
科
の
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
一
助
と
し

た
い
。
添
付
フ
ァ
イ
ル
：
20
17
年
度
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果

ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
の
見
直
し
や
、
学
習
成
果
の

よ
り
詳
細
な
把
握
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

3

大
学
院
生
へ
の
研
究
支
援
体

制
の
拡
充

■
新
規

□
継
続

L（
　
　
）年
度

か
ら
の
継
続

心
理
学
研
究
科
で
は
こ
れ
ま
で
に
学
会
参
加
や
英
文
校
閲
へ
の
支
援
制
度

を
設
け
る
な
ど
、
大
学
院
生
の
研
究
発
表
へ
の
支
援
体
制
を
整
備
し
て
き

た
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
規
定
も
作
ら
れ
、
大
学
院
生
の
利
用
率
も
高
く

体
制
と
し
て
ほ
ぼ
安
定
し
て
き
た
と
い
え
る
。
そ
の
た
め
、
今
年
度
は
周
辺

的
な
支
援
だ
け
で
な
く
研
究
自
体
を
支
援
で
き
る
体
制
を
拡
充
し
て
い
く
。

院
生
が
W
EB
上
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う

際
の
費
用
の
予
算
化
、
申
し
込
み
手
続
き
の
具
体

化
を
行
っ
た
。
学
会
参
加
や
英
文
校
閲
へ
の
助
成

制
度
に
つ
い
て
は
、
実
態
に
即
し
た
内
容
に
改
め

て
、規
定
等
に
反
映
さ
せ
た
。
ま
た
、大
学
院
ガ
イ

ダ
ン
ス
に
お
い
て
助
成
制
度
に
関
す
る
説
明
会
を

行
い
、
院
生
へ
の
周
知
を
は
か
っ
た
。
添
付
フ
ァ

イ
ル
：
院
生
向
け
W
EB
調
査
の
申
請
マ
ニ
ュ
ア

ル

W
EB
調
査
の
他
に
も
、
研
究
上
の
支
援
が
で

き
る
項
目
が
な
い
か
、
今
後
も
検
討
し
て
い
く
。
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4．各学部・研究科教育上の取り組み・目標シート

⑸　現代社会学部・社会学研究科
■

現
代

社
会

学
部

期
　
首

（
20
17
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

期
　
末

（
20
18
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

N
o.

①
取
り
組
み
・
目
標

②
新
規
／
継
続

③
内
容

④
結
果
（
エ
ビ
デ
ン
ス
含
む
）・
振
り
返
り

⑤
改
善
策
・
次
年
度
以
降
の
展
望
等

1

4
年
一
貫
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

実
施

□
新
規

■
継
続

L（
20
15
）年
度

か
ら
の
継
続

一
昨
年
度
か
ら
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
に
伴
い
、
本
学
部
で
は
４
年
一
貫

の
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
学
部
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
卒
業
生
に
よ
る
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
そ
れ
に
も
と
づ
く
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
う
「
キ
ャ

リ
ア
構
想
レ
ク
チ
ャ
ー
」（
１
年
次
）
は
成
功
裡
に
実
施
中
で
あ
り
、
昨
年

度
は
、
1
年
次
の
「
キ
ャ
リ
ア
構
想
レ
ク
チ
ャ
ー
」
の
改
善
版
の
実
施
、
2

年
次
の
「
キ
ャ
リ
ア
構
想
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
Ⅰ
」
の
実
施
、
お
よ
び
3
年

次
の
「
キ
ャ
リ
ア
構
想
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
Ⅱ
」
と
「
社
会
構
想
学
」
の
準

備
を
行
っ
た
。
今
年
度
は
、
こ
の
改
革
の
目
玉
で
あ
る
「
社
会
構
想
学
」
と

「
キ
ャ
リ
ア
構
想
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
Ⅱ
」
を
確
実
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
４

年
次
科
目
「
キ
ャ
リ
ア
構
想
実
践
研
究
」
の
準
備
を
行
う
。

3
年
次
の
必
修
科
目「
社
会
構
想
学
」と
「
キ
ャ

リ
ア
構
想
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
Ⅱ
」
が
ス
タ
ー
ト
し

た
。
4
年
一
貫
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
し
て
、
充
実

し
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
20
18

年
度
は
、
こ
の
新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
完
成
年

度
で
あ
り
、
4
年
次
の
「
キ
ャ
リ
ア
構
想
実
践
研

究
」
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
20
17
年
度
に
「
キ
ャ
リ

ア
構
想
運
営
委
員
会
」
を
中
心
に
、
こ
れ
ま
で
の

科
目
の
運
営
・
振
り
返
り
と
、
新
し
い
科
目
の
準

備
を
進
め
て
き
て
お
り
、
構
想
通
り
に
、
4
年
一

貫
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
が
実
現
で
き
る
と
考
え
て
い

る
。

こ
れ
ま
で
同
様
、「
キ
ャ
リ
ア
構
想
運
営
委
員

会
」
お
よ
び
「
教
授
会
」
で
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

運
営
と
振
り
返
り
を
続
け
る
と
同
時
に
、「
卒
業

時
ア
ン
ケ
ー
ト
」
等
で
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
成
果
を

把
握
し
、
さ
ら
な
る
改
善
を
目
指
す
。

2

つ
な
が
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
集

約
・
共
有
・
発
信

□
新
規

■
継
続

L（
20
12
）年
度

か
ら
の
継
続

新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
キ
ー
・
ワ
ー
ド
で
も
あ
る
「
つ
な
が
り
」
を
共
通
の

コ
ン
セ
プ
ト
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
試
み
が
、
本

学
部
内
に
は
多
数
あ
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
、
今
年
度
ま
で
の
取
り
組
み
を

集
約
し
、
情
報
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
可
能
な
限
り
、
学
部
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
お
い
て
発
信
す
る
。

現
代
社
会
学
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、「
つ
な
が

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
集
約
、
共
有
、
発
信
を
継

続
し
た
。

今
後
も
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
発
信
を
継
続
す

る
。

3

20
19
年
度
か
ら
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
改
革
の
準
備

■
新
規

□
継
続

L（
　
　
）年
度

か
ら
の
継
続

新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
、
20
18
年
度
に
完
成
年
度
を
迎
え
る
た
め
、
そ
の
検

証
に
も
と
づ
い
て
、
20
19
年
度
以
降
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
、
学
部
内

将
来
構
想
委
員
会
を
中
心
に
検
討
す
る
。
昨
年
度
の
取
り
組
み
事
項
と
し
て

あ
げ
た
、
卒
業
時
ア
ン
ケ
ー
ト
に
基
づ
く
「
教
育
目
標
の
達
成
度
の
評
価
」

と
、
体
系
的
学
び
の
達
成
度
を
調
査
す
る「
学
生
の
履
修
パ
タ
ー
ン
の
調
査
」

は
、
こ
の
検
討
の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
る
。

将
来
構
想
委
員
会
お
よ
び
教
授
会
で
検
討
を
重

ね
、
20
19
年
度
以
降
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
正
を
決

定
し
た
。

入
試
状
況
、
卒
業
時
ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
基
づ
い

て
、
継
続
的
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直
し
を
行
う
。

4

20
19
年
度
か
ら
の
入
試
改
革
の

検
討

■
新
規

□
継
続

L（
　
　
）年
度

か
ら
の
継
続

20
15
年
度
か
ら
の
専
攻
制
の
導
入
の
評
価
、
な
ら
び
に
、
高
大
接
続
入
試

導
入
の
要
請
に
対
応
す
る
た
め
の
検
討
を
、
や
は
り
学
部
内
将
来
構
想
委
員

会
を
中
心
に
行
う
。
入
試
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
、
入
試
区
分
ご
と
の
GP
A
平

均
値
等
の
追
跡
資
料
等
に
加
え
て
、
上
記
の
「
教
育
目
標
の
達
成
度
の
評

価
」、
「
学
生
の
履
修
パ
タ
ー
ン
の
調
査
」
の
結
果
が
活
用
さ
れ
る
。

キ
ャ
リ
ア
科
目
等
と
あ
わ
せ
て
、
専
攻
制
の
評

価
を
継
続
す
る
。
高
大
接
続
入
試
に
つ
い
て
は
、

20
18
年
度
に
十
分
な
時
間
を
か
け
て
検
討
す
る
こ

と
と
し
た
。

20
18
年
度
は
、
高
大
接
続
入
試
の
件
等
に
重
点

を
置
く
。
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4．各学部・研究科教育上の取り組み・目標シート

■
社

会
学

研
究

科
期
　
首

（
20
17
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

期
　
末

（
20
18
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

N
o.

①
取
り
組
み
・
目
標

②
新
規
／
継
続

③
内
容

④
結
果
（
エ
ビ
デ
ン
ス
含
む
）・
振
り
返
り

⑤
改
善
策
・
次
年
度
以
降
の
展
望
等

1

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
体
系
性
の
検

証
■
新
規

□
継
続

L（
　
　
）年
度

か
ら
の
継
続

社
会
学
研
究
科
は
、
現
代
社
会
学
部
の
構
成
メ
ン
バ
ー
に
よ
り
成
り
立
っ

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
学
部
の
教
員
構
成
は
、
社
会
学
専
攻
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
学
専
攻
、
社
会
福
祉
学
専
攻
、
国
際
文
化
専
攻
と
社
会
学
を
軸
と
し
な

が
ら
も
多
様
な
人
材
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
社
会
学
研
究
科
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
も
多
様
な
展
開
が
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
は
他
の
社
会
学
研
究
科
に

は
な
い
特
徴
と
は
な
っ
て
い
る
が
、
反
面
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
体
系
化
に
欠

け
る
と
い
う
こ
と
も
否
め
な
い
。
そ
こ
で
、
A
P、
CP
、
D
P
を
念
頭
に
置

い
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
体
系
化
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
学
部
と
の
整

合
性
と
い
う
意
味
も
含
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

先
端
共
同
研
究
機
構
教
育
部
会
で
、
博
士
課
程

前
期
に
全
研
究
科
共
通
の
基
礎
科
目
を
置
く
こ
と

を
検
討
し
て
い
た
。
本
研
究
科
と
し
て
は
、
こ
れ

を
軸
と
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
体
系
化
を
予
定
し

て
い
た
が
、
こ
の
科
目
は
20
17
年
度
に
は
構
想
が

ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
体
系
化
の
検
討
を
継
続
す
る
。

た
だ
し
、「
院
生
を
確
保
す
る
た
め
の
方
策
」
を
優

先
し
、
そ
れ
と
の
関
連
で
、
必
要
性
及
び
方
向
性

を
検
討
す
る
。

2

院
生
を
確
保
す
る
た
め
の
方
策

□
新
規

■
継
続

L（
20
16
）年
度

か
ら
の
継
続

社
会
学
研
究
科
の
紀
要
で
あ
る
『
社
会
学
論
集
』
の
発
刊
、
そ
の
た
め
の

編
集
作
業
、
そ
の
前
提
と
な
る
研
究
会
の
開
催
な
ど
、
院
生
や
卒
業
生
ら
が

自
ら
の
研
究
成
果
を
積
極
的
に
公
表
し
て
い
く
場
面
を
さ
ら
に
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
近
年
で
は
「
査
読
つ
き
論
文
」
と
い
う

ハ
ー
ド
ル
が
評
価
さ
れ
て
き
て
お
り
、『
社
会
学
論
集
』
の
役
割
と
し
て
、

広
く
院
生
等
の
自
由
な
研
究
成
果
公
表
の
場
で
あ
る
一
方
、
こ
う
し
た
社
会

の
要
請
に
も
応
え
ら
れ
る
体
制
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
大
学
院
へ
の
進
学
希
望
者
が
伸
び
悩
ん
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
代
社
会

学
部
を
基
礎
と
し
た
多
様
な
領
域
の
研
究
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

学
術
講
演
会
、
研
究
会
、
書
評
研
究
会
を
開
催

し
、
内
外
の
研
究
者
だ
け
で
な
く
、
学
部
生
に
も
、

本
研
究
科
の
教
育
力
・
研
究
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

ま
た
、
学
部
創
立
30
周
年
を
記
念
し
て
開
催
し
た

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
果
を
中
心
と
し
た
『
中
京
大

学
現
代
社
会
学
部
紀
要
　
特
別
号
』
を
発
行
し
、

学
部
及
び
研
究
科
の
歴
史
と
現
状
を
共
有
し
た
。

学
部
生
へ
の
直
接
的
な
働
き
方
と
し
て
は
、
①
1

年
次
の
キ
ャ
リ
ア
構
想
レ
ク
チ
ャ
ー
で
、
大
学
院

生
が
学
部
で
の
学
び
に
つ
い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
し

た
、
②
大
学
院
進
学
希
望
者
の
た
め
に
英
語
論
文

を
講
読
す
る
科
目
を
設
け
た
、
③
学
部
生
の
た
め

の
進
学
相
談
会
を
開
催
し
た
。
さ
ら
に
、
社
会
学

研
究
科
独
自
の
将
来
構
想
委
員
会
を
設
置
し
て
、

研
究
科
の
将
来
に
つ
い
て
、集
中
的
に
審
議
し
た
。

（
社
会
学
研
究
科
　
6
月
14
日
、
7
月
12
日
、
1
月

17
日
）

『
社
会
学
論
集
』を
査
読
付
き
に
す
る
こ
と
に
関

し
て
は
、
20
17
年
度
中
に
充
分
に
検
討
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

社
会
学
研
究
科
の
今
後
の
方
向
に
つ
い
て
は
、

N
EX
T
10
な
ど
、
全
学
的
な
議
論
も
踏
ま
え
て
、

検
討
を
続
け
た
い
。
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4．各学部・研究科教育上の取り組み・目標シート

⑹　法学部・法学研究科
■

法
学

部
期
　
首

（
20
17
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

期
　
末

（
20
18
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

N
o.
①
取
り
組
み
・
目

標
②
新
規
／
継
続

③
内
容

④
結
果
（
エ
ビ
デ
ン
ス
含
む
）・
振
り
返
り

⑤
改
善
策
・
次
年
度
以
降
の
展
望
等

1

20
19
年
度
新

入
生
対
象
予

定
の
抜
本
的

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

改
正
の
具
体

的
実
施

□
新
規

■
継
続

L（
20
16
）年
度

か
ら
の
継
続

20
16
年
度
に
引
き
続
き
、カ
リキ
ュ
ラ
ム
改
正
に
関
す
る
専
門
委
員
会

（「
法
学
部
将
来
構
想
検
討
委
員
会
」
お
よ
び
「
同
委
員
会
の
諮
問

機
関
た
る
『
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
』）
に
お
い
て
、
20
14
年
度
新
入

生
対
象
新
カリ
キ
ュ
ラ
ム
の
分
析
・
検
証
に
基
づ
き
、
20
19
年
度
新
入

生
対
象
予
定
の
抜
本
的
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
正
の
具
体
的
実
施
方
法
に

つ
き
検
討
す
る
。

昨
年
度
に
引
き
続
き
、「
法
学
部
将
来
構
想
検
討
委
員
会
」・「
同
委
員
会
の

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
に
お
い
て
、
法
学
部
教
授
会
で
の
議
論
も
踏
ま
え
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
抜
本
的
改
正
案
の
策
定
作
業
を
進
め
て
き
た
（「
法
学
部
教
授

会
」：
20
17
年
10
月
11
日
、
11
月
8日
、
12
月
13
日
、「
法
学
部
将
来
構
想
検

討
委
員
会
」：
20
17
年
5
月
10
日
、
5
月
26
日
、
１0
月
5日
、
12
月
12
日
）
結

果
、「
委
員
会
」
に
お
い
て
20
20
年
度
新
入
学
生
を
対
象
と
す
る
カリ
キ
ュ
ラ
ム

の
最
終
答
申
案
を
策
定
し
（
20
17
年
12
月
12
日
）、
「
法
学
部
教
授
会
」
で
決

定
し
た
（
20
17
年
12
月
13
日
）。

次
年
度
以
降
は
、「
法
学
部
教
授
会
」
で
決
定
し
た

20
20
年
度
新
入
学
生
を
対
象
と
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
実

現
に
向
け
た
新
た
な
組
織
を
立
ち
上
げ
、
新
組
織
に
お

い
て
、
新
カリ
キ
ュ
ラ
ム
実
現
の
た
め
の
具
体
化
作
業
を

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

2

学
生
の
学
修

意
欲
と
達
成

感
の
向
上
を

図
る

□
新
規

■
継
続

L（
20
13
）年
度

か
ら
の
継
続

20
13
年
度
以
降
、
法
学
部
で
は
、
学
生
の
学
修
意
欲
と
達
成
感
の

向
上
を
目
的
とし
て
、ゼ
ミプ
レ
ゼ
ン
大
会
を
開
催
し
て
き
た
。
20
17
年
度

か
ら
は
、
法
学
部
学
生
の
学
修
意
欲
と
達
成
感
の
一
層
の
向
上
を
図

る
た
め
、「
法
学
部
改
革
向
上
学
生
委
員
会（
Cl
ar
is：
Ch
uk
yo
 L
aw
 

Re
fo
rm
at
io
n 
an
d 
Im
pr
ov
em
en
t S
tu
de
nt
 C
om
m
itt
ee
）」
に

次
年
度
以
降
の
プ
レ
ゼ
ン
大
会
の
運
営
等
を
委
託
し
て
い
くこ
とと
し
た

（
20
16
年
12
月
14
日
（
水
）
法
学
部
教
授
会
）。
今
年
度
は
、「
法
学

部
改
革
向
上
学
生
委
員
会（
Cl
ar
is：
Ch
uk
yo
 L
aw
 R
ef
or
m
at
io
n 

an
d 
Im
pr
ov
em
en
t S
tu
de
nt
 C
om
m
itt
ee
）」
を
主
体
と
す
る
法

学
部
ゼ
ミプ
レ
ゼ
ン
大
会
の
企
画
・
運
営
と
プ
レ
ゼ
ン
大
会
の
検
証
を
、

「
法
学
部
教
授
会
」、
「
法
学
部
FD
推
進
委
員
会
」
と
「
法
学
部

生
の
将
来
を
考
え
支
え
る
会
幹
事
会
」
の
連
繋
の
下
で
行
い
、さ
ら
な

る
学
生
の
学
修
意
欲
と
達
成
感
の
向
上
を
図
る
。

今
年
度
は
、「
法
学
部
改
革
向
上
学
生
委
員
会
（
Cl
ar
is：
Ch
uk
yo
 L
aw
 

Re
fo
rm
at
io
n 
an
d 
Im
pr
ov
em
en
t 
St
ud
en
t 
Co
m
m
itt
ee
）」
が
プ
レ
ゼ

ン
大
会
の
運
営
等
を
主
導
し
て
の
開
催
と
な
っ
た
。
20
17
年
12
月
6日
（
水
）
に

プ
レ
ゼ
ン
大
会
予
選
（
研
究
部
門
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
部
門
）
が
、
20
18
年
1

月
10
日
（
水
）
に
第
6
回
プ
レ
ゼ
ン
大
会
決
勝
戦
（
研
究
部
門
・
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
部
門
）
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
た
。
今
回
、
学
生
主
導
と
い
う
初
の
試
み
で

あ
っ
た
た
め
、
一
定
の
課
題
も
浮
上
し
た
と
は
言
え
、
全
体
的
に
、
法
学
部
学

生
の
学
修
意
欲
と
達
成
感
の
向
上
は
達
成
で
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
20
18
年

2月
9日
に
は
、「
法
学
部
生
の
将
来
を
考
え
支
え
る
会
幹
事
会
」、
「
法
学
部

FD
推
進
委
員
会
」
を
中
心
に
プ
レ
ゼ
ン
大
会
振
り
返
り
会
議
を
行
い
、
課
題
の

検
討
、
今
後
の
方
向
性
な
ど
を
議
論
し
た
。

次
年
度
以
降
は
、「
法
学
部
改
革
向
上
学
生
委
員

会
（
C
la
ri
s：
C
hu
ky
o 
La
w
 R
ef
or
m
at
io
n 
an
d 

Im
pr
ov
em
en
t S
tu
de
nt
 C
om
m
itt
ee
）」
主
導
体
制

を
維
持
し
つ
つ
、
と
「
法
学
部
生
の
将
来
を
考
え
支
え
る

会
幹
事
会
」
を
中
心
に
、「
法
学
部
教
授
会
」
や
「
法

学
部
FD
推
進
委
員
会
」
の
連
繋
と
サ
ポ
ート
を
拡
充
し

つ
つ
、
さら
な
る
学
生
の
学
修
意
欲
と
達
成
感
の
向
上
を

図
る
必
要
が
あ
る
。

3

授
業
内
容
・
方

法
の
改
善

□
新
規

■
継
続

L（
20
15
）年
度

か
ら
の
継
続

「
法
学
部
FD
推
進
委
員
会
」
の
もと
で
、
各
パ
ート
代
表
者
に
よ

る
春
・
秋
学
期
の
授
業
ア
ン
ケ
ート
の
詳
細
な
分
析
と
意
見
交
換
を
行

い
、
今
後
の
授
業
内
容
や
授
業
方
法
の
改
善
を
図
る
（
9月
及
び
3

月
に
実
施
予
定
）。
ま
た
、
全
学
的
な
シ
ラ
バ
ス
の
第
三
者
チ
ェ
ック
と

は
別
に
、「
法
学
部
FD
推
進
委
員
会
」
の
もと
で
、
各
パ
ート
代
表

者
に
よ
る
シ
ラ
バ
ス
の
検
証
を
行
い
、
併
せ
て
、
今
後
の
授
業
内
容
や

授
業
方
法
の
改
善
、
な
ら
び
に
シ
ラ
バ
ス
の
修
正
等
を
図
る
（
1月
に

実
施
予
定
）。

「
法
学
部
FD
推
進
委
員
会
」
に
お
い
て
以
下
の
諸
点
を
実
施
し
た
。

・
�20
17
年
度
春
学
期
の
授
業
ア
ン
ケ
ート
の
結
果
分
析
と
意
見
交
換
を
踏
ま
え
、

秋
学
期
の
授
業
内
容
・
授
業
方
法
の
改
善
、
な
ら
び
に
今
後
の
検
証
作
業

の
あ
り
方
な
ど
を
確
認
し
た
（
20
17
年
9月
13
日
）。

・
�20
17
年
度
秋
学
期
の
授
業
ア
ン
ケ
ート
の
結
果
分
析
と
意
見
交
換
を
踏
まえ
た

うえ
で
、
カリ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ッ
プ
、
及
び
20
20
年
度
新
入
学
生
を
対
象
と
す
る

カリ
キ
ュ
ラ
ム
の
抜
本
的
改
正
案
の
具
体
化
の
プ
ロ
セ
スも
踏
ま
つ
つ
、
今
後
、

授
業
内
容
・
授
業
方
法
の
改
善
や
授
業
改
善
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ート
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
くこ
と
を
確
認
し
た
（
20
18
年
3月
5日
）。

次
年
度
以
降
は
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム・
マ
ッ
プ
、
20
20
年
度

新
入
学
生
を
対
象
と
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
実
現
に
向
け

た
新
組
織
で
の
議
論
を
踏
ま
え
つ
つ
、
継
続
的
に
、「
法

学
部
FD
推
進
委
員
会
」
に
お
い
て
、
授
業
ア
ン
ケ
ート

の
分
析
や
意
見
交
換
に
基
づ
く
授
業
内
容
・
方
法
の
改

善
を
行
っ
て
い
くこ
と
が
必
要
で
あ
る
。

4

教
育
・
研
究
活

動
の
改
善

□
新
規

■
継
続

L（
20
14
）年
度

か
ら
の
継
続

「
法
学
部
FD
推
進
委
員
会
」
の
もと
で
、
各
パ
ート
代
表
者
に
よ

る
20
16
年
度
卒
業
時
ア
ン
ケ
ート
の
結
果
を
分
析
し
、
意
見
交
換
を
行

い
、
教
育
・
研
究
活
動
の
改
善
を
図
る
（
5月
に
実
施
予
定
）。

法
学
部
FD
推
進
委
員
会
に
お
い
て
、
各
パ
ート
代
表
者
に
よ
る
、
20
16
年

度
卒
業
時
ア
ン
ケ
ート
の
結
果
分
析
と
意
見
交
換
を
実
施
し
、
今
後
の
教
育
や

研
究
活
動
の
改
善
の
方
向
性
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た（
20
17
年
5月
17
日
）。

次
年
度
以
降
は
、
教
育
力
の
診
断
（
学
修
成
果
の

把
握
）
に
関
す
る
全
学
的
な
議
論
の
プ
ロ
セ
ス
も
踏
ま
え

つ
つ
、
継
続
的
に
、「
法
学
部
FD
推
進
委
員
会
」
に

お
い
て
、
卒
業
時
ア
ン
ケ
ート
の
入
念
な
結
果
分
析
と
そ

れ
に
基
づ
く
意
見
交
換
を
拡
充
し
て
、
教
育
・
研
究
活
動

の
改
善
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

5

キ
ャ
リ
ア
教

育
の
向
上

□
新
規

■
継
続

L（
20
14
）年
度

か
ら
の
継
続

「
キ
ャリ
ア
教
育
・
支
援
委
員
」
と
「
法
学
部
生
の
将
来
を
考
え
支

え
る
会
幹
事
会
」
を
中
心
に
、
初
年
次
教
育
「
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
基

礎
」
の
一
層
の
有
効
性
の
向
上
を
図
る
とと
も
に
、
学
内
の
資
格
セ
ン

タ
ー
・
キ
ャリ
ア
セ
ン
タ
ー
・
国
際
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
を
深
め
つ
つ
、
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
一
層
の
向
上
を
図
る
。

昨
年
度
に
引
き
続
き
、「
キ
ャリ
ア
教
育
・
支
援
委
員
」
と
「
法
学
部
生
の
将

来
を
考
え
支
え
る
会
幹
事
会
」
を
中
心
と
す
る
、
初
年
次
教
育
「
キ
ャリ
ア
形
成

の
基
礎
」
の
一
層
の
有
効
性
の
向
上
を
図
り
つ
つ
、
資
格
セ
ン
タ
ー
・
キ
ャリ
ア

セ
ン
タ
ー
・
国
際
セ
ン
タ
ー
等
と
の
連
携
を
深
め
て
き
た
。

次
年
度
以
降
は
、
全
学
的
な
初
年
次
教
育
の
方
向

性
も
踏
ま
え
つ
つ
、
20
20
年
度
新
入
生
を
対
象
と
す
る
新

カリ
キ
ュ
ラ
ム
の
具
体
化
作
業
を
行
う
新
組
織
と
「
キ
ャリ

ア
教
育
・
支
援
委
員
」、
「
法
学
部
生
の
将
来
を
考
え
支

え
る
会
幹
事
会
」
を
中
心
に
、
継
続
的
な
キ
ャリ
ア
教
育

の
向
上
・
方
向
性
の
検
討
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
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4．各学部・研究科教育上の取り組み・目標シート

■
法

学
研

究
科

期
　
首

（
20
17
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

期
　
末

（
20
18
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

N
o.

①
取
り
組
み
・
目
標

②
新
規
／
継
続

③
内
容

④
結
果
（
エ
ビ
デ
ン
ス
含
む
）・
振
り
返
り

⑤
改
善
策
・
次
年
度
以
降
の
展
望
等

1

授
業
内
容
・
方
法
お
よ
び
論
文

指
導
方
法
の
改
善

□
新
規

■
継
続

L（
20
15
）年
度

か
ら
の
継
続

7
月
と
11
月
頃
に
開
催
さ
れ
る
院
生
論
文
報
告
会
、
3
月
頃
に
開
催
さ
れ

る
院
生
と
の
意
見
交
換
会
、
お
よ
び
、
シ
ラ
バ
ス
検
証
の
結
果
を
踏
ま
え
、

FD
推
進
委
に
お
い
て
幅
広
く
意
見
交
換
を
行
い
、
今
後
の
授
業
内
容
・
方

法
お
よ
び
論
文
指
導
方
法
の
改
善
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

定
例
の
法
学
研
究
科
FD
推
進
委
員
会
（
11
月

22
日
、
2
月
15
日
開
催
）
に
お
い
て
検
討
し
た
結

果
、
現
在
の
と
こ
ろ
授
業
内
容
・
方
法
お
よ
び
論

文
指
導
方
法
に
つ
い
て
は
問
題
点
が
存
在
し
な
い

こ
と
を
確
認
し
た
。

今
後
も
定
期
的
に
検
証
作
業
を
行
う
。

2

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
検
証

□
新
規

■
継
続

L（
20
15
）年
度

か
ら
の
継
続

現
行
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
、
現
状
を
詳
細
に
分
析
し
た
う
え
で
、
FD

推
進
委
に
お
い
て
幅
広
く
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
を
通
じ
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
検
証
を
行
う
。

法
学
研
究
科
委
員
会
か
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
正

に
関
す
る
付
託
を
受
け
、
臨
時
の
法
学
研
究
科

FD
推
進
委
員
会
（
9
月
14
日
開
催
）
に
お
い
て

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
正
案
に
つ
い
て
審
議
し
、
法
学

研
究
科
委
員
会
に
答
申
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
に

基
づ
き
、
10
月
の
法
学
研
究
科
委
員
会
に
お
い
て

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
正
が
決
定
さ
れ
た
。

改
正
後
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
も
、
今
後

も
定
期
的
に
検
証
作
業
を
行
う
。

3

T
A
制
度
の
あ
り
方
に
関
す
る

検
討

□
新
規

■
継
続

L（
20
15
）年
度

か
ら
の
継
続

T
A
と
し
て
の
業
務
を
通
じ
て
院
生
が
教
育
者
と
し
て
の
経
験
を
積
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
T
A
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
、
必
要
に
応
じ

て
教
育
推
進
セ
ン
タ
ー
委
員
会
に
提
言
を
行
う
。

院
生
と
の
意
見
交
換
会
（
2
月
15
日
開
催
）
で

は
T
A
制
度
に
つ
い
て
の
要
望
は
出
さ
れ
な
か
っ

た
。
ま
た
、
院
生
か
ら
提
出
さ
れ
た
T
A
実
施
報

告
書
は
、
T
A
が
役
に
立
っ
た
と
す
る
も
の
が
大

半
で
あ
っ
た
。
2
月
の
法
学
研
究
科
委
員
会
に
お

い
て
も
審
議
し
た
が
、
教
員
か
ら
も
制
度
改
善
に

つ
い
て
の
意
見
は
な
か
っ
た
。

今
後
も
定
期
的
に
検
証
作
業
を
行
い
、
必
要
に

応
じ
て
教
育
推
進
セ
ン
タ
ー
委
員
会
に
提
言
を
行

う
。
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4．各学部・研究科教育上の取り組み・目標シート

⑺　総合政策学部・経済学研究科総合政策学専攻
■

総
合

政
策

学
部

期
　
首

（
20
17
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

期
　
末

（
20
18
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

N
o.

①
取
り
組
み
・
目
標

②
新
規
／
継
続

③
内
容

④
結
果
（
エ
ビ
デ
ン
ス
含
む
）・
振
り
返
り

⑤
改
善
策
・
次
年
度
以
降
の
展
望
等

1

「
総
合
政
策
概
論
」
の
授
業
方

法
の
変
更

■
新
規

□
継
続

L（
　
　
）年
度

か
ら
の
継
続

学
生
の
総
合
政
策
学
部
の
学
び
を
深
め
る
た
め
に
、
1
年
生
春
学
期
開
講

の
必
修
科
目「
総
合
政
策
概
論
」を
こ
れ
ま
で
の
2
名
の
教
員
の
担
当
か
ら
、

翌
年
度
の
演
習
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
）
担
当
予
定
教
員
に
よ
る
オ
ム
ニ
バ

ス
方
式
の
授
業
方
法
に
変
更
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
生
自
ら
が
4

年
間
の
研
究
テ
ー
マ
選
定
を
よ
り
明
確
に
行
え
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
ら
れ

る
。

「
総
合
政
策
概
論
」
を
総
合
政
策
学
部
の
全
教

員
に
よ
る
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
の
講
義
と
す
る
こ
と

と
し
、
春
学
期
に
こ
れ
を
実
行
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
学
生
は
総
合
政
策
学
部
で
何
を
学
ぶ
の
か
に

つ
い
て
よ
り
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
、
2
年

次
よ
り
始
ま
る
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
」
を
選
定

す
る
に
あ
た
り
、
必
要
な
素
材
を
段
階
的
に
提
供

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

専
門
分
野
の
異
な
る
教
員
が
一
つ
の
講
義
を
行

う
に
あ
た
り
、
あ
る
程
度
の
統
一
性
を
担
保
す
る

た
め
、
政
策
学
的
視
点
、
ま
た
は
「
総
合
政
策
学
」

と
は
何
か
等
の
課
題
に
つ
い
て
、
教
員
各
自
が
常

に
意
識
し
て
授
業
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

2

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
報
告
会
の

見
直
し

■
新
規

□
継
続

L（
　
　
）年
度

か
ら
の
継
続

3
年
生
秋
学
期
に
学
部
行
事
と
し
て
開
催
し
て
き
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究

報
告
会
で
あ
る
が
、
10
回
の
開
催
を
終
え
て
、
学
生
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
低

下
や
発
表
内
容
の
レ
ベ
ル
低
下
が
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の

状
況
を
改
善
す
る
た
め
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
報
告
会
の
運
営
方
法
等
を

見
直
し
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
報
告
会
に
関
し
て
、
総
合

政
策
学
部
の
各
研
究
分
野
の
学
問
上
の
性
質
に
鑑

み
、
従
来
の
方
式
を
踏
襲
し
た
「
政
策
提
言
部
門
」

と
、
新
た
に
導
入
し
た
「
研
究
報
告
部
門
」
の
二

部
門
に
分
け
て
報
告
会
を
開
催
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
よ
り
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
研
究
を
目
指
す
こ
と

が
可
能
と
な
っ
た
。
結
果
と
し
て
、
各
々
の
研
究

分
野
の
多
様
性
の
中
に
、
政
策
学
研
究
と
し
て
の

一
定
の
統
一
感
を
備
え
た
報
告
会
と
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

学
生
同
士
の
議
論
を
活
発
に
す
る
た
め
、
研
究

報
告
者
だ
け
で
な
く
、
新
た
に
討
論
者
を
立
て
る

こ
と
に
つ
い
て
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
。

3

新
し
い
教
育
の
ポ
リ
シ
ー

（
D
P・
CP
・
A
P）
に
基
づ
く

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
検
証
と
改
善

の
検
討

■
新
規

□
継
続

L（
　
　
）年
度

か
ら
の
継
続

20
17
年
度
、
新
し
い
教
育
の
ポ
リ
シ
ー
（
D
P・
CP
・
A
P）
が
公
表
さ

れ
た
。
そ
れ
に
基
づ
く
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ
の
作
成
を
行
い
、
現
行
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
検
証
と
必
要
で
あ
れ
ば
現
行
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
善
の
検
討
を
行

い
た
い
。

今
年
の
卒
業
生
か
ら
新
し
い
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ

い
た
教
育
課
程
の
検
証
が
可
能
と
な
る
た
め
、
科

目
の
整
理
お
よ
び
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ
の
見
直

し
は
来
年
度
以
降
実
施
す
る
。

新
た
に
策
定
さ
れ
た
D
P、
CP
、
A
P
に
基
づ

き
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ
の
作
成
お
よ
び
修
正

を
行
う
。
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4．各学部・研究科教育上の取り組み・目標シート

■
経

済
学

研
究

科
総

合
政

策
学

専
攻

期
　
首

（
20
17
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

期
　
末

（
20
18
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

N
o.

①
取
り
組
み
・
目
標

②
新
規
／
継
続

③
内
容

④
結
果
（
エ
ビ
デ
ン
ス
含
む
）・
振
り
返
り

⑤
改
善
策
・
次
年
度
以
降
の
展
望
等

1

修
士
論
文
作
成
に
向
け
た
指

導
体
制
の
充
実

■
新
規

□
継
続

L（
　
　
）年
度

か
ら
の
継
続

20
17
年
度
、
修
士
課
程
の
学
生
は
２
年
生
が
４
名
で
あ
り
、
う
ち
1
名
は

社
会
人
で
あ
る
。
修
士
論
文
の
指
導
体
制
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
構

想
発
表
会
だ
け
で
な
く
、
指
導
教
員
と
学
内
外
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
複
数
教

員
の
指
導
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
社
会
人
院
生
の
仕
事
と
修
士
論
文
作

成
の
両
立
に
配
慮
し
た
教
育
体
制
も
構
築
し
て
い
き
た
い
。

社
会
人
院
生
は
仕
事
と
の
両
立
が
難
し
く
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
に
修
士
論
文
の
指
導
や
提
出
を

す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
。
仕
事
と
の
両
立
を

考
え
に
、
長
期
履
修
制
度
の
充
実
を
検
討
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

社
会
人
院
生
が
修
士
論
文
作
成
に
あ
た
り
直
面

す
る
問
題
に
つ
い
て
分
析
し
、
修
士
論
文
を
提
出

で
き
る
よ
う
に
、
指
導
教
員
を
中
心
と
し
た
教
育

体
制
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

2

大
学
院
教
員
任
用
資
格
審
査

に
向
け
た
基
準
の
検
討

■
新
規

□
継
続

L（
　
　
）年
度

か
ら
の
継
続

次
期
認
証
評
価
に
お
い
て
は
、
大
学
院
教
員
任
用
資
格
の
評
価
も
対
象
と

な
っ
て
お
り
、
総
合
政
策
学
専
攻
の
教
員
の
任
用
基
準
の
設
定
も
必
要
と
な

る
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
、
20
17
年
度
、
大
学
院
総
合
政
策
学
専
攻
教
員
任

用
基
準
の
検
討
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

20
17
年
度
、
全
学
の
大
学
院
教
員
任
用
資
格
制

度
が
確
立
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
制
度
に
基

づ
い
た
専
攻
の
資
格
制
度
は
設
け
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。

全
学
の
大
学
院
教
員
任
用
資
格
制
度
が
創
設
さ

れ
た
の
ち
、
直
ち
に
専
攻
の
制
度
を
設
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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4．各学部・研究科教育上の取り組み・目標シート

⑻　経済学部・経済学研究科経済学専攻
■

経
済

学
部

期
　
首

（
20
17
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

期
　
末

（
20
18
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

N
o.

①
取
り
組
み
・
目
標

②
新
規
／
継
続

③
内
容

④
結
果
（
エ
ビ
デ
ン
ス
含
む
）・
振
り
返
り

⑤
改
善
策
・
次
年
度
以
降
の
展
望
等

1

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
履
修
者
選
抜
制
度

の
改
正

■
新
規

□
継
続

L（
　
　
）年
度

か
ら
の
継
続

本
年
度
よ
り
安
定
マ
ッ
チ
ン
グ
理
論
に
基
づ
く
、
就
職
活
動
を
模
し
た
新

し
い
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
履
修
者
選
抜
制
度
を
実
施
す
る
。
本
年
度
は
、
こ
の
制
度

を
問
題
な
く
運
用
す
る
た
め
に
細
心
の
注
意
を
払
う
。
な
お
、
選
抜
後
に
教

員
・
学
生
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
等
を
通
じ
て
改
善
点
を
抽
出
し
、
次
年
度

以
降
に
つ
な
げ
る
予
定
で
あ
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
ミ
ス
が
あ
り
、
マ
ッ
チ
ン
グ
の

検
証
に
多
く
の
時
間
を
割
い
た
が
学
生
へ
の
影
響

は
軽
微
で
あ
っ
た
。

学
生
定
員
の
設
定
に
ミ
ス
が
あ
り
、
リ
カ
バ

リ
ー
を
2
次
募
集
で
行
っ
た
た
め
一
部
の
教
員
の

負
担
が
過
度
に
増
加
し
た
。

ゼ
ミ
生
交
流
会
な
ど
で
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
履
修
者
選

抜
制
度
に
お
け
る
基
本
方
針
を
逸
脱
す
る
ケ
ー
ス

が
あ
っ
た
と
の
情
報
が
寄
せ
ら
れ
た
。

マ
ッ
チ
ン
グ
理
論
に
基
づ
く
履
修
者
選
抜
は
機

能
し
て
い
る
こ
と
か
ら
基
本
的
に
、
こ
の
方
法
を

継
続
す
る
こ
と
に
す
る
。

改
善
策
と
し
て
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
正
し
、

委
員
の
役
割
分
担
を
見
直
す
。
ま
た
、
ゼ
ミ
生
交

流
会
の
透
明
性
を
確
保
す
る
た
め
大
部
屋
で
実
施

す
る
こ
と
に
し
た
。

2

英
語
に
よ
る
経
済
学
教
育
の
実

施
と
充
実

□
新
規

■
継
続

L（
20
16
）年
度

か
ら
の
継
続

本
年
度
よ
り
英
語
講
義
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
段
階
的
に
実
施
し
て
い
く
。
本
年

度
は
内
容
の
様
々
な
試
行
錯
誤
や
学
生
の
反
応
・
習
熟
度
に
関
す
る
調
査
を

通
し
て
、
学
習
効
果
の
高
い
科
目
体
系
へ
の
昇
華
を
目
指
し
て
、
引
き
続
き

議
論
を
重
ね
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

留
学
前
の
学
生
が
準
備
と
し
て
英
語
で
経
済
学

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
講
義
と
し
て
、
新
し
い
科

目
を
開
講
し
た
。
学
生
へ
の
周
知
を
試
み
た
が
、

ま
だ
ま
だ
認
知
度
が
低
く
、
十
分
な
数
の
学
生
が

集
ま
ら
な
か
っ
た
。

履
修
登
録
の
際
の
全
体
へ
の
勧
奨
だ
け
に
と
ど

ま
ら
ず
、
留
学
を
考
え
て
い
る
学
生
が
い
れ
ば
、

個
人
的
に
取
得
を
促
し
て
み
る
な
ど
、
さ
ら
な
る

告
知
の
活
動
を
始
め
て
い
る
。

3

高
校
生
参
加
型
講
義
と
高
大

接
続
を
意
図
し
た
入
試
の
実

施

□
新
規

■
継
続

L（
20
16
）年
度

か
ら
の
継
続

20
17
年
度
は
前
年
度
ま
で
に
検
討
し
た
高
校
生
向
け
の
体
験
型
の
集
中

講
義
を
行
い
、
そ
の
講
義
を
受
講
し
た
学
生
向
け
の
入
試
を
実
施
す
る
。
こ

れ
ら
の
施
策
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
、
講
義
内
容
や
入
試
戦
略
等
を
練
り
上

げ
、
入
試
セ
ン
タ
ー
、
教
務
課
等
と
調
整
を
行
う
。

夏
休
み
に
高
校
生
向
け
の
集
中
講
義
を
行
い
、

10
月
に
そ
の
授
業
を
受
け
た
高
校
生
を
対
象
に
入

試
を
行
っ
た
。
集
中
講
義
の
受
講
者
数
は
15
3名

で
、そ
の
う
ち
約
10
0名
の
が
10
月
の
高
大
接
続
型

入
試
を
受
験
し
た
。
当
初
想
定
し
た
人
数
よ
り
も

大
幅
に
多
く
、
入
試
制
度
導
入
は
成
功
し
た
と
い

え
る
。
た
だ
し
、
想
定
以
上
の
人
数
で
あ
っ
た
た

め
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
提
供
が
で
き
な

か
っ
た
。

本
入
試
制
度
は
継
続
的
に
実
施
す
る
予
定
で
あ

る
。
今
後
の
改
善
点
と
し
て
は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ

ラ
ー
ニ
ン
グ
等
の
学
生
が
主
体
的
に
学
ぶ
場
を
提

供
す
る
こ
と
、
集
中
講
義
の
授
業
内
容
を
H
P
等

を
通
じ
た
積
極
的
に
広
報
し
て
い
く
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
。

4

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
有
効
性
を

高
め
る
新
科
目
の
設
置

□
新
規

■
継
続

L（
20
16
）年
度

か
ら
の
継
続

本
年
度
に
関
し
て
は
、
初
年
次
か
ら
の
キ
ャ
リ
ア
関
連
の
授
業
を
「
特
殊

講
義
Ⅴ
」
の
中
で
試
験
的
に
実
施
し
、
そ
の
状
況
を
観
察
し
な
が
ら
効
果
の

検
証
を
進
め
、
新
科
目
の
設
置
に
つ
い
て
さ
ら
に
検
討
を
進
め
て
い
く
。

本
年
度
よ
り
、「
経
済
特
殊
講
義
Ⅴ
（
キ
ャ
リ

ア
・
レ
イ
ン
ボ
ー
）」
の
中
で
、
本
学
部
と
し
て
初

め
て
、
1
年
生
に
対
し
て
キ
ャ
リ
ア
関
連
の
授
業

を
実
施
し
た
。
履
修
者
は
30
名
程
度
と
想
定
よ
り

少
な
か
っ
た
も
の
の
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
中
心
の

極
め
て
活
発
な
授
業
が
進
め
ら
れ
、
履
修
者
へ
の

事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
も
、
大
学
生
活
の
過

ご
し
方
の
参
考
に
な
っ
た
と
い
っ
た
高
い
評
価
を

得
た
。

特
殊
講
義
の
た
め
キ
ャ
リ
ア
関
連
の
授
業
で
あ

る
と
い
う
認
識
が
学
生
間
で
広
ま
ら
ず
、
履
修
者

数
が
伸
び
な
か
っ
た
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
対
す
る

関
心
は
高
い
と
い
う
感
触
は
得
た
の
で
、
学
生
へ

の
周
知
を
図
り
た
い
。
ま
た
、
効
果
の
検
証
を
進

め
、
20
19
年
度
以
降
の
新
科
目
設
置
も
検
討
し
て

い
く
。
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4．各学部・研究科教育上の取り組み・目標シート

■
経

済
学

研
究

科
経

済
学

専
攻

期
　
首

（
20
17
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

期
　
末

（
20
18
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

N
o.

①
取
り
組
み
・
目
標

②
新
規
／
継
続

③
内
容

④
結
果
（
エ
ビ
デ
ン
ス
含
む
）・
振
り
返
り

⑤
改
善
策
・
次
年
度
以
降
の
展
望
等

1

博
士
後
期
課
程
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
見
直
し

□
新
規

■
継
続

L（
20
16
）年
度

か
ら
の
継
続

大
学
院
教
育
に
お
け
る
コ
ー
ス
ワ
ー
ク
、
リ
サ
ー
チ
ワ
ー
ク
の
導
入
に
向

け
た
検
討
は
、
従
来
よ
り
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
第
一
段
階
と
し
て
、
博
士

前
期
課
程
に
お
い
て
、
20
16
年
度
よ
り
経
済
学
基
礎
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
を
開
講
し

た
が
、
今
後
、
博
士
後
期
課
程
に
お
い
て
も
さ
ら
に
検
討
し
、
で
き
る
だ
け

早
い
時
期
に
コ
ー
ス
ワ
ー
ク
、リ
サ
ー
チ
ワ
ー
ク
を
整
備
す
る
よ
う
努
め
る
。

・
�リ
サ
ー
チ
ワ
ー
ク
を
中
心
と
し
た
博
士
課
程
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
、「
研
究
基
礎
（
仮
称
）」
と

し
て
研
究
倫
理
、
学
術
論
文
作
成
な
ど
研
究
の

ベ
ー
ス
と
な
る
基
本
事
項
に
つ
い
て
教
授
す
る

科
目
の
導
入
を
検
討
し
た
。

・
�コ
ー
ス
ワ
ー
ク
の
一
つ
の
科
目
案
を
提
示
し
た

の
で
、
そ
の
具
体
的
内
容
お
よ
び
教
員
配
置
な

ど
に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
の
導
入
に
向
け
た
必

要
事
項
を
次
年
度
以
降
継
続
的
に
検
討
す
る
こ

と
に
し
た
。

2

税
理
士
コ
ー
ス
の
指
導
体
制

に
関
す
る
検
討

■
新
規

□
継
続

L（
　
　
）年
度

か
ら
の
継
続

経
済
学
専
攻
で
は
、
現
在
ま
で
多
数
の
税
理
士
を
輩
出
し
て
き
た
が
、
特

定
の
教
員
の
力
に
負
う
部
分
が
大
き
か
っ
た
。
今
後
、
税
理
士
試
験
に
お
け

る
大
学
院
修
了
者
一
部
免
除
制
度
の
方
向
性
に
つ
い
て
も
考
慮
し
な
が
ら
、

コ
ー
ス
自
体
を
維
持
す
る
の
か
、
す
る
と
し
た
ら
大
学
院
と
し
て
組
織
的
に

ど
の
よ
う
に
維
持
・
対
応
し
て
い
く
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
�①
税
理
士
志
望
の
学
生
の
潜
在
的
需
要
、
②
教

員
の
長
期
的
な
指
導
体
制
、
③
税
理
士
試
験
に

お
け
る
大
学
院
修
了
者
一
部
免
除
制
度
の
方
向

性
、
の
観
点
か
ら
現
状
と
中
期
的
課
題
に
つ
い

て
検
討
し
た
。

・
�学
生
の
潜
在
需
要
に
つ
い
て
は
、
大
学
院
説
明

会
お
よ
び
広
報
で
対
応
し
、
指
導
教
員
体
制
に

つ
い
て
は
、
当
面
は
受
入
可
能
で
あ
り
、
制
度

の
方
向
性
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
情
報
収
集
す

る
こ
と
に
し
た
。

3

大
学
院
教
員
任
用
資
格
審
査

に
向
け
た
基
準
の
検
討

■
新
規

□
継
続

L（
　
　
）年
度

か
ら
の
継
続

次
期
認
証
評
価
に
お
い
て
、
大
学
院
教
員
の
任
用
資
格
も
評
価
の
対
象
と

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
経
済
学
専
攻
の
教
員
の
任
用
資
格
の
設
定
に
向

け
て
の
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

・
�経
済
学
研
究
科
・
経
済
学
専
攻
の
「
教
育
研
究

上
の
目
的
（
理
念
・
目
的
）」
お
よ
び
「「
学
習

成
果
（
教
育
目
標
）」
を
実
現
す
る
た
め
、
教
員

組
織
の
編
制
方
針
に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
の
方

針
案
を
作
成
し
た
。

・
�20
17
年
度
に
検
討
し
た
教
員
組
織
の
編
制
方
針

案
に
に
つ
い
て
、
20
18
年
度
の
早
い
段
階
で
専

攻
委
員
会
・
研
究
科
委
員
会
に
お
い
て
審
議
す

る
こ
と
に
し
た
。
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⑼　経営学部・経営学研究科
■

経
営

学
部

期
　
首

（
20
17
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

期
　
末

（
20
18
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

N
o.

①
取
り
組
み
・
目
標

②
新
規
／
継
続

③
内
容

④
結
果
（
エ
ビ
デ
ン
ス
含
む
）・
振
り
返
り

⑤
改
善
策
・
次
年
度
以
降
の
展
望
等

1

大
人
数
講
義
へ
の
対
応

□
新
規

■
継
続

L（
20
16
）年
度

か
ら
の
継
続

・
�基
幹
科
目
履
修
要
件
変
更
に
よ
る
大
人
数
講
義
数
の
削
減
効
果
の

チ
ェ
ッ
ク

・
�大
人
数
講
義
数
削
減
の
た
め
の
更
な
る
方
策
の
模
索

・
�基
幹
科
目
履
修
要
件
を
変
更
し
た
が
、
ま
だ
1
年
の

デ
ー
タ
だ
け
で
は
、
そ
の
効
果
を
確
認
で
き
な
い
状

態
で
あ
る
。

【
エ
ビ
デ
ン
ス
①
】
第
9
回
学
部
FD
推
進
委
員
会
議
事

録 【
エ
ビ
デ
ン
ス
②
】基
幹
科
目
履
修
要
件
変
更
に
よ
る
履

修
者
数
の
変
化

・
�さ
ら
に
受
講
人
数
の
変
化
を
注
目
し
な
が
ら
、

履
修
者
が
多
く
な
る
別
の
要
因
は
な
い
か
、
検

討
を
続
け
る
。

2

広
報
活
動
の
強
化

□
新
規

■
継
続

L（
20
16
）年
度

か
ら
の
継
続

・
�前
年
度
に
、
学
部
広
報
委
員
の
設
置
と
経
営
学
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

に
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
、
学
生
発
信
ニ
ュ
ー
ス
、
を
配
信
で
き

る
シ
ス
テ
ム
作
り
が
完
了
し
た
の
で
、
今
年
度
に
は
、
毎
月
コ
ン
テ

ン
ツ
を
更
新
で
き
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
を
行
う
。

・
�学
生
発
信
ニ
ュ
ー
ス
を
業
者
の
力
を
借
り
ず
に
更
新

で
き
る
体
制
を
完
成
し
、
い
く
つ
か
の
コ
ン
テ
ン
ツ

を
新
た
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
た
。（
経

営
学
部
ニ
ュ
ー
ス
20
18
年
1
月
19
日
2
件
、
20
18
年

1
月
24
日
1
件
）

【
エ
ビ
デ
ン
ス
③
】
学
部
H
P
の
コ
ピ
ー

・
�定
期
的
に
学
生
発
信
ニ
ュ
ー
ス
を
ア
ッ
プ
ロ
ー

ド
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
目
指
す
必
要
が
あ

る
。
そ
の
際
、
学
生
の
自
主
的
な
活
動
と
の
連

携
を
考
慮
に
入
れ
て
進
め
る
。

3

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ッ
プ
の
完

成
■
新
規

□
継
続

L（
　
　
）年
度

か
ら
の
継
続

前
年
度
に
確
定
し
た
三
つ
の
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
き
、
今
年
度
は
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ッ
プ
を
完
成
さ
せ
る
。

・
�カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ッ
プ
を
完
成
し
た
。

（
学
部
教
務
委
員
会
に
て
作
成
し
、
20
17
年
度
第
3
回

経
営
学
部
定
例
教
授
会（
6
月
14
日
）で
承
認
さ
れ
た
。）

【
エ
ビ
デ
ン
ス
④
】
第
3
回
定
例
教
授
会
議
事
録

・
�完
成
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ッ
プ
を
活
用
し
、

現
D
P
と
の
照
り
合
わ
せ
を
行
っ
た
結
果
、
い

く
つ
か
の
D
P
に
お
い
て
は
そ
れ
ら
を
従
属
で

き
な
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

判
明
し
た
。
来
年
度
に
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
D
P

の
見
直
し
を
通
し
て
、
両
者
の
整
合
性
を
高
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

4

ゼ
ミ
募
集
方
法
の
改
善

■
新
規

□
継
続

L（
　
　
）年
度

か
ら
の
継
続

・
�1
年
次
10
月
の
ゼ
ミ
決
め
に
向
け
て
、
学
生
が
な
る
べ
く
早
い
時
期

か
ら
ゼ
ミ
決
め
を
意
識
で
き
る
よ
う
な
制
度
改
善
を
図
る
。

・
�1
年
次
春
学
期
に
行
わ
れ
る
「
ゼ
ミ
リ
テ
ラ
シ
ー
」
と
ゼ
ミ
募
集
と

の
連
携
を
図
る
。

・
�4
月
の
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
ゼ
ミ
リ
テ

ラ
シ
ー
の
初
回
授
業
の
際
に
、
10
月
の
ゼ
ミ
募
集
の

案
内
と
そ
れ
ま
で
の
準
備
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
案

内
を
行
っ
た
。

・
�な
る
べ
く
早
い
時
期
か
ら
ゼ
ミ
決
め
を
意
識
で
き
る

よ
う
に
、
ゼ
ミ
全
体
説
明
会
に
先
駆
け
て
、
ネ
ッ
ト

を
通
し
て
教
員
全
員
分
の
募
集
要
項
を
配
信
し
た
。

【
エ
ビ
デ
ン
ス
⑤
】
第
5
回
定
例
教
授
会
議
事
録

【
エ
ビ
デ
ン
ス
⑥
】
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
募
集
要
項
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
の
案
内

・
�学
部
H
P
に
ゼ
ミ
紹
介
ペ
ー
ジ
を
新
設
し
、
ゼ

ミ
募
集
要
項
を
掲
示
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
。

・
教
員
に
よ
る
全
体
説
明
会
の
改
善
を
図
る
。

5

学
生
の
自
主
的
活
動
の
支
援

強
化

■
新
規

□
継
続

L（
　
　
）年
度

か
ら
の
継
続

・
�JJ
ス
タ
ッ
フ
（
学
部
行
事
支
援
の
学
生
ス
タ
ッ
フ
組
織
）
や
O
ne
 

W
or
ld
 C
ol
le
ct
iv
e（
留
学
経
験
者
の
集
ま
り
）
な
ど
の
、
既
存
の

学
生
活
動
へ
の
支
援
を
さ
ら
に
強
化
す
る
。

・
�新
た
な
学
生
の
自
主
的
活
動
を
教
員
サ
イ
ド
か
ら
積
極
的
に
提
案

し
て
い
く
。

・
�学
生
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
担
当
教
員
を
学
部
内

委
員
と
し
て
正
式
に
設
置
し
た
。

【
エ
ビ
デ
ン
ス
⑦
】
第
11
回
定
例
教
授
会
議
事
録

【
エ
ビ
デ
ン
ス
⑧
】
20
18
年
経
営
学
部
内
部
組
織
一
覧

・
�活
動
の
た
め
の
物
理
的
な
場
所
の
確
保
に
向
け

て
、
学
部
共
同
研
究
室
の
使
用
可
能
性
を
含
め

て
検
討
す
る
。

・
�学
部
H
P
作
成
と
関
連
し
た
新
た
な
学
生
団
体

の
創
設
を
試
み
る
。

6

短
期
留
学
生
受
け
入
れ
体
制

の
整
備

■
新
規

□
継
続

L（
　
　
）年
度

か
ら
の
継
続

海
外
大
学
と
の
提
携
に
よ
る
短
期
留
学
生
を
受
け
入
れ
る
体
制
の

構
築
を
試
み
る
。

・
�中
国
の
越
秀
外
国
語
学
院
と
の
意
見
交
換
を
行
い
、

そ
の
結
果
を
も
と
に
国
際
セ
ン
タ
ー
と
の
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

【
SN
S
お
よ
び
口
頭
で
の
意
見
交
換
で
あ
っ
た
た
め
、
エ

ビ
デ
ン
ス
は
な
し
。】

・
�大
学
院
入
学
と
の
連
携
可
能
性
も
含
め
て
、
制

度
の
整
備
を
検
討
す
る
。
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■
経

営
学

研
究

科
期
　
首

（
20
17
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

期
　
末

（
20
18
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

N
o.

①
取
り
組
み
・
目
標

②
新
規
／
継
続

③
内
容

④
結
果
（
エ
ビ
デ
ン
ス
含
む
）・
振
り
返
り

⑤
改
善
策
・
次
年
度
以
降
の
展
望
等

1

教
員
に
よ
る
学
術
研
究
発
表
会

「
中
京
経
営
学
術
セ
ミ
ナ
ー
」の

開
催

□
新
規

■
継
続

L（
20
16
）年
度

か
ら
の
継
続

・
�教
員
間
の
研
究
成
果
の
共
有
、
共
同
研
究
の
可
能
性
を
模
索
す
る
。

・
�セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
大
学
院
生
・
学
部
生
の
参
加
を
促
し
、
論
文
指
導
の
際

の
一
助
と
す
る
。

今
年
度
は
、
2
回
開
催
し
た
（
7
、
12
月
）。

セ
ミ
ナ
ー
に
お
い
て
は
活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ

れ
、
研
究
成
果
の
共
有
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
聴

講
し
た
大
学
院
生
に
対
し
て
は
、
中
間
発
表
・
論

文
執
筆
へ
向
け
て
、
一
定
の
刺
激
を
与
え
る
こ
と

が
で
き
た
。

年
間
2
回
の
開
催
を
目
指
し
、次
年
度
は
BI
研

究
科
の
教
員
に
よ
る
講
演
も
検
討
し
て
い
く
。

2

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
整
備

□
新
規

■
継
続

L（
20
16
）年
度

か
ら
の
継
続

・
�コ
ー
ス
ワ
ー
ク
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
研
究
の
方
法
論
に
関
す
る
科
目
の
新

設
を
検
討
す
る
。

当
該
科
目
の
新
設
を
念
頭
に
置
き
、
中
部
地
区

大
学
院
商
学
・
経
営
学
系
研
究
科
連
絡
協
議
会
に

お
い
て
、
他
大
学
院
の
ケ
ー
ス
を
参
考
と
す
る
べ

く
議
題
と
し
て
取
り
上
げ
、
意
見
交
換
を
行
っ

た
。

海
外
の
先
進
事
例
を
検
討
す
る
こ
と
も
含
め
、

引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

3

修
士
論
文
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
発
表

会
・
修
士
論
文
発
表
会
の
更
な

る
充
実

□
新
規

■
継
続

L（
20
16
）年
度

か
ら
の
継
続

・
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
発
表
会
（
5
月
）
に
お
け
る
合
否
判
定
を
厳
格
化
す
る
。

・
�修
士
論
文
報
告
会
（
11
月
）
の
際
に
、
論
文
完
成
稿
（
草
稿
）
の
提
出
を

義
務
化
す
る
。

一
定
水
準
に
達
し
て
い
な
い
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に

対
し
て
再
度
発
表
を
行
わ
せ
る
な
ど
、
合
否
判
定

の
厳
格
化
を
行
っ
た
。
ま
た
、
11
月
開
催
の
修
士

論
文
報
告
会
の
際
に
は
完
成
原
稿
の
提
出
を
求

め
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
発
表
会
・
修
士
論
文
発
表
会

い
ず
れ
も
、
従
前
よ
り
も
改
善
が
見
ら
れ
た
。

今
年
度
達
成
で
き
た
水
準
を
今
後
も
引
き
続
き

維
持
で
き
る
よ
う
、
指
導
を
行
っ
て
い
く
。

4

教
員
の
研
究
・
教
育
力
向
上
の

た
め
の
研
修

■
新
規

□
継
続

L（
　
　
）年
度

か
ら
の
継
続

・
�大
学
院
担
当
教
員
の
研
究
・
教
育
力
を
高
め
る
た
め
に
、
国
内
外
の
ビ
ジ

ネ
ス
ス
ク
ー
ル
を
中
心
と
し
た
視
察
の
実
施
を
検
討
す
る
。

・
�視
察
の
成
果
に
つ
い
て
は
、「
中
京
経
営
紀
要
」
に
“
視
察
報
告
”
と
し

て
掲
載
し
、
研
究
科
の
教
員
・
学
生
間
で
情
報
共
有
を
行
う
。

海
外
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
視
察
を
念
頭
に

置
き
、
教
員
研
修
の
た
め
の
予
算
を
20
18
年
度
予

算
に
計
上
し
た
が
、
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

本
課
題
は
、
他
研
究
科
と
も
共
有
で
き
る
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
他
研
究
科
、
大
学

院
事
務
課
、
教
育
企
画
課
と
も
連
携
し
な
が
ら
、

研
修
の
あ
り
方
を
模
索
し
て
い
く
。

5

定
員
確
保
と
社
会
人
対
応
の

充
実

■
新
規

□
継
続

L（
　
　
）年
度

か
ら
の
継
続

・
�17
年
度
よ
り
、
シ
ニ
ア
層
の
社
会
人
入
学
者
を
得
た
。
こ
れ
ら
学
生
は
、

社
会
経
験
が
豊
か
な
一
方
で
、
本
研
究
科
に
お
け
る
学
修
へ
の
接
続
対
応

も
必
要
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
に
対
応
で
き
る
体
制
を
検
討
す
る
。
こ
の
こ

と
は
、
従
来
の
新
卒
生
・
留
学
生
の
教
育
に
も
資
す
る
も
の
と
考
え
る
。

・
�進
学
奨
励
学
生
制
度
を
学
部
生
に
周
知
す
る
と
と
も
に
、
来
年
度
も
社
会

人
入
学
生
を
受
け
入
れ
る
な
ど
、
入
学
者
増
を
目
指
し
、
定
員
確
保
に
努

め
る
。

・
�日
本
語
学
校
を
念
頭
に
置
い
た
、
入
学
試
験
に
お
け
る
指
定
校
制
度
を
検

討
す
る
。

自
己
点
検
評
価
委
員
会
に
お
い
て
、
定
員
確
保

の
あ
り
方
、
留
学
生
比
率
の
高
さ
、
定
員
数
の
見

直
し
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。

次
年
度
は
、
特
に
社
会
人
入
試
の
候
補
に
力
を

入
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
施
策
が
奏
功
し
た

場
合
、
定
員
確
保
と
、
留
学
生
比
率
の
高
さ
の
問

題
が
改
善
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
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4．各学部・研究科教育上の取り組み・目標シート

⑽　工学部・工学研究科／情報科学研究科
■

工
学

部
期
　
首

（
20
17
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

期
　
末

（
20
18
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

N
o.

①
取
り
組
み
・
目
標

②
新
規
／
継
続

③
内
容

④
結
果
（
エ
ビ
デ
ン
ス
含
む
）・
振
り
返
り

⑤
改
善
策
・
次
年
度
以
降
の
展
望
等

1

学
修
目
標
へ
の
円
滑
な
到
達

の
た
め
の
方
策

□
新
規

■
継
続

L（
20
13
）年
度

か
ら
の
継
続

学
修
目
標
に
対
し
て
円
滑
に
到
達
で
き
て
い
な
い
学
生
が
存
在
す
る
要
因

と
し
て
、
入
学
時
あ
る
い
は
初
年
次
段
階
で
の
基
礎
学
力
不
足
、
お
よ
び
能

動
的
学
修
に
対
す
る
不
慣
れ
に
起
因
す
る
戸
惑
い
の
2
つ
が
考
え
ら
れ
る
。

前
者
に
対
し
て
は
、
入
学
直
後
の
基
礎
科
目
に
関
す
る
プ
レ
ー
ス
メ
ン
ト
テ

ス
ト
の
継
続
実
施
と
基
礎
学
力
増
強
の
仕
組
み
の
再
検
討
を
お
こ
な
い
、
後

者
に
対
し
て
は
入
学
時
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
等
に
お
け
る
技
術
習
得
に
対
す
る
動

機
付
け
の
強
化
や
、
専
門
科
目
へ
の
興
味
浸
透
な
ど
を
目
指
す
と
と
も
に
、

本
学
部
に
適
し
た
リ
メ
デ
ィ
ア
ル
的
教
育
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
。

・
�入
学
前
に
数
学
と
物
理
の
講
習
、
入
学
直
後
に

数
学
と
物
理
の
学
力
判
断
試
験
を
実
施
し
た

（
電
）。
⑥

・
�入
学
時
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
て
学
力
ア
ン
ケ
ー
ト
お

よ
び
技
術
習
得
の
動
機
付
け
実
施
（
全
学
科
）。

②
⑥

・
�数
学
・
物
理
等
の
基
礎
習
得
の
た
め
の
科
目

（
例
：
電
気
電
子
工
学
基
礎
A
/B
）
を
新
設
し

た
。
③
④
⑦
⑧

・
�専
門
科
目
の
理
解
度
を
高
め
る
た
め
の
講
習

会
、
勉
強
カ
フ
ェ
を
開
催
し
た
（
情
）。
⑲

20
18
年
度
よ
り
電
気
電
子
工
学
科
お
よ
び
機
械

シ
ス
テ
ム
工
学
科
に
て
新
設
し
た
基
礎
科
目
に
つ

い
て
は
、
出
席
者
数
や
そ
の
後
の
理
解
度
確
認
等

に
よ
り
、
効
果
を
検
証
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

2

能
動
的
な
学
び
の
充
実
化

□
新
規

■
継
続

L（
20
13
）年
度

か
ら
の
継
続

本
学
部
で
は
、
初
年
次
、
2
年
次
に
お
け
る
実
験
・
実
習
系
授
業
や
、
早

期
の
ゼ
ミ
配
属
、
お
よ
び
配
属
後
に
開
講
さ
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
の
授
業

を
通
し
て
、
学
生
の
能
動
的
学
修
の
機
会
を
増
や
す
と
と
も
に
、
学
部
生
を

対
象
と
し
た
正
課
以
外
の
コ
ン
テ
ス
ト
応
募
活
動
支
援
制
度
も
あ
る
が
、
技

術
開
発
・
研
究
活
動
を
通
じ
た
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
効
果
と
し
て
は
限
定
的
な

面
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
関
連
施
策
の
効
果
を
確
認
・
検
証
し
、
さ
ら
に
効

果
を
高
め
る
た
め
の
改
善
・
工
夫
を
行
う
。
卒
業
時
ア
ン
ケ
ー
ト
も
継
続
し
、

学
生
の
長
期
的
な
育
成
状
況
の
把
握
に
努
め
る
。

・
�2
年
次
秋
ま
た
は
3
年
次
か
ら
の
早
期
ゼ
ミ
配

属
を
実
施
し
た
（
全
学
科
）。
⑤

・
�学
生
が
主
体
的
に
コ
ン
テ
ス
ト
等
に
応
募
す
る

こ
と
を
支
援
す
る「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
助
成
」

を
実
施
し
た
（
学
部
）。
⑰
⑱

学
生
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
助
成
制
度
に

つ
い
て
は
、
教
育
面
で
の
成
果
を
検
証
し
て
い
く

予
定
で
あ
る
。

3

研
究
活
動
を
通
じ
た
工
学
教

育
の
あ
り
方
の
検
討

■
新
規

□
継
続

L（
　
　
）年
度

か
ら
の
継
続

本
学
部
で
は
、
高
度
技
術
者
の
育
成
の
た
め
に
は
学
部
で
の
研
究
活
動
を

通
じ
た
教
育
が
有
効
と
の
考
え
方
か
ら
、
卒
業
研
究
に
つ
い
て
は
ゼ
ミ
単
位

で
の
研
究
発
表
会
を
毎
年
2
回
程
度
開
催
し
、
さ
ら
に
学
科
に
よ
っ
て
は
優

秀
者
発
表
会
を
準
備
す
る
な
ど
、
効
果
の
向
上
に
努
め
て
き
た
。
今
後
は
さ

ら
に
、
コ
ン
テ
ス
ト
応
募
、
学
術
研
究
会
や
展
示
会
等
で
の
研
究
成
果
・
制

作
物
の
公
表
活
動
に
伴
う
教
育
効
果
の
確
認
と
促
進
を
お
こ
な
う
。

・
�4
年
生
を
対
象
に
、
卒
業
研
究
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
発
表
会
、
優
秀
者
発
表
会
を
実
施
し
た

（
電
・
機
・
情
）。
⑤
⑨
⑩

・
�研
究
成
果
の
学
会
で
の
発
表
を
奨
励
し
、
多
く

の
発
表
（
国
際
会
議
を
含
む
）
を
実
現
し
た
。

表
彰
受
賞
例
も
見
ら
れ
た
。（
全
学
科
）。
⑳
�

・
�地
域
の
企
業
・
自
治
体
・
施
設
と
連
携
し
た
授

業
に
よ
り
、
産
学
官
が
連
携
し
た
教
育
の
事
例

と
な
っ
た
（
メ
）。
�

・
�人
工
知
能
（
A
I）
時
代
到
来
を
見
越
し
て
、
学

部
内
に
、
人
工
知
能
研
究
用
の
高
性
能
計
算
機

サ
ー
バ
を
設
置
し
た
。
⑯

引
き
続
き
継
続
的
に
実
施
し
て
い
く
予
定
。

4

出
口
を
明
確
に
意
識
し
た
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
実
効
性
向
上

■
新
規

□
継
続

L（
　
　
）年
度

か
ら
の
継
続

本
学
部
の
学
生
の
主
要
な
進
路
は
、
大
学
院
進
学
お
よ
び
技
術
系
業
種
へ

の
就
職
で
あ
る
が
、
昨
今
の
科
学
技
術
界
の
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
変
貌
を
背

景
に
、
本
学
部
と
し
て
も
、
実
際
の
進
路
先
と
D
P
と
の
整
合
性
の
こ
ま
め

な
確
認
は
欠
か
せ
な
い
。
進
路
先
へ
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
等
を
通
し
て
、
学
部
に

期
待
さ
れ
て
い
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
再
検
討
す
る
と
と
も
に
、
学
外
講
師
等

に
よ
る
技
術
セ
ミ
ナ
ー
開
催
、
企
業
等
と
の
共
同
研
究
や
学
外
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
へ
の
参
画
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
を
通
じ
て
、
実
社
会
の
ニ
ー
ズ
と
向

き
合
い
、
自
ら
の
学
び
に
活
か
す
機
会
の
増
大
を
狙
う
。

・
�学
外
講
師
に
よ
る
講
演
会
、
コ
ロ
キ
ウ
ム
を
開

催
し
た
（
学
部
）。
⑪
⑬
⑭
⑮

・
�企
業
と
の
共
同
研
究
を
通
じ
て
、
学
生
が
社
会

の
実
問
題
に
触
れ
る
機
会
を
創
出
し
た
（
全
学

科
）。
�
�

・
�瀬
戸
市
と
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
画
を

通
し
た
実
践
的
教
育
を
実
施
し
た
（
情
）。
⑫

キ
ャ
リ
ア
関
係
部
門
ま
た
は
担
当
教
員
と
の
連

携
に
よ
り
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
あ
り
方
に
関
す
る

視
支
援
を
得
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
学
外
講
師
に

よ
る
講
演
会
等
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
継
続
的

に
実
施
し
て
い
く
予
定
。

①
～
�
は
エ
ビ
デ
ン
ス
資
料
番
号
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4．各学部・研究科教育上の取り組み・目標シート

■
工

学
研

究
科

／
情

報
科

学
研

究
科

期
　
首

（
20
17
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

期
　
末

（
20
18
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

N
o.

①
取
り
組
み
・
目
標

②
新
規
／
継
続

③
内
容

④
結
果
（
エ
ビ
デ
ン
ス
含
む
）・
振
り
返
り

⑤
改
善
策
・
次
年
度
以
降
の
展
望
等

1

大
学
院
進
学
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
実

施
□
新
規

■
継
続

L（
20
16
）年
度

か
ら
の
継
続

大
学
院
へ
の
進
学
者
数
を
確
保
す
る
た
め
、
学
部
3
年
次
生
を

対
象
に
し
た
進
学
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
入
試
日
程
に
合
わ
せ
て
年
2
回

実
施
す
る
。
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
、
研
究
科
の
入
試
内
容
や
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
説
明
を
行
う
ほ
か
、
大
学
院
生
活
、
将
来
の
進
路
な

ど
に
関
す
る
質
疑
応
答
の
機
会
を
設
け
る
。

学
部
3
年
生
を
対
象
に
し
た
進
学
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
入
試
日

程
に
合
わ
せ
て
実
施
し
た
。
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
、各
学
科
を
卒

業
し
た
現
役
大
学
院
生
に
よ
る
体
験
談
が
好
評
で
あ
っ
た
。

ガ
イ
ダ
ン
ス
の
効
果
を
よ
り
高
め
る
た
め
、
大

学
院
修
了
生
（
社
会
人
）
の
体
験
談
な
ど
も
取
り

入
れ
た
い
。
た
だ
し
、
本
人
の
仕
事
の
都
合
な
ど

を
考
慮
し
た
日
程
調
整
が
必
要
で
あ
る
。

2

院
生
の
中
間
発
表
会
お
よ
び
意

見
交
換
会
の
実
施

□
新
規

■
継
続

L（
20
16
）年
度

か
ら
の
継
続

研
究
科
と
人
工
知
能
高
等
研
究
所
の
共
催
で
、
修
士
2
年
次
生

お
よ
び
博
士
2
年
次
生
以
上
を
対
象
に
し
た
中
間
発
表
会
お
よ
び

意
見
交
換
会
を
実
施
す
る
。
中
間
発
表
会
で
は
、
今
後
の
研
究
方

法
や
実
験
計
画
な
ど
に
関
し
て
教
員
や
研
究
所
関
係
者
か
ら
必

要
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
。
意
見
交
換
会
に
は
1
年
次
生
も
含
め

た
全
員
が
参
加
し
、
学
年
を
超
え
た
交
流
を
行
う
。

大
学
院
生
を
対
象
に
し
た
中
間
発
表
会
と
意
見
交
換
会
を

4
月
4
日
に
実
施
し
た
（
資
料
：
20
17
年
度
研
究
科
・
研
究

所
交
流
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
）。
中
間
発
表
会
で
は
活
発
な
質
疑
応

答
が
行
わ
れ
、
各
教
員
か
ら
研
究
内
容
や
方
法
に
対
す
る
ア

ド
バ
イ
ス
が
あ
っ
た
。
意
見
交
換
会
で
は
、
学
年
を
超
え
た

交
流
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
修
士
2
年
生
に
対
し
て
各
教
員
が

博
士
後
期
課
程
へ
の
進
学
を
熱
心
に
呼
び
か
け
る
場
面
も
見

ら
れ
た
。

本
取
り
組
み
は
、
2
年
間
（
試
行
段
階
も
含
め

る
と
3
年
間
）
の
実
施
を
経
て
ほ
ぼ
定
着
し
、
一

定
の
効
果
が
あ
る
こ
と
も
確
認
で
き
た
こ
と
か
ら
、

当
初
の
目
標
は
達
成
し
た
と
考
え
る
。
今
後
は
定

例
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
す
る
。

3

学
外
機
関
・
企
業
と
連
携
し
た

研
究
指
導
の
実
施

□
新
規

■
継
続

L（
20
16
）年
度

か
ら
の
継
続

大
学
院
生
に
社
会
的
経
験
を
積
ま
せ
る
た
め
、
彼
ら
を
学
外
機

関
や
企
業
と
連
携
し
た
研
究
活
動
に
積
極
的
に
参
加
さ
せ
る
こ

と
を
奨
励
す
る
。
こ
れ
に
は
、
人
工
知
能
高
等
研
究
所
の
準
研
究

員
資
格
制
度
を
有
効
に
利
用
す
る
ほ
か
、
学
外
機
関
と
の
連
携
講

座
や
共
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
企
業
研
究
者
ら
を
招
い
た
講
演
会

な
ど
を
研
究
科
主
催
又
は
協
賛
の
形
で
開
催
す
る
。

外
部
講
師
に
よ
る
コ
ロ
キ
ュ
ウ
ム
の
開
催
（
計
10
回
）、
名

古
屋
市
科
学
館
と
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
特
別
連
携
事
業「
T
he
 

Ed
ge
 o
f I
nfi
ni
ty
」（
12
月
8
、
9
日
、
名
古
屋
市
科
学
館
）

の
共
催
、
3
研
究
室
に
よ
る
ロ
ボ
カ
ッ
プ
・
ロ
ボ
ッ
ト
博（
7

月
27
日
～
30
日
、
ポ
ー
ト
メ
ッ
セ
名
古
屋
）
へ
の
出
場
・
出

展
な
ど
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
に
大
学
院
生
も
参
加
し
た
。
た

だ
し
、
こ
れ
ら
の
連
携
は
す
べ
て
学
部
・
学
科
・
研
究
所
が

主
体
で
、
研
究
科
と
し
て
の
主
催
・
共
催
は
な
か
っ
た
。

研
究
科
主
催
に
よ
る
コ
ロ
キ
ュ
ウ
ム
講
演
を
計

画
し
、
そ
の
た
め
の
予
算
の
確
保
を
検
討
す
る
。

ま
た
、
人
工
知
能
高
等
研
究
所
、
先
端
共
同
研
究

機
構
な
ど
と
の
共
催
も
検
討
す
る
。

4

院
生
に
対
す
る
経
済
的
支
援

の
推
進

□
新
規

■
継
続

L（
20
16
）年
度

か
ら
の
継
続

国
内
外
の
学
会
や
展
示
会
等
で
研
究
発
表
や
制
作
発
表
を
行

う
大
学
院
生
を
経
済
的
に
支
援
す
る
た
め
、
現
行
の
2
制
度
を
よ

り
積
極
的
に
活
用
す
る
よ
う
各
教
員
に
要
請
す
る
。
ま
た
、
博
士

後
期
課
程
の
院
生
に
対
す
る
研
究
者
と
し
て
の
能
力
養
成
や
経

済
的
支
援
を
よ
り
積
極
的
に
進
め
る
た
め
、
RA
制
度
の
導
入
を

検
討
す
る
。

本
年
度
は
支
援
制
度
の
利
用
者
数
も
利
用
総
額
も
少
な

か
っ
た
た
め
、
評
価
は
次
年
度
以
降
に
行
う
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
博
士
後
期
課
程
の
志
願
者
確
保
の
た
め
に
、
大
学

側
に
RA
制
度
の
早
急
な
制
度
化
を
要
請
し
た
。
そ
の
結

果
、
本
学
に
初
め
て
外
部
資
金
ベ
ー
ス
の
RA
制
度
が
発
足

し
た
。

次
年
度
以
降
は
、
研
究
科
予
算
に
よ
る
支
援
制

度
を
よ
り
充
実
さ
せ
、そ
の
実
効
性
を
確
認
す
る
。

ま
た
、
RA
制
度
に
つ
い
て
は
、
外
部
資
金
ベ
ー

ス
だ
け
で
な
く
、
研
究
所
あ
る
い
は
研
究
科
予
算

ベ
ー
ス
の
RA
制
度
の
可
能
性
も
検
討
す
る
。

5

院
生
に
よ
る
授
業
評
価
お
よ
び

自
己
評
価
に
関
す
る
検
討

□
新
規

■
継
続

L（
20
16
）年
度

か
ら
の
継
続

院
生
の
授
業
に
対
す
る
評
価
、
お
よ
び
、
学
習
達
成
度
の
自
己

評
価
へ
向
け
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
評
価
項
目
や
実
施
時
期
を
検
討

す
る
。
ま
た
、
各
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
得
ら
れ
る
院
生
の
学
習

満
足
度
と
成
果
を
そ
の
後
の
授
業
や
研
究
指
導
に
ど
の
よ
う
に

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
か
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

修
士
2
年
次
生
を
対
象
に
し
た
自
己
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
た
。
大
学
院
教
育
に
対
す
る
満
足
度
や
中
間
発
表
会

の
有
効
性
な
ど
に
関
す
る
回
答
結
果
を
ま
と
め
、
12
月
研
究

科
委
員
会
で
報
告
し
た
。
各
教
員
に
は
、
そ
の
結
果
を
今
後

の
授
業
や
研
究
指
導
の
改
善
に
役
立
て
る
よ
う
要
請
し
た
。

本
取
り
組
み
は
、
2
年
間
の
実
施
を
経
て
ほ
ぼ

定
着
し
た
感
が
あ
り
、
教
員
に
も
そ
の
意
義
が
理

解
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
今
後
も
授
業
評
価
の
一
環
と

し
て
継
続
的
に
実
施
す
る
が
、
取
り
組
み
項
目
と

し
て
は
終
了
す
る
。

6

院
生
に
対
す
る
キ
ャ
リ
ア
・
パ

ス
明
確
化
の
検
討

□
新
規

■
継
続

L（
20
16
）年
度

か
ら
の
継
続

院
生
に
対
す
る
キ
ャ
リ
ア
・
パ
ス
の
明
確
化
を
目
的
と
し
て
、

研
究
科
の
CP
（
履
修
モ
デ
ル
）
や
D
P（
養
成
す
る
人
材
像
）
に

基
づ
い
て
従
来
の
進
路
指
導
の
あ
り
方
を
見
直
す
。
ま
た
、
そ
の

基
礎
と
し
て
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
な
が
ら
、
す
べ
て

の
院
生
の
就
職
先
や
転
職
先
に
つ
い
て
研
究
科
内
で
の
情
報
共

有
を
図
る
。

CP
と
D
P
を
基
に
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
な
が
ら

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
明
確
化
に
関
す
る
現
状
の
確
認
と
改
善
点

の
検
討
を
進
め
た
。
具
体
的
に
は
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と

の
役
割
分
担
の
確
認
、
院
生
へ
の
情
報
提
供
場
面
の
確
認
、

キ
ャ
リ
ア
ナ
ビ
（
活
動
活
動
支
援
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
）
に
お
け

る
大
学
院
生
情
報
の
明
示
化
（
ht
tp
s:/
/c
ar
ee
r.c
hu
ky
o-
u.

ac
.jp
/）
、
修
了
生
の
就
職
先
情
報
共
有
（
5
月
工
学
・
情
報

科
学
研
究
科
定
例
委
員
会
回
覧
資
料
5
）
な
ど
を
行
っ
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
、
大
学
院

生
や
研
究
室
か
ら
現
状
の
支
援
に
関
す
る
要
望
を

収
集
し
、
支
援
方
法
の
改
善
を
進
め
る
。
ま
た
、

専
門
性
の
高
い
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
就
職
活
動

体
験
の
収
集
と
利
用
の
方
法
に
つ
い
て
検
討
を
行

う
。
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4．各学部・研究科教育上の取り組み・目標シート

⑾　スポーツ科学部・体育学研究科
■

ス
ポ

ー
ツ

科
学

部
期
　
首

（
20
17
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

期
　
末

（
20
18
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

N
o.

①
取
り
組
み
・
目
標

②
新
規
／
継
続

③
内
容

④
結
果
（
エ
ビ
デ
ン
ス
含
む
）・
振
り
返
り

⑤
改
善
策
・
次
年
度
以
降
の
展
望
等

1

ア
セ
ス
メ
ン
ト
ポ
リ
シ
ー

体
育
実
技
評
価
基
準
作

成

■
新
規

□
継
続

L（
　
　
）年
度

か
ら
の
継
続

20
16
年
度
に
見
直
し
をし
た
3
つ
の
ポ
リ
シ
ー
に
合
わ
せ
、
体
育
実

技
技
能
の
質
保
証
に
向
け
た
取
り
組
み
とし
て
、
以
下
の
こ
と
を
検
討

す
る
。

・
�体
育
実
技
の
技
能
評
価
表
作
成
の
た
め
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を

立
ち
上
げ
、
最
低
限
必
要
とさ
れ
る
具
体
的
な
実
技
技
能
に
つ
い
て

検
討
す
る
。

・
�学
生
に
対
し
体
育
実
技
の
技
能
評
価
表
を
示
し
、
体
育
実
技
技
能

の
質
向
上
を
目
指
す
。

・
�実
技
評
価
の
た
め
の
採
点
指
針
ル
ー
ブ
リッ
ク（
案
）を
将
来
構
想
カリ
キ
ュ

ラ
ム
検
討
委
員
会
に
て
作
成
し
た
。

資
料
②
将
来
構
想
カリ
キ
ュ
ラ
ム
検
討
員
会
議
事
録
（
3月
5日
）

資
料
⑥
「
ス
ポ
ー
ツ
実
技
」
科
目
の
評
価
方
法
に
つ
い
て
（
3月
5日
将
来

構
想
カリ
キ
ュ
ラ
ム
検
討
委
員
会
資
料
）

・
�今
後
は
採
点
指
針
ル
ー
ブ
リッ
ク
を
原
案
とし
、

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
実
技
教
員
会

議
と
連
携
し
て
内
容
を
検
討
し
て
い
く
。

2

学
位
授
与
方
針
に
の
っ

と
っ
た
人
材
育
成
の
た
め

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
の

検
証

□
新
規

■
継
続

L（
20
15
）年
度

か
ら
の
継
続

20
16
年
度
に
見
直
し
た
学
位
授
与
方
針
に
基
づ
くカ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編

成
を
検
証
す
る
た
め
に
、
以
下
の
こ
と
を
検
討
す
る
。

・
�学
位
授
与
方
針
に
基
づ
くシ
ラ
バ
ス
が
作
成
さ
れ
て
い
る
か
点
検
を

す
る
。

・
�卒
業
時
ア
ン
ケ
ート
の
回
収
率
の
向
上
を
図
る
とと
も
に
、
ア
ン
ケ
ート

分
析
結
果
を
カリ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
に
反
映
さ
せ
る
仕
組
み
作
りを
検
討

す
る
。

・
�学
位
授
与
方
針
に
基
づ
くシ
ラ
バ
ス
が
作
成
さ
れ
て
い
る
か
、
20
18
年
度

入
稿
シ
ラ
バ
ス
を
基
に
点
検
を
完
了
し
た
。
数
科
目
、
学
位
授
与
方
針
に

関
連
す
る
記
載
の
な
い
も
の
が
あ
っ
た
が
、
修
正
依
頼
を
し
た
。

資
料
⑦
学
部
教
授
会
議
事
録
（
3月
1日
）

・
�20
17
年
度
卒
業
生
ア
ン
ケ
ート
で
は
、
3
つ
の
ポ
リ
シ
ー
を
考
慮
し
た
内
容

に
変
更
し
実
施
し
た
。
回
収
率
に
つ
い
て
は
、
窓
口
回
収
で
半
数
以
上
は

達
し
た
も
の
の
al
bo
で
の
回
収
は
伸
び
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
継
続
審
議
と
す

る
。

・
�分
析
結
果
は
、
約
90
％
が
、「
か
な
り
身
に
つ
い
た
」「
あ
る
程
度
身
に
つ

い
た
」
と
回
答
し
て
お
り
、
教
育
効
果
が
出
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

資
料
①
自
己
点
検
・
評
価
委
員
会
議
事
録
（
3月
5日
）

資
料
②
将
来
構
想
カ
検
討
委
員
会
議
事
録
（
3月
5日
）

資
料
③
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部「
卒
業
時
ア
ン
ケ
ート
」集
計
及
び
分
析
結
果（
3

月
5日
将
来
構
想
カリ
キ
ュ
ラ
ム
検
討
委
員
会
資
料
）

・
�3
つ
の
ポリ
シ
ー
を
考
慮
し
た
内
容
の
ア
ン
ケ
ー

ト
は
継
続
的
に
実
施
す
る
。

・
�回
収
率
の
向
上
に
あ
た
っ
て
は
、
4
年
次
開

講
科
目
の
担
当
者
に
、最
終
講
義
の
ア
ン
ケ
ー

ト
実
施
を
依
頼
す
る
な
ど
の
方
策
を
引
き
続
き

検
討
す
る
。

・
�分
析
結
果
か
ら
D
P
5に
あ
た
る
ス
ポ
ー
ツ
に

関
す
る
指
導
力
に
つ
い
て
、「
全
く
身
に
つ
い

て
い
な
い
」
と
回
答
し
学
生
が
い
る
こ
と
、「
あ

まり
身
に
つ
い
て
い
な
い
」
と
回
答
し
た
学
生

が
約
8.5
％
お
り
、
今
後
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
正

に
お
け
る
留
意
点
とし
た
い
。

3

学
生
へ
の
学
修
指
導
サ

ポ
ー
ト
体
制
の
検
証

□
新
規

■
継
続

L（
20
15
）年
度

か
ら
の
継
続

現
行
、
履
修
・
学
修
面
談
を
クラ
ブ
担
当
者
や
教
務
委
員
を
通
し
て

指
導
し
て
お
り
、
一
定
の
成
果
は
認
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
ク
ラ
ブ
に
所

属
し
て
い
な
い
学
生
や
ゼ
ミを
履
修
し
て
い
な
い
学
生
（
以
下
、
未
所

属
）
に
つ
い
て
は
、
クラ
ブ
所
属
学
生
に
比
べ
て
学
修
指
導
が
行
き
届

か
な
い
部
分
が
あ
る
た
め
、
以
下
の
こ
と
を
検
討
す
る
。

・
�未
所
属
学
生
の
現
状
を
把
握
す
る
。

・
�学
部
内
の
学
生
・
就
職
委
員
会
、
教
務
委
員
会
が
連
携
し
、
未
所

属
学
生
の
学
修
支
援
サ
ポ
ート
体
制
を
検
討
す
る
。

・
�未
所
属
学
生
の
学
習
指
導
に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
昨
年
度
は
着

手
で
き
な
か
っ
た
。

次
年
度
は
担
当
を
明
確
に
し
検
討
し
て
い
く
。

・
�教
務
委
員
会
に
お
い
て
未
所
属
学
生
の
修

学
面
に
お
け
る
現
状
を
調
査
す
る
。

・
�対
象
学
生
の
学
修
指
導
サ
ポ
ート
体
制
の
構

築
に
向
け
、
学
生
・
就
職
委
員
会
、
教
務
委

員
会
が
連
携
し
検
討
し
て
い
く
。

4

文
科
省
・
日
本
体
育
協
会

と
日
本
体
育
学
会
が
推

進
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

導
入

□
新
規

■
継
続

L（
20
16
）年
度

か
ら
の
継
続

3
つ
の
ポ
リシ
ー
を
念
頭
に
、
グ
ッド
コ
ー
チ
育
成
の
た
め
の
「
モ
デ

ル
・
コ
ア
・
カリ
キ
ュ
ラ
ム
」
と
、
こ
れ
に
連
携
す
る
「
運
動
部
指
導
者

養
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」（
以
下
、
推
奨
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
）
の
導
入
に
つ
い

て
以
下
の
こ
と
を
検
討
す
る
。

・
�現
行
カリ
キ
ュ
ラ
ム
と
推
奨
カリ
キ
ュ
ラ
ム
の
整
合
性
を
検
証
す
る
。

・
�推
奨
カリ
キ
ュ
ラ
ム
を
実
行
す
る
た
め
に
必
要
な
施
策
（
カリ
キ
ュ
ラ
ム

改
正
や
シ
ラ
バ
ス
改
訂
等
）
を
検
討
す
る
。

・
�教
職
再
課
程
申
請
に
も
対
応
可
能
で
あ
り
、
推
奨
カリ
キ
ュ
ラ
ム
を
実

行
す
る
た
め
の
大
学
教
員
職
の
採
用
人
事
計
画
を
立
て
る
。

・
�グ
ッド
コ
ー
チ
育
成
の
た
め
の
「
モ
デ
ル
・
コ
ア
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
と
「
運

動
部
指
導
者
養
成
カリ
キ
ュ
ラ
ム
」
の
導
入
に
つ
い
て
作
業
部
会
を
設
置
し

検
討
し
た
結
果
、
何
れ
も
現
行
の
カリ
キ
ュ
ラ
ム
に
導
入
し
展
開
し
て
い
け
る

こ
と
を
確
認
し
た
。

資
料
①
自
己
点
検
・
評
価
委
員
会
議
事
録
（
3月
5日
）

資
料
④
将
来
構
想
カリ
キ
ュ
ラ
ム
検
討
委
員
会
議
事
録
（
4月
24
日
・
5月

29
日
）

資
料
⑤
「
コ
ー
チ
育
成
の
た
め
の
モ
デ
ル
・
コ
ア
・
カリ
キ
ュ
ラ
ム
」、
「
運
動

部
指
導
者
養
成
カリ
キ
ュ
ラ
ム
」
の
導
入
作
業
部
会
報
告
（
10
月
30
日
）

・
�現
行
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
で
展
開
す
る
に
あ

た
り
、
シ
ラ
バ
ス
の
内
容
を
精
査
し
、
必
要
に

応
じ
て
内
容
の
一
部
改
訂
を
担
当
教
員
に
依

頼
す
る
。

■
工

学
研

究
科

／
情

報
科

学
研

究
科

期
　
首

（
20
17
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

期
　
末

（
20
18
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

N
o.

①
取
り
組
み
・
目
標

②
新
規
／
継
続

③
内
容

④
結
果
（
エ
ビ
デ
ン
ス
含
む
）・
振
り
返
り

⑤
改
善
策
・
次
年
度
以
降
の
展
望
等

1

大
学
院
進
学
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
実

施
□
新
規

■
継
続

L（
20
16
）年
度

か
ら
の
継
続

大
学
院
へ
の
進
学
者
数
を
確
保
す
る
た
め
、
学
部
3
年
次
生
を

対
象
に
し
た
進
学
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
入
試
日
程
に
合
わ
せ
て
年
2
回

実
施
す
る
。
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
、
研
究
科
の
入
試
内
容
や
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
説
明
を
行
う
ほ
か
、
大
学
院
生
活
、
将
来
の
進
路
な

ど
に
関
す
る
質
疑
応
答
の
機
会
を
設
け
る
。

学
部
3
年
生
を
対
象
に
し
た
進
学
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
入
試
日

程
に
合
わ
せ
て
実
施
し
た
。
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
、各
学
科
を
卒

業
し
た
現
役
大
学
院
生
に
よ
る
体
験
談
が
好
評
で
あ
っ
た
。

ガ
イ
ダ
ン
ス
の
効
果
を
よ
り
高
め
る
た
め
、
大

学
院
修
了
生
（
社
会
人
）
の
体
験
談
な
ど
も
取
り

入
れ
た
い
。
た
だ
し
、
本
人
の
仕
事
の
都
合
な
ど

を
考
慮
し
た
日
程
調
整
が
必
要
で
あ
る
。

2

院
生
の
中
間
発
表
会
お
よ
び
意

見
交
換
会
の
実
施

□
新
規

■
継
続

L（
20
16
）年
度

か
ら
の
継
続

研
究
科
と
人
工
知
能
高
等
研
究
所
の
共
催
で
、
修
士
2
年
次
生

お
よ
び
博
士
2
年
次
生
以
上
を
対
象
に
し
た
中
間
発
表
会
お
よ
び

意
見
交
換
会
を
実
施
す
る
。
中
間
発
表
会
で
は
、
今
後
の
研
究
方

法
や
実
験
計
画
な
ど
に
関
し
て
教
員
や
研
究
所
関
係
者
か
ら
必

要
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
。
意
見
交
換
会
に
は
1
年
次
生
も
含
め

た
全
員
が
参
加
し
、
学
年
を
超
え
た
交
流
を
行
う
。

大
学
院
生
を
対
象
に
し
た
中
間
発
表
会
と
意
見
交
換
会
を

4
月
4
日
に
実
施
し
た
（
資
料
：
20
17
年
度
研
究
科
・
研
究

所
交
流
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
）。
中
間
発
表
会
で
は
活
発
な
質
疑
応

答
が
行
わ
れ
、
各
教
員
か
ら
研
究
内
容
や
方
法
に
対
す
る
ア

ド
バ
イ
ス
が
あ
っ
た
。
意
見
交
換
会
で
は
、
学
年
を
超
え
た

交
流
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
修
士
2
年
生
に
対
し
て
各
教
員
が

博
士
後
期
課
程
へ
の
進
学
を
熱
心
に
呼
び
か
け
る
場
面
も
見

ら
れ
た
。

本
取
り
組
み
は
、
2
年
間
（
試
行
段
階
も
含
め

る
と
3
年
間
）
の
実
施
を
経
て
ほ
ぼ
定
着
し
、
一

定
の
効
果
が
あ
る
こ
と
も
確
認
で
き
た
こ
と
か
ら
、

当
初
の
目
標
は
達
成
し
た
と
考
え
る
。
今
後
は
定

例
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
す
る
。

3

学
外
機
関
・
企
業
と
連
携
し
た

研
究
指
導
の
実
施

□
新
規

■
継
続

L（
20
16
）年
度

か
ら
の
継
続

大
学
院
生
に
社
会
的
経
験
を
積
ま
せ
る
た
め
、
彼
ら
を
学
外
機

関
や
企
業
と
連
携
し
た
研
究
活
動
に
積
極
的
に
参
加
さ
せ
る
こ

と
を
奨
励
す
る
。
こ
れ
に
は
、
人
工
知
能
高
等
研
究
所
の
準
研
究

員
資
格
制
度
を
有
効
に
利
用
す
る
ほ
か
、
学
外
機
関
と
の
連
携
講

座
や
共
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
企
業
研
究
者
ら
を
招
い
た
講
演
会

な
ど
を
研
究
科
主
催
又
は
協
賛
の
形
で
開
催
す
る
。

外
部
講
師
に
よ
る
コ
ロ
キ
ュ
ウ
ム
の
開
催
（
計
10
回
）、
名

古
屋
市
科
学
館
と
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
特
別
連
携
事
業「
T
he
 

Ed
ge
 o
f I
nfi
ni
ty
」（
12
月
8
、
9
日
、
名
古
屋
市
科
学
館
）

の
共
催
、
3
研
究
室
に
よ
る
ロ
ボ
カ
ッ
プ
・
ロ
ボ
ッ
ト
博（
7

月
27
日
～
30
日
、
ポ
ー
ト
メ
ッ
セ
名
古
屋
）
へ
の
出
場
・
出

展
な
ど
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
に
大
学
院
生
も
参
加
し
た
。
た

だ
し
、
こ
れ
ら
の
連
携
は
す
べ
て
学
部
・
学
科
・
研
究
所
が

主
体
で
、
研
究
科
と
し
て
の
主
催
・
共
催
は
な
か
っ
た
。

研
究
科
主
催
に
よ
る
コ
ロ
キ
ュ
ウ
ム
講
演
を
計

画
し
、
そ
の
た
め
の
予
算
の
確
保
を
検
討
す
る
。

ま
た
、
人
工
知
能
高
等
研
究
所
、
先
端
共
同
研
究

機
構
な
ど
と
の
共
催
も
検
討
す
る
。

4

院
生
に
対
す
る
経
済
的
支
援

の
推
進

□
新
規

■
継
続

L（
20
16
）年
度

か
ら
の
継
続

国
内
外
の
学
会
や
展
示
会
等
で
研
究
発
表
や
制
作
発
表
を
行

う
大
学
院
生
を
経
済
的
に
支
援
す
る
た
め
、
現
行
の
2
制
度
を
よ

り
積
極
的
に
活
用
す
る
よ
う
各
教
員
に
要
請
す
る
。
ま
た
、
博
士

後
期
課
程
の
院
生
に
対
す
る
研
究
者
と
し
て
の
能
力
養
成
や
経

済
的
支
援
を
よ
り
積
極
的
に
進
め
る
た
め
、
RA
制
度
の
導
入
を

検
討
す
る
。

本
年
度
は
支
援
制
度
の
利
用
者
数
も
利
用
総
額
も
少
な

か
っ
た
た
め
、
評
価
は
次
年
度
以
降
に
行
う
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
博
士
後
期
課
程
の
志
願
者
確
保
の
た
め
に
、
大
学

側
に
RA
制
度
の
早
急
な
制
度
化
を
要
請
し
た
。
そ
の
結

果
、
本
学
に
初
め
て
外
部
資
金
ベ
ー
ス
の
RA
制
度
が
発
足

し
た
。

次
年
度
以
降
は
、
研
究
科
予
算
に
よ
る
支
援
制

度
を
よ
り
充
実
さ
せ
、そ
の
実
効
性
を
確
認
す
る
。

ま
た
、
RA
制
度
に
つ
い
て
は
、
外
部
資
金
ベ
ー

ス
だ
け
で
な
く
、
研
究
所
あ
る
い
は
研
究
科
予
算

ベ
ー
ス
の
RA
制
度
の
可
能
性
も
検
討
す
る
。

5

院
生
に
よ
る
授
業
評
価
お
よ
び

自
己
評
価
に
関
す
る
検
討

□
新
規

■
継
続

L（
20
16
）年
度

か
ら
の
継
続

院
生
の
授
業
に
対
す
る
評
価
、
お
よ
び
、
学
習
達
成
度
の
自
己

評
価
へ
向
け
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
評
価
項
目
や
実
施
時
期
を
検
討

す
る
。
ま
た
、
各
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
得
ら
れ
る
院
生
の
学
習

満
足
度
と
成
果
を
そ
の
後
の
授
業
や
研
究
指
導
に
ど
の
よ
う
に

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
か
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

修
士
2
年
次
生
を
対
象
に
し
た
自
己
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
た
。
大
学
院
教
育
に
対
す
る
満
足
度
や
中
間
発
表
会

の
有
効
性
な
ど
に
関
す
る
回
答
結
果
を
ま
と
め
、
12
月
研
究

科
委
員
会
で
報
告
し
た
。
各
教
員
に
は
、
そ
の
結
果
を
今
後

の
授
業
や
研
究
指
導
の
改
善
に
役
立
て
る
よ
う
要
請
し
た
。

本
取
り
組
み
は
、
2
年
間
の
実
施
を
経
て
ほ
ぼ

定
着
し
た
感
が
あ
り
、
教
員
に
も
そ
の
意
義
が
理

解
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
今
後
も
授
業
評
価
の
一
環
と

し
て
継
続
的
に
実
施
す
る
が
、
取
り
組
み
項
目
と

し
て
は
終
了
す
る
。

6

院
生
に
対
す
る
キ
ャ
リ
ア
・
パ

ス
明
確
化
の
検
討

□
新
規

■
継
続

L（
20
16
）年
度

か
ら
の
継
続

院
生
に
対
す
る
キ
ャ
リ
ア
・
パ
ス
の
明
確
化
を
目
的
と
し
て
、

研
究
科
の
CP
（
履
修
モ
デ
ル
）
や
D
P（
養
成
す
る
人
材
像
）
に

基
づ
い
て
従
来
の
進
路
指
導
の
あ
り
方
を
見
直
す
。
ま
た
、
そ
の

基
礎
と
し
て
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
な
が
ら
、
す
べ
て

の
院
生
の
就
職
先
や
転
職
先
に
つ
い
て
研
究
科
内
で
の
情
報
共

有
を
図
る
。

CP
と
D
P
を
基
に
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
な
が
ら

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
明
確
化
に
関
す
る
現
状
の
確
認
と
改
善
点

の
検
討
を
進
め
た
。
具
体
的
に
は
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と

の
役
割
分
担
の
確
認
、
院
生
へ
の
情
報
提
供
場
面
の
確
認
、

キ
ャ
リ
ア
ナ
ビ
（
活
動
活
動
支
援
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
）
に
お
け

る
大
学
院
生
情
報
の
明
示
化
（
ht
tp
s:/
/c
ar
ee
r.c
hu
ky
o-
u.

ac
.jp
/）
、
修
了
生
の
就
職
先
情
報
共
有
（
5
月
工
学
・
情
報

科
学
研
究
科
定
例
委
員
会
回
覧
資
料
5
）
な
ど
を
行
っ
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
、
大
学
院

生
や
研
究
室
か
ら
現
状
の
支
援
に
関
す
る
要
望
を

収
集
し
、
支
援
方
法
の
改
善
を
進
め
る
。
ま
た
、

専
門
性
の
高
い
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
就
職
活
動

体
験
の
収
集
と
利
用
の
方
法
に
つ
い
て
検
討
を
行

う
。



For Doing our best!!
FDは大学のすべての者の《幸せ》のため

56

4．各学部・研究科教育上の取り組み・目標シート

■
体

育
学

研
究

科
期
　
首

（
20
17
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

期
　
末

（
20
18
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

N
o.

①
取
り
組
み
・
目
標

②
新
規
／
継
続

③
内
容

④
結
果
（
エ
ビ
デ
ン
ス
含
む
）・
振
り
返
り

⑤
改
善
策
・
次
年
度
以
降
の
展
望
等

1

改
正
後
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
20
17

年
度
施
行
）
の
学
修
効
果
検
証
■
新
規

□
継
続

L（
　
　
）年
度

か
ら
の
継
続

20
17
年
度
入
学
生
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
修
士
・
博
士
課
程
と
も
大
幅
な

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
正
を
実
施
し
た
。
デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー
の
実
現
に
向
け

て
、
既
存
科
目
の
名
称
・
内
容
・
授
業
形
態
等
を
見
直
す
と
と
も
に
、
主
に

非
常
勤
教
員
が
担
当
し
て
い
た
科
目
を
整
理
し
て
、
過
密
状
態
な
時
間
割
を

緩
和
さ
せ
た
。
ま
た
、
教
育
効
果
を
高
め
る
た
め
、
教
授
内
容
や
授
業
形
態

等
を
勘
案
し
、
配
当
年
次
を
考
慮
し
た
完
全
セ
メ
ス
タ
ー
化
を
実
現
し
た
。

今
年
度
よ
り
、
院
生
の
履
修
状
況
や
中
間
・
最
終
報
告
等
の
成
果
を
み
て

当
該
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
有
効
性
を
検
証
す
る
。

昨
年
度
よ
り
博
士
前
期
課
程
（
修
士
課
程
）
に
お
い
て
、
研
究
倫
理
・
研

究
計
画
に
関
し
て
「
ス
ポ
ー
ツ
科
学
研
究
総
論
」（
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
）
を
、

保
健
体
育
教
科
教
育
に
関
し
て
「
保
健
体
育
授
業
研
究
法
」
の
科
目
を
新
た

に
開
講
し
、
そ
れ
ぞ
れ
24
名
と
6
名
の
履
修
が
修
了
し
た
．
本
年
度
は
同
様

に
10
名
と
5
名
の
履
修
が
確
認
さ
れ
た
。
昨
年
度
履
修
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
よ

り
、
学
位
授
与
方
針
と
照
合
し
教
育
目
標
に
定
め
た
学
修
効
果
が
得
ら
れ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
た
。

20
17
年
度
も
20
16
年
度
と
同
様
に
研
究
倫
理
・

研
究
計
画
に
関
し
て「
ス
ポ
ー
ツ
科
学
研
究
総
論
」

（
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
）
を
、
保
健
体
育
教
科
教
育
に

関
し
て
「
保
健
体
育
授
業
研
究
法
」
の
科
目
を
新

た
に
開
講
し
、
そ
れ
ぞ
れ
20
名
と
11
名
の
履
修
が

修
了
し
た
。
履
修
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
、
学
位

授
与
方
針
と
照
合
し
教
育
目
標
に
定
め
た
学
修
効

果
が
得
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
。

次
年
度
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
科
学
研
究
総
論
」つ
い

て
は
修
士
課
程
所
属
学
生
全
員
が
、「
保
健
体
育

授
業
研
究
法
」
に
つ
い
て
は
教
職
専
修
免
許
取
得

希
望
学
生
履
修
学
生
全
員
が
履
修
す
る
よ
う
に
周

知
す
る
。

2

入
学
者
選
抜
基
準
の
再
検
討

■
新
規

□
継
続

L（
　
　
）年
度

か
ら
の
継
続

選
抜
方
式
や
方
法
に
つ
い
て
は
検
討
を
重
ね
て
現
在
の
内
容
に
落
ち
着

い
て
お
り
、
一
定
程
度
以
上
の
出
願
者
を
得
て
い
る
。
今
後
は
、
各
科
目
・

口
頭
試
問
等
の
配
点
や
合
格
最
低
点
等
の
基
準
の
あ
り
様
に
つ
い
て
再
検

討
し
、
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
に
合
致
し
た
学
生
を
よ
り
適
切
に
選
抜

で
き
る
よ
う
考
慮
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
在
籍
す
る
院
生
の
入
学
試
験
時
の

得
点
と
、
入
学
後
の
研
究
成
果
や
卒
業
後
の
進
路
等
と
の
関
係
に
つ
い
て
検

討
す
る
。

院
生
の
入
学
試
験
時
の
得
点
と
、
入
学
後
の
研

究
成
果
や
卒
業
後
の
進
路
等
と
の
関
係
に
つ
い
て

は
、
ど
の
よ
う
に
評
価
す
べ
き
か
検
討
中
で
あ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
改
組
推
進
委
員
会
内
の
大
学

院
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
に
お
い
て
、
本
取
り

組
み
に
関
す
る
工
夫
に
つ
い
て
検
討
す
る
予
定
で

あ
る
。

3

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
明
示
に
向
け
た

卒
業
後
進
路
の
再
確
認

□
新
規

■
継
続

L（
20
15
）年
度

か
ら
の
継
続

体
育
学
研
究
科
で
は
、
大
学
院
進
学
説
明
会
に
て
卒
業
生
の
進
路
に
つ
い

て
の
集
計
結
果
を
説
明
し
て
い
る
。
し
か
し
、
用
い
ら
れ
て
い
る
資
料
は
卒

業
直
後
の
進
路
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
な
分
野
で
活
躍
し
て
い
る

か
は
不
明
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
進
路
に
つ
い
て
再
調
査
し
、
本
年
度
の
大

学
院
進
学
説
明
会
で
は
、
新
た
な
説
明
資
料
を
用
い
る
予
定
で
あ
る
。

20
17
年
度
に
卒
業
後
進
路
の
調
査
を
新
た
に
実

施
し
、新
た
に
作
成
さ
れ
た
説
明
資
料
を
用
い
た
。

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
改
組
推
進
委
員
会
内
の
大
学

院
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
に
お
い
て
、
本
取
り

組
み
に
関
す
る
工
夫
に
つ
い
て
検
討
す
る
予
定
で

あ
る
。

4

大
学
院
へ
の
内
部
進
学
希
望

者
に
対
す
る
学
部
・
研
究
科
を

通
じ
た
履
修
モ
デ
ル
・
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
の
明
示

□
新
規

■
継
続

L（
20
15
）年
度

か
ら
の
継
続

現
在
は
学
部
学
生
に
対
し
て
、
大
学
院
進
学
を
意
識
し
た
履
修
モ
デ
ル
や

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
が
明
確
に
は
さ
れ
て
い
な
い
。
20
16
年
度
に
お
い
て
、
学
部

教
育
と
の
連
携
を
意
識
し
て
、
大
学
院
進
学
奨
励
学
生
制
度
を
新
た
に
導
入

し
、
9
名
の
学
部
学
生
の
志
願
を
得
た
。
そ
の
う
ち
、
8
名
の
者
が
大
学
院

へ
進
学
し
た
こ
と
か
ら
、
内
部
進
学
サ
ポ
ー
ト
の
仕
組
み
と
し
て
は
一
定
以

上
の
効
果
を
上
げ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
は
さ
ら
に
、
学
部
と
研
究

科
を
6
年
一
貫
で
捉
え
て
履
修
モ
デ
ル
・
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
示
で
き
る
よ

う
な
工
夫
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

大
学
院
進
学
奨
励
学
生
制
度
も
周
知
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、2
01
8年
度
出
願
者
は
3
名
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
学
部
・
研
究
科
を
通
じ
た
履
修
モ
デ
ル
・

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
示
で
き
る
よ
う
な
工
夫
を
検

討
す
る
。

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
改
組
推
進
委
員
会
内
の
大
学

院
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
に
お
い
て
、
本
取
り

組
み
に
関
す
る
工
夫
に
つ
い
て
検
討
す
る
予
定
で

あ
る
。
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4．各学部・研究科教育上の取り組み・目標シート

⑿　ビジネス・イノベーション研究科
■

ビ
ジ

ネ
ス

・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

研
究

科
期
　
首

（
20
17
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

期
　
末

（
20
18
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

N
o.

①
取
り
組
み
・
目
標

②
新
規
／
継
続

③
内
容

④
結
果
（
エ
ビ
デ
ン
ス
含
む
）・
振
り
返
り

⑤
改
善
策
・
次
年
度
以
降
の
展
望
等

1

教
育
条
件
の
維
持

□
新
規

■
継
続

L（
20
16
）年
度

か
ら
の
継
続

在
学
生
全
員
が
修
了
す
る
ま
で
、
教
育
条
件
の
維
持
に
つ
い
て
、
責
任
を

持
っ
て
対
応
す
る
こ
と

在
校
生
が
希
望
す
る
授
業
科
目
は
開
講
す
る
と
と

も
に
、
20
18
年
3
月
末
時
点
で
在
校
生
全
員
が
修

了
（
学
位
取
得
）
し
た
。
ま
た
、
20
17
年
度
も
修

士
論
文
の
中
間
報
告
会
を
実
施
、
論
文
の
質
の
向

上
に
努
め
た
。

記
載
事
項
な
し
（
在
学
生
は
全
て
修
了
に
て
、

研
究
科
は
20
18
年
3
月
を
も
っ
て
廃
止
）

2

修
了
（
学
位
取
得
）
後
の
交
流
□
新
規

■
継
続

L（
20
16
）年
度

か
ら
の
継
続

ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
卒
業
後
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ゼ
ミ
グ
ル
ー
プ
を
中
心
と
し
て
、
継
続
的
に
交
流
を
深
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
こ
と

卒
業
（
学
位
授
与
）
式
の
当
日
に
、
本
年
度
の

修
了
生
、
こ
れ
ま
で
の
修
了
生
及
び
教
員
に
て
懇

親
会
を
開
催
、
卒
業
後
も
交
流
を
図
る
声
掛
け
を

行
っ
た
。

記
載
事
項
な
し
（
在
学
生
は
全
て
修
了
に
て
、

研
究
科
は
20
18
年
3
月
を
も
っ
て
廃
止
）

3

大
学
院
（
研
究
科
）
の
再
編
へ

の
貢
献

□
新
規

■
継
続

L（
20
16
）年
度

か
ら
の
継
続

BI
研
究
科
の
理
念
と
特
色
な
ら
び
に
蓄
積
し
た
社
会
人
教
育
の
経
験
を

今
後
の
教
育
（
大
学
院
の
再
編
）
に
活
か
し
取
り
組
む
予
定
で
あ
る
こ
と

研
究
科
廃
止
後
の
各
専
任
教
員
の
研
究
科
の
所

属
先
や
大
学
全
体
の
大
学
院
見
直
し
後
の
新
体
制

と
関
係
が
あ
る
た
め
、
そ
れ
ら
の
方
向
性
が
見
え

た
段
階
で
検
討
を
再
開
す
る
こ
と
に
し
た
。

記
載
事
項
な
し
（
在
学
生
は
全
て
修
了
に
て
、

研
究
科
は
20
18
年
3
月
を
も
っ
て
廃
止
）
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4．各学部・研究科教育上の取り組み・目標シート

⒀　法務研究科（法科大学院）
■

法
務

研
究

科
期
　
首

（
20
17
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

期
　
末

（
20
18
年
3
月
か
ら
4
月
に
記
述
）

N
o.

①
取
り
組
み
・
目
標

②
新
規
／
継
続

③
内
容

④
結
果
（
エ
ビ
デ
ン
ス
含
む
）・
振
り
返
り

⑤
改
善
策
・
次
年
度
以
降
の
展
望
等

1

社
会
に
求
め
ら
れ
る
水
準
と
し

て
の
厳
格
な
成
績
評
価
の
実

施

□
新
規

■
継
続

L（
20
15
）年
度

か
ら
の
継
続

法
科
大
学
院
に
お
け
る
成
績
評
価
は
、
修
了
者
に
司
法
試
験
受
験
資
格
が

与
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
特
に
厳
格
さ
が
求
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ

れ
に
応
え
る
べ
く
、
定
期
試
験
等
の
問
題
に
つ
き
、
一
定
の
基
準
に
基
づ
く

点
検
を
行
い
、、
ま
た
、
答
案
の
採
点
状
況
に
つ
い
て
、
点
検
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
厳
格
な
成
績
評
価
を
担
保
す
る
も
の
で
あ
る
。

「
法
科
大
学
院
教
務
委
員
会
規
程
」
2
条
2
項
な

ら
び
に
「
法
科
大
学
院
定
期
試
験
等
出
題
要
領
」

6
条
に
従
っ
て
、
研
究
科
内
教
務
委
員
会
に
お
い

て
、 ①
定
期
試
験
等
問
題
の
点
検
、

②
答
案
採
点
状
況
の
点
検
、

③
成
績
判
定
案
の
点
検
、

を
実
施
し
た
う
え
で
、研
究
科
教
授
会
で
審
議
し
、

成
績
評
価
を
確
定
し
た
。

今
後
も
引
き
続
き
、
試
験
問
題
や
答
案
採
点
状

況
の
点
検
を
適
切
に
実
施
し
な
が
ら
、「
法
科
大

学
院
履
修
及
び
評
価
基
準
に
関
す
る
規
程
」
第
4

章
に
定
め
る
評
価
基
準
（
31
条
～
33
条
）
に
基
づ

い
て
、
厳
格
な
成
績
評
価
を
行
う
も
の
と
す
る
。

2

FD
活
動
の
よ
り
一
層
の
充
実

□
新
規

■
継
続

L（
20
15
）年
度

か
ら
の
継
続

法
科
大
学
院
は
、
専
門
職
大
学
院
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
教
育
内
容
は
、

法
曹
養
成
た
り
う
る
質
が
求
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
質
を
よ
り
高

め
る
た
め
に
、
よ
り
充
実
し
た
FD
活
動
を
行
う
。

「
法
科
大
学
院
FD
委
員
会
規
程
」
2
条
1
項

に
従
っ
て
、
学
生
に
よ
る
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト

並
び
に
こ
れ
に
基
づ
く
授
業
実
施
検
討
会
を
学
期

ご
と
実
施
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
全
専
任
教
員
に

対
し
て
学
期
毎
に
少
な
く
と
も
1
科
目
に
つ
い
て

は
、
授
業
参
観
を
行
う
こ
と
を
義
務
付
け
、
参
観

後
に
は
参
観
所
見
を
提
出
し
、
こ
れ
を
資
料
と
し

て
、
授
業
参
観
実
施
検
討
会
を
各
学
期
に
開
催
し

て
い
る
。

今
後
も
引
き
続
き
、「
法
科
大
学
院
FD
委
員
会

細
則
」
2
条
、
3
条
に
基
づ
い
て
、

①
�授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
並
び
授
業
実
施
検
討

会
の
実
施
、

②
�指
定
授
業
に
よ
る
授
業
参
観
並
び
に
授
業
参

観
実
施
検
討
会
を
実
施
、
す
る
も
の
と
す
る
。
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5．アンケート結果データ

⑴　授業改善のためのアンケート
①　アンケート回答用紙
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5．アンケート結果データ

⑵　授業環境・学内環境に関するアンケート
①　春学期　結果と振り返り
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②　秋学期　結果と振り返り
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中京大学教育推進センター規程
� 2015年 ４ 月 １ 日制定

　改正　　2016年 ４ 月 １ 日
　（設置）
第 １ 条　中京大学（以下「本学」という。）の教育理念及び目的を実現し、教育活動の質向上を果たす
ことを目的として、中京大学教育推進センター（以下「センター」という。）を設置する。
　（事業）
第 ２ 条　センターは、次に掲げる事業を行う。
　（ １）　教育施策の企画及び実施
　（ ２）　ファカルティ・ディベロップメント（以下「FD」という。）活動の支援
　（ ３）　その他センターの目的達成に必要な事業
　（センター長）
第 ３ 条　センターにセンター長を置く。
２　センター長は、センターを代表し、センターの事業を総括する。
３　センター長は、本学の専任大学教員のうちから、学長の推薦により、理事長が任命する。
４　センター長の任期は、 ２ 年とする。ただし、再任を妨げない。
５　センター長が欠けた場合における後任者の任期は、前任者の残任期間とする。
　（センター員）
第 ４ 条　センターの事業を推進するために、センターに若干名のセンター員を置くことができる。
２　センター員は、専任の教職員のうち、教育活動の質向上に関する知識を有する者とし、センター長
の推薦により、学長が任命する。
３　センター員の任期は、 １ 年とする。ただし、再任を妨げない。
４　センター員は、センター長がその職を辞した場合には、同時にセンター員の任を解かれるものとす
る。
　（委員会）
第 ５ 条　センターに教育推進センター委員会（以下「委員会」という。）を置く。
２　委員会は、次の各号に掲げる事項を審議する。
　（ １）　第 ２ 条に規定する事業
　（ ２）　学長の諮問事項
　（ ３）　その他委員会が必要と認めた事項
　（委員会の構成）
第 ６ 条　委員会は、次の各号に掲げる委員で構成する。
　（ １）　センター長
　（ ２）　センター員のうち、センター長が指名する者　 ２ 人以内
　（ ３）　各学部から選出された大学教員（以下「学部委員」という。）　各 １ 人
　（ ４）　各研究科から選出された大学教員（以下「研究科委員」という。）　各 １ 人
　（ ５）　教学部長及び教育企画課長

⑴　中京大学教育推進センター規程
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２ 　センター長は、委員会の委員長となり、議長となる。
３　センター員は、学部委員及び研究科委員を兼任することができる。
４　学部委員は、研究科委員を兼任することができる。
５　委員会は、委員の代理出席を認めることができる。
６　委員長は、必要と認めた場合、委員会の審議を経て、委員以外の者を出席させ、その意見を求める
ことができる。
７　第 １ 項第 ３ 号及び第 ４ 号の委員の任期は、 １ 年とする。ただし、再任を妨げない。
　（委員会の招集）
第 ７ 条　委員会は、センター長が招集する。
　（委員会の成立及び議決）
第 ８ 条　委員会は、委員総数の ３ 分の ２ 以上の出席をもって成立する。
２　委員会の議決は、出席委員の過半数をもって成立する。可否同数のときは、議長の決するところに
よる。
　（専門部会）
第 ９ 条　委員会は、教育活動の質向上に関して具体的に企画及び検討するために、その下部組織として
専門部会を置くことができる。
２　専門部会の部会長は、委員のうちからセンター長が指名する。
３　専門部会の構成員は、委員のうちからセンター長が指名する。
４　センター長及び部会長は、必要と認めた場合、委員以外の者を専門部会に加えることができる。
　（所管）
第10条　センターの運営及び委員会の業務は、教学部教育企画課が担当する。
２　前項の規定にかかわらず、第 ２ 条に規定する事業を推進するに当たり、必要に応じて関連する部署
が連携して実施するものとする。
　（議事録等の取扱い）
第11条　委員会の議事録等の取扱いは、中京大学会議文書取扱いに関する規程（以下「規程」という。）
に基づき、次に掲げるとおりとする。
　（ １）　議事録は、委員会の承認を得ることとする。
　（ ２）�　議事録には、委員会の日時、場所、出席者、議事進行等の過程、審議内容及び決定事項を記録

するものとし、議長の押印又は議長及び書記双方の押印がなければならない。
　（ ３）�　教育企画課長を議事録管理責任者とし、議事録及びその資料（配付、回覧、回収資料等）の管

理を行う。
　（ ４）�　議事録及びその資料の原本は、紙媒体とし、必要に応じて、取扱注意、部外秘又は秘を明示し

て、規程に従って管理を行う。
　（ ５）　議事録の原本を作成したときは、その謄本又は抄本を、学長へ直ちに送付しなければならない。
　（ ６）�　議事録及びその資料の原本の保存場所は教学部教育企画課とし、保存期間は中京大学文書管理

規程に定めるとおりとする。
　（ ７）　保存期間を経過した資料は、廃棄するものとする。
　（ ８）�　原本、謄本又は抄本を問わず、議事録及びその資料の閲覧、複写、開示等の際は、委員長の許

可を得るものとする。
　（ ９）　管理部署名称変更、統廃合等で議事録管理責任者が変更となる場合は、速やかに移管を行う。
　（10）　その他議事録及びその資料に関する取扱いは、規程に従うものとする。
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　（規程の改廃）
第12条　この規程の改廃は、委員会及び教学審議会の審議を経て、学長が行う。
　　　附　則
１ 　この規程は、2015年 ４ 月 １ 日から施行する。
２　この規程の施行に伴い、中京大学FD（ファカルティ・ディベロップメント）委員会規程及びFD小
委員会に関する内規は、廃止する。
　　　附　則
　この規程は、2016年 ４ 月 １ 日から施行する。
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⑵　2017年度教育推進センター委員会議事録
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